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R —核酸抽出シス

MagExtractor 
迅速・コンパクトにして低コスト！！
MagExtractorでは、核酸がシリカ表面に吸着しやすいことを利用して抽出・精製を行います。

磁性体が封入されたシリカ粒子（磁性シリカ粒子）を使用していますので、永久磁石を用い

て核酸を商単に分離回収することができます。

口核酸抽出装置MFX-200(!_I 
磁性粒子を利用した自動核酸抽出装置です B/F分離をチッフ内で行うことに

より、シンプルでフレキシプルなシステムでの核酸抽出が可能になりました

全自動分注機をベースにした核酸抽出装

置です。遠心分離機や真空ポンプを内蔵

した装置に比べて非常にコンバクトで、

メンテナンスが容易です。

シングルノズル方式で、1検体を約10分で

処理できます。1台で3種の核酸

(Genomic DNA, Total RNA, Plasmid 

DNA)を調製できます。

（外形寸法： W600 x 0600 x H600(mm)] 

-~1帽鱒問胴喝l退＇ ~I•1•~1謁~l'JI一
高性能磁性シリカ粒子を利用した専用キットです。
溶出は滅菌水、TE緩衝液に対して行いますので、
そのまま制限酵素処理やPCR、DNASequercing 

などに利用できます。UVスベクトルによる定置も
可能です。

G丞亜う東洋紡績株式会社
生化学事叢部（大阪）大阪市北区堂島兵二丁目2番8号 〒5300004 

TEL.06・348・3786 FAX.06 348 3833 
生化学事叢部（東京）東京都中央区日本1尉lヽ紐町17番9号 〒1030016 

TEL.03・3660・4819 FAX.03 3660 495 

i i U~li i 岩井化学薬品株式会社
本 社 〒I03 0023更京都中央区日本頃木町32 O TEL.03-3179-636: 
つ〈ば TEL.0298-47-0321 多摩 TEL.0425・72 5421 
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完成間近のウインドウレス豚舎

謙豚「ニューハマユウ L」

平成8年認定

コンピュータ画像解析

(I枝肉断面の赤肉割合を測定）
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DNA解析

（豚耳片からのDNA抽出作
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牛種雄牛造成への協カ・剪
（鹿児島

鹿児島県肉用牛改良研究所本館

「金幸」号の父で、本県の受精卵移植造成種雄牛第 1

重

一
「金幸」号の母牛の「かよこ」号と生産者の小原一美

氏

「金幸」号間接検定枝肉写真 4号牛 「金幸」号間接検定枝肉写真 5号牛
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公立畜産関係場所の
rふれあい施設」

太田凱久
（おおた よしひさ）
神奈川県畜産研究所所長、

全国畜産関係場所長会会長

バブル経済の崩壊後公立畜産1対係場所の再編整備が進められはじめ、研究の効率化と

合わせ消野者を紘識したフレゼンテーション施設の格備充実が進められている。研究の

成果を卜＾げることも大切てあるが、その成果を速やかに評価してもらうことも大切てあ

る。このためビデオ、コンピューターを利川した情報提供のほか、はとんどの試験研究

機閲てホームページを開設し、消役者側からの情報請求に応えている。このはか神奈川

県の例ては研究フェアー、サイエンスウイーク等各秤催事により県民に施設を公開して

いるが開催fol数はせいぜい年 2、3阿て必ずしも卜分とは言えない。これからの研究は、

その成果を認めてもらえるよう消柑者のnのとどくところて進めなければならない。 10

年前頃から束京都俗産試験場が開放型のふれあい施設を整備し、周年開放型の施設利用

や情報公開の方向を示した。

最近ては、畜産関係場所の中には県民サービスの一環として県民ふれあい施設を整備

している。施設も色々てプレゼンテーション機器をj[j,人した本格的な施設や県民参加型

のオープンラボラトリーを整備したものなどそれぞれの寸戊地環境に適した施設を祁入し

ている。しかし、昨今の財政北情ては、本格的な県民参加型の施設整備は‘り面難しい課

翫｀ある。一般に岳産関係場所は、その多くが郊外に立地し、広いことが特色て｀、中て‘‘

米場する方が多い。幸い、駐巾スペースの確保が容易て、家畜の見学や自由に遊び、散

策てきる緑地空間の提供など僅かな投沢、労力て‘サービスてきる方法もこれからの検討

課題てある。

観光牧場のようにはじめから観光を視野に入れた整備と哭なり、本来の研究業務のな

かて容易に実施可能な多而的サービス業務として取り 1-.げるものて｀、それぞれの地域に

合った特色のあるふれあい施設の展開が哨まれる。特に、将米の畜産物消費を支えても

らう児竜・牛徒に社会教育・情操教育の場を提供し、畜産の多面的役割を1本感していた

だ〈ことは我々にかえられたイi意義な仕1..-:の 1つてある。

従来、ふれあい施設は管理用地の一部を提供していたため開放感が少なく不満のある

ところてあるが、発想を転換して逆に研究施設を家畜ごとにゾーンとして囲み、それ以

外の施設は全て開放するのも開放感のある「ふれあいの場」の提供となる。畜産関係場

所の多面的サービスの一環として、緑地空間の提供も談気動向に左右されない方策かと

提案したし‘。
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 家畜伝染病予防

はじめに

平成 9年 4月に新しい家lri伝染病 f防法

（一部改lじ）が公布されました。よりよき理

解のために、れのお一人におl~!i いして、その

紹説を特集として御紹介することとしました。

（編集委員会）

r
 大友浩幸・河本俊博

（店林水I笙省li産/.. il~r'I', 謀）

·•····························· ··············· ···•······················· ············································································""•""•"• 

我が国における畜産物の梢伐拡大に伴い、

畜産経営の大烈化、海外からの家畜の伝染性

疾病の役人機会が増加し、ひとたび求畜の伝

染性疾病が発生すると、被'.ifが拡大しやすい

状況になっています。また、炎国における伝

染性海綿状脳症 (TSE)のような新しい病源

体による疾病や豚流行性ド痢 (PED)のよう

なこれまて国内にみられなかった疾病が発lt:

1 • 最近の家畜衛生をめぐる情勢

と課題

1)畜産をめ ぐる情勢

我が国における畜r祖物消伐が拡大するなか

て｀、国内においては畜殺経常の大規校化が行

実に進行し、畜産経常者の飼袋管理技術や家

俗衛生に対する慈識の向 r.がみられます。ま

た一方ては、経＇政の大規校化 ・省）J化や地域

していること等を踏まえて、今後より効果府

かつ外F梓的な防疫対策が講じられるよう、平

成 9年第140[11[通常[ii]会に家畜伝染病躙注

の一部を改正する法律案を提出し、同年4月

llll付けて‘公布されました。

今同の法祁改正の背屎及び概要について、

解説します。

I • 家畜防疫・検疫制度の検討

について

特化の進炭に伴い、ひとたび求斎の伝染和

発牛した場合は、大きな被布が発生するこし

がf想されます。また、今LJの食生活におけ

る畜咲物消四の大きさから考えた場合、し.,

たん、大規校な家畜の伝染病の発牛があっi

場合には、我が[[]の斎産業及び地域経済味

大な被害を及ばすおそれがあり、それの砧

らず、国民の食牛活のうえて‘｀も碩大な悪彫9

が生じる危険性があります。
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法の一部改正について

また他）iては、我肉雰の輸人煉の削})11に加

i、牛肉作の輸人解禁地域 (i点近て‘` はオース

トリア、チリ、ウルグアイが解禁されていま

す）の拡大に伴う輸出IE]の増加や地）J空港の

暉化により、家畜の伝染病が海外から1父人

する機会が増加しています。

2)家畜の伝染疾病の発生状況

近年、我が国における家俗の伝染病の発牛

は、家畜衛生技術の進歩、家畜保健衛生所の

舷等により、かつて竹威てあった豚コレラ

などの代表的な家畜の伝染病の発牛は総じて

減少傾向にあります。 しかしながら、牛海綿

状脳症(ff牛病： BSE) (ウイルス粒 r—より小

さいプリオンと呼ばれるタンバク物質が、脳

等の巾枢神経系に祖柏し、神経症状笠を現し、

最後は死にいたる）のような令く新しい病原

l本による伝染性疾病やPED(豚のPEDウイル

スによって、特に[-豚が下痢、脱水笠の消化

出症状をぷす）、豚繁殖・呼吸隙寅症候群

(PRRS) (PRRSウイルスによって、呼吸器

邸緊即配布を起こす）のようなこれまて発

生がみられなかった、あるいは発生があまり

みられなかった伝染性疾病の発牛により、大

さな被害が生じています。

また、海外においても、一昨年、米国て 9

柑振りに水胞性ll炎（水胞性II炎ウイルスに

よって牛、）j~、馬内の f I唇邪に水胞を作る）

歓発生、オーストラリアにおいては、馬の

モルビリウイルス（馬に急性の呼吸器瞑lfを

起こす）による朕務員の死亡例がありました。

このように、国内外において、長期間発牛

0)みられなかった吹病や、新たな疾病の発生

がみられています。

3)対処すぺき課題

このような状況に対応し、効果的かつ有効

な家畜防疫制度を作り直すため、家畜の伝染

病（これまての法定伝染病及び届出伝染病を

含め177伝染病）の危険度について評価し、そ

の法的位置付けを兄直すとともに、迅速て効

果的な疾病の発生予防を可能とし、ひとたび

発生してもその被害を最小限にくい止めるこ

とがてきるよう、危険度の品い疾病について

能動的に監視を行う仕糾みが必要となり、ま

た、新たな疾病も含めて、発牛初期段階ての

対応の亜要性を考應して、それを迅速に行う

ことがてきる体制が必要となりました。

さらに、輸入検疫については、危険度の高

い伝染性疾病に的を絞って、より充実した検

査を行い、海外からの伝染性疾病の侵入防止

を的確に行うことが前要となっています。

と改正内容の概要

以上の最近の家畜衛生を巡る梢勢や対処す

べき謀題に的確に対応するため、家畜伝染病

f防法の一部を次のとおり改正しました。

1)対象となる家畜の伝染性疾病の見直し

家畜衛生技術の進歩、海外からの日蹄疫官

の家畜伝染病の1父入機会の増大官を考應して、

これまて知られている家畜の伝染病の危険度

を再評価し、防疫措沢の難易度、人への影響

に応じ、法定伝染病及び届出伝染病並びにそ

の他の伝染射に再分類しました。同法により、

法定伝染病及び届出伝染病を監視伝染病と総

称しています。

さらに、政令により法定伝染病に準じて取

り扱われていたTSEを、法律上法定伝染病と

3
 



しました。

2)国内防疫体制の見直し

① Ir」内の伝染性疾病の発生状況等の把捉体

制の整備（サーベイランス）

より効率的な発牛 f-防措；花を行うため、

国内の疾病の発牛状況内の情報を全国的・

組織的に把握し、それに碁づいて、都道府

県が、発生 f防措閑を的確にとることがて,.

きるようにするとともに、家畜飼投名-~1; を

指荘し、飼住者が自七的な防疫措置をイi効

的に行うことがてきることにしました。ま

た、従米から知られている家畜の伝染性疾

病とその病状又は治療の結果が明らかに巽

なる疾病（法においては新疾病と称してい

ます。以下同様）についての届出義務は、

これまて制度」．．設けていませんて｀したが、

海外から家岳の伝染性疾病の侵人機会が増

大していることから、これらが国内て発生

する可能性が増大していることを考應して、

このような疾病についても発生の初期段階

ての迅速な対応措沼を行うことがてきるよ

うに、これまては、 ''1該疾病を発兄した獣

医師から rli町村長を経由して都道府県知事

へ通報されていたものを、発見した嗽朕師

から tif接都道府県知ボに通報する体制を整

備しました。

② 国内防疫の迅速化のための体制の略備

家畜の伝染性疾病の発生初期段階の防疫

措置を迅速に取り行えるように、伝染性疾

病が発生した場合の第一報の報告先を、 rti

町村長から都道府県知ボに変更しました。

通報を受けた都道府県知 1:~は、市町村長に

通報するとともに農林水産大臣に報告する

ことにしました。

また、防疫措置に係る都道府県知ギの権

限については、これまては、その一部を家

畜保健衛牛所長に委任することがてきるよ

うに規定していましたが、迅辿な防疫拮訂

が快り行えるよう、家岳保健衛生所Ji(こ委

任てきる権限の範[J甘を拡大しました。

③ その他

家畜の移動の際には、牛についてはプ'"

セラ病、結核病、馬については馬伝染性貧

血、豚については豚コレラにかかっていな

い旨の証明,'}の携行義務付け及び牛のプIv

セラ病、結核病、馬の馬伝染性竹血につし

ての定期検介の義務付けの廃 1[:、疾病発な

時の通行しゃ断容家畜の伝染性疾病の発1・

f-防・まん延防止のための措置について、

家畜の伝染性疾病の発生状況を考慮してそ

の見直しを行いました。

3)輸入検疫体制の見直し

① 輸入検疫の対象とする家畜の伝染性疾病

の見直し

これまての法定伝染病、届出伝染柄、その

他の家畜の伝染性疾病の兄直しを行い、象

俗防疫の対象とする伝染性疾病を特定する

ことにより、輸入検疫の対象となる家斎0

伝染性疾病を、法定伝染病及び届出伝染＃

（以ド、監視伝染病とします。）としましt,

② 家畜の伝染性疾病の病原体の輸入許叩）

対象の見直し及び輸入届出制の沿入

輸入検疫の対象疾病を監視伝染病としt

ことに伴い、これまては輸入される家炉

伝染性疾病の病原体全てを混林水産大tむ，

輸入許nJが必要としていましたが、楡入枝

疫の対象となる家俗の伝染性疾病の病l雌

を監視伝染病及び新疾病に限定したことか

ら、それ以外の家畜の伝染性疾病の病糾

の輸入については、輸入許nJ制から届鼎

緩和することにしました。

③ 輸入検介手続の屯 f化

輸出国政府発行の検森証明、輸入検疫J

明笠輸人検疫にかかる諸手続については、

4
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従来は、苫面をもってのみ行われていまし

たが、輸入者の事務の簡索化・効率化を図

るため、これらの検査手続をコンピュータ

ーネットワークを利用した屯 f情報処理組

織を使用して行うことがてきることを法律

上明確にしました。

II. 個別事項について

1. 法の対象となる家畜の伝染性

疾病の見直し

1)基本的な考え方

家畜の伝染性疾病のうち、 その病性、発生

状況、予防 ・治療方法の有無、畜産情勢を考

詮わせ、家畜の伝染病のまん延による重大

な被者の発生を防止するため、法に碁づく強

)Jな拮閻が必要な伝染病については、「法定伝

染病」としています。基本的に今1nlの家畜の

伝染性疾病の見直しに当たっては、 この趣旨

に従って対象となる疾病を評価しました。

その結果、従来は届出伝染病てあった水胞

畔炎、その他の伝染性疾病てあった伝染性

輯状脳症（本病は英国における狂牛病問題

蝶機に平成 8年 4月27日から 1年間を限度

として政令によって家畜伝染病 f防法のまん

延防止等の規定を準用する疾病として指定さ

れていました。）、アフリカ馬疫、 リフトバレ

遵、鶏チフス（これまて法定伝染病て‘‘あっ

砂な白痢と併せて家きんサルモネラ感染症

として）を法定伝染病とし、 これまて法定伝

染病としていた流行性感冒、気腫疸及び豚丹

悔を除外しました。

1)家畜伝染病予防法の家畜の規定振りにつ

いて

法第2条て伝染性疾病と組み合わされてい

る家畜は、

① 牛、豚、馬、鶉等は、我が国畜産業にと

って欠くことのてきない重要な家畜（甚幹

家畜）てあり、これらの家畜に発牛する伝

染病の発生及びまん延防止措置を講じるこ

とて‘、それ自体を守るべきとされているもの。

② 水牛、 うずら又は七面鳥のように、牛、

鵠等と同じ伝染病にかかることから、それ

自体の産業上の位置付けは碁幹家畜と同じ

てはないものの、これらの家畜に防疫措岡

を講じることが碁幹家畜の防疫にも役立つ

ことから対象とされているものがあります。

も国内防疫体制の見直し

1)新たな家畜の伝染病が発生した場合の通

報・対応体制の整備

改正前の制度は、法定伝染病及び届出伝染

病についてその発生を予防する措箇とまん延

を防止する措匹を行うための制度てあり、そ

れ以外の家畜の伝染病については、当該伝染

病について発牛又はまん延のおそれがあり、

家畜の生産又は健康の維持に重大な影響を及

ばすおそれがあるときのみ、法第62条の規定

に甚づき、政令により、 1年間に限り法定伝

染病に準じた取扱いがてきる制度が用意され

ているに過ぎませんて‘‘した。

したがって、法定伝染病又は届出伝染病に
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含まれていなし、新疾病については、直接的に

これらの発牛を把握し、それに対応するii.糾

みはありませんてした。

しかしながら、今日の家畜の伝染性疾病の

発生状況をみると、

① 家畜の飼投規模の岩しい拡大に伴い、大

きな被店をもたらす PED~_'J;の新疾病の発

牛がみられているはか、

② 杜全経済情勢の進展に伴い、輸入相手先

の拡大あるいは輸入城の増大により、従前

に比べると海外からの伝染性疾病が国内に

餃入する機会が増加しているため、こうし

たことに的確に対応するためには、家畜の

新疾病をその初期段階て的確に把握し、迅

速に有効な対応がて‘‘きる体制を整備する必

要性が増加しています。

このような状況に的確に対処するため、

① 新疾病について獣I欠師から都道府県知寸；

ヘ届出ることとし、

② 届出を受けた都道府県知;p.は、それらの

家畜について検査を行い、その疾術が新疾

病てあり、かつ、その新疾病が、その発牛

をf防する必要のある疾病てあると，忍めた

ときは、その旨を展林水I蛍大臣に報告する

とともに所在地の市町村長へ通報すること

にしました。

新疾病について都道府県知ボから報店を受

けた農林水産大臣は、この疾病の発牛の j-防

のために必要な試験研究、梢報の収集を行う

よう努めなければならない体制としました。

2)家畜の伝染性疾病の発生状況等の把握体

制の整備（サーペイランス）

家畜の伝染性疾病の発牛を予防するために

は、家畜の伝染性疾病の発牛状況、抗体保有

状況、家畜の伝染性疾病の媒介昆虫の発牛状

況、発牛の f-1坊のための技術的手法内の梢報

が必要てあり、かつ、効＞手泊勺な防疫拮四を講

ずるためには広域(Iりな情報が必要てす。

このため、監視伝染病について、発生のf

防又はその可能性を予測するための検査が[

要な場合の対応を規定しました

これまての家畜伝染病f防法においては、

麻濱が、法定伝染病又は届出伝染病にかかっ

たことメは法定伝染病にかかっている疑いが

あることを発兄した場合は、関係の獣朕師等

は、家畜の所在地の市町村1~ に届出なければ

ならないことになっていました。屈出を受J

た市町村長は、その旨を家畜防疫員に通報

て、都道府県知れに報；りすることとなってい

ます。

しかしながら、今 IJの家俗の飼投状況、通仁

手段の笞しい発逹等により、発生の第 1報を而

町村長に対して行う慈義は博れてきてい訂

また、家畜保健衛牛所は、家畜の伝染性疾

病の発生に備えて品度な診断体制の慈備を収

ってきており、地域の家新防疫の中心的條

となっていることから、伝染性疾病が発生し

た場合の第 1報先を、現在の市町村長から、

都道府県知小に改め、市町村艮へは都道府應

知4~から通報することと改めました。

3)家畜保健衛生所長に委任できる権限の位

大

防疫措四に係る都道府県知 ·J•;の権限は、そ

の一部を家畜保健衛生所長に委任することが

てきることとなっていましたが、迅速な防疫

措沢を実施するため、家畜保健衛生所長に屡

任てきる権限の拡人を図るため、以下の輯

について、新たに家岳保健衛生所長に委任く

きることとしました。

① 新疾病発牛についての届出を受理するこ：

② 新疾病の発牛のJ出出があったときに家[

防疫員の検森を受けるべき旨を命ずるこ；

③ 届出伝染病の発生の届出を受理するこ；

④ 検査注射、薬浴又は投槃を行っ臼裕
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標識を家術防疫員に付させること。

＄家畜の伝染性疾紺の発'I:をf防するため

に必要があるときに、地域を限り、家f.iの

p紐名に対し、 in,lt Ji法、清潔方法メ~はね

ずみ、昆虫，^かの駆除）j法を実施すべき旨を

命ずること^

⑤，患畜等の発生のI,り出を受理すること。

↓ 患俗ぶよ疑似患畜の死体を病性鑑巫人は

学術研究の川に供するため焼却又は埋却を

しないことの許 11[を行うこと。

⑧ 患畜の死体又は法定伝染病の病原体によ

り汚染し、杓しくは汚染したおそれがある物

品を埋却した上地の発掘のii'f11rを行うこと。

⑨ 法定伝染病のまん延を防止するために必

要があるときに、区域を限り、家俗の1所H
者に対し、消晶方法、清湖方法人はねずみ、

昆虫筈の駆除方法を実施すべき旨を命ずる

こと

⑱ 法定伝染病のまん延を防止するために必

要があるときに、家畜防疫員に検介、注射、

薬浴又は投槃を行わせること。

⑪ 検介、注射、薬浴又は投薬を行った旨の

標識を家畜防疫員に付させること。

⑫ 都逍府県知 t；が、家畜の伝染性疾病を f

防するため必要があるときに、省令て‘‘定め

る手続に従い、動物の所打者、獣1区師、家

翻伝染性疾病の病原体の所h者、競馬、

家畜市場、家畜共進全笠家畜を集合させる

倍物の開催者人は化製場杓しくは死亡限畜

取り扱い場杓しくはと岳場の所イi者に対し、

必要な事項についての報告を求めること。

4)その他

改正前の家畜伝染和 f防法第 5条は、牛（乳

月雌牛及び種H用雄牛）、馬又は豚の所付者

1i、それぞれ牛はプルセラ病又は結核病、馬

鵠伝染性舒血、豚は豚コレラにかかってい

ないことの証明！｝を携行していなければ,1,1該

、家面を都道府県の区域を超えて移動させては

ならなし、としてし、ました。

これら 3疾病については、これまて行って

きた移動証明｝｝の携行及び定期検介により iii

浄化が相''1程度辿ii-し、現在の発生はこ` く`ま

れて、かつ限局的なものとなっています。豚

コレラにつ L、ては、平成 5年以降発生がなく、

また視在撲減対策がとられています。

さらに、現在のように‘求畜保健衛牛所の東各

備笠、国内防疫体制の允丈が[,<jられてきてい

る状況を考應した結果、これら義務を諜す必

要性は薄いと考えられることから、廃II:する

こととしました。

3 . 輸入検疫体制の見直し

1)輸入検疫の対象とする家畜の伝染性疾病

の見直し

家畜伝染病予防法に碁づく輸人検疫は、 「‘求

畜の伝染性疾病の発牛を f防し、及びまん延

を防止することにより、畜産の賑典を図る」

という同法の1J的を達成するため、水際にお

いて伝染性疾病が新たに餃入することを防止

することにより、国内にこれらの伝染病が発

生し、及びまん延しないよう海外から愉入さ

れる動物や俗産物宵の検杏を行うものてす。

したがって、家畜伝染病予防法に碁づき、

国内において発生をげ）j又はまん延を防止す

るための措沢を品じている家畜の伝染性疾病

については、的確に輸入検疫を実施しその餃

人を防止する必要があります。

改1E前の輸入検疫においては、検疫対象物

について、家斎の伝染性疾病令般を念頭にお

いて検査を実施していました。

今j11]の改正においては、迅速て有効な国内

防疫体制を確寸する観、1ばから、監視伝染病に

限走して防疫対応を行うことから、輸人検疫

においても、監視伝染病を対象として検疫を
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行うこととしました。それ以外の伝染性疾病

については、自 J:的な防疫の対象となります。

なお、動物検疫を含む検疫・衛生拮匹につ

いては、ウルグアイ・ラウンドにおいて合、なさ

れた「衛生植物検疫措潰の適川に関する協定

(SPS協定）」において、内外無差別の観点から、

① 国内において定杓及びまん延防止のため

の措四をとっていない疾病を輸人検疫措四

の対象としてはならないこと、

② 国内に存在しないために国内的に何らか

の防疫措置をとっていない疾病については、

その国への餃入を防ぐために正,Ji化てきる

措置てあれば、輸入規制措四をとれること

が規定されていることから、これらの国際化

情勢に対応するため、検疫の対象となる疾病

を明らかにする必要がありました。

2)家畜の伝染性疾病の病原体の輸入許可の

対象の見直し及ぴ輸入届出制の導入

今回の改正により、輸入検疫の対象となる

家畜の伝染性疾病を監視伝染病としたことか

ら、伝染性疾病の病原体の輸人に際しても、

これら監視伝染病の病原体については引き続

き輸入i午nJの対象とし、許可の対象から除外

される家畜の伝染性疾病の病原体については、

動物検疫所において検査を受けることなく通

関手続きがて｀｀きることになりますが、税関て‘

これらの病原体が輸入の許t:iJを必要とするも

のかどうかについて判断することは、かえっ

て輸入手続に時間を要することとなることか

ら、輸入許可の対象とならない家畜の伝染性

疾病の病原体の輸入に当たっては、あらかじ

め、輸入しようとする病原体の種類、数他、

輸入の時期及び場所等の届出を義務付けるこ

とによって、通関手続が円滑に行われること

を確保しました。

3)輸入検査手続の電子化

輸入検疫手続においては、その迅速化、簡

8 

索化を図るため、平成 9年度から勁物検疫所

において「動物検疫手続屯窃処理システム

(Animal Quarantine Inspection Proce-

<lure Automated System (ANIPAS))」を追

人し、輸入届出等の検令手続が屯チ的に処愕

てきるようにしています。

動物検疫の対象となる指定検疫物は、家雀

の法定伝染病及び届出伝染病の病原体を広i

るおそれがないことを証明する輸出国政府柑

関が発行する検査証明料又はその写し力lj紐

されたものてなければ輸入してはならな只

されていましたが、 この検杏証明 ，1｝を電子的

に受入口［能とすることに伴い、当該検杏証朋

甚が屯 f的に受け人れられた場合には、指定

検疫物にその添付がなくても輸入てきるこし

としました。

また、指定検疫物を輸入した者は、その旨

を届出て必要な検査を受けることとなってい

ますが、この届出についても、屯 f的に行う

ことがてきるようにしました。

さらに、動物を輸入する際に必要なけl噌

検査て、初生ひなや動物園動物など特別の柑

設が必要なものについては、指定検査楊所へ

の送致について、必要な指ぷを屯 f的に行う

ことがてきることとしました。

輸入検疫証明苫の交付、検査に基づく猜罰

の指示についても、屯子的に行うことが召

ることとしました。

4. さいこに

今回の家畜伝染病 f防法の改正は、最近0

家畜衛牛をめぐる情勢とその課題に的確に

処するために行ったものてす。

この改正法が有効に機能するために、家〗

衛生並びに斎産業に携わる皆様方のさらな¢

こ｀｀理解とご協力をお顛いします。

畜産技術 !998~5 月 !



家畜伝染病予防法の一部改正の墓本的枠組み

改正の背景

0 畜産経営の大規模化に伴い家畜の伝染性疾病の発生による被害の拡大のおそれ

（参考）1戸当たり平均飼養頭数：昭和45年→平成8年

牛 （乳用牛） ： 6頭→46頭

豚 ：14頭→619頭

鶏 （プロイラー） ： 3,048羽→32,753羽

〇 食肉の輸入増加等による海外からの伝染性疾病の侵入撓会の増大

（参考）偶蹄類の動物・畜産物の輸入可能国 （口蹄疫の発生がなくなり輸入解禁された国）

昭和46年： 12ヶ国→平成9年 ：32ヶ国

〇 国内外で新たな疾病の発生

（参考）国内 豚流行性下痢 (PED) ：昭和57年頃から敷発，平成8年に大規模発生 （約4万頭）

海外 英国の牛海綿状脳症 (BSE) : 昭和61年初発，平成5年がピーク （約3万7千頭）

改正の目的

〇 より効果的な家畜防疫制度の構槃

改正の概要

＾

じ
、

〇 法の対象となる家畜の伝染性疾病の見直し

・伝染性海綿状脳症 (TSE)の法定伝染病への指定等

0 国内疾病の発生状況等の把握体制の整備

．疾病の発生状況の全国的・組織的把握及び都道府県への情報提供

• これまで知られていない疾病の通報体制の整備

〇 検疫体制の見直し

・輸入検疫の対象疾病の見直し

・輸入検疫手続きの電子化

，
 



(Q 1)なぜ今回、法律の改正を行ったので

すか。

(A) 

1 Ll本における畜産物泊役の拡人．に伴い、

畜産経党の大規模化が進み、ひとたび家畜

の伝染性疾病が発牛した場合には、被古の

拡大が起こりやすい状況になっています。

このような中て狂牛病のような新しい病原

体による病気PEDのようなこれまて国内

に見られなかった病気が次々に発生してい

ます。

2 また、食肉布の輸入乱の増加、動物・畜

産物の輸入地域の拡大宵に伴い、海外から

の家畜の伝染性疾病の1文人機会が一段と増

してきている状況て｀す。

3 このような状況に対処し、より効果的か

つ効率的な防疫制度を構築するために法律

の改正を行いました。

(Q 2)法定伝染病はとのようにかわるので

すか。

(A) 

法律改正前の法定伝染病は26種類ありまし

たが、改正後も以下に示すよう 26種類が指定

されます。

家畜伝染病の種類

I. 牛疫

2. 牛肺疫

3. 口蹄疫

4. 流行性脳炎

5. 狂犬病

6. 水胞性口炎

7 リフトパレー熱． 
8. 炭疸

9. 出血性敗血症

10. プルセラ病

10 

家畜の種類

牛、水牛、しか、めん羊、山羊

豚、いのしし

牛、水牛、しか

牛、水牛、しか、めん羊、山羊

豚、いのしし

牛、水牛、しか、馬、めん羊、

山羊、豚、いのしし

牛、水牛、しか、馬、めん羊、

山羊、豚、いのしし

牛、水牛、しか、馬、豚、いの

しし

牛、水牛、しか、めん羊、山羊

牛、水牛、しか、馬、めん羊、

山羊、豚、いのしし

牛、水牛、しか、めん羊、山羊

豚、いのしし

牛、水牛、しか、めん羊、山羊

豚、いのしし

11. 結核病

12. ヨーネ病

13. ピロフラズマ病（；主 I)

14. アナフラズマ病C主2)

15. 伝染性、毎綿状脳症

16. 鼻疸

17. 馬伝染性貧血

18. アフリカ馬疫

19, 豚コレラ

20. アフリカ豚コレラ

21. 豚水胞病

22. 家きんコレラ

23. 家きんペスト

24. ニューカッスル病

25. 家きんサルモネう烹染症（；主3、

26. 腐姐病

牛、水牛、しか、山羊

牛、水牛、しか、めん羊、い

牛、水牛、しか、民

牛、水牛、しか

牛、水牛、しか、めん羊、山ミ

馬

馬

馬

豚、いのしし

豚、いのしし

豚、いのしし

鶏、あひる、七面鳥、うずら

鶏、あひる、七面島、うすら

鵠、あひる、七面鳥、うずら

鶉、あひる、七面鳥、うずら

みつばち

注 I: パペシア ・ビゲミナ、パペシア・ポピス、パベシ7

・エクイ、 パペシア・カパリ、タイレリア ・/(JI,

パ、タイレリア・アヌラタによるものに限られ、戌

が国において通常発生のある、いわゆる小型ピE

フラズマ、大型ヒロフラズマによるものは含みi

せん

注 2: アナプラズマ・マージナーレ

注 3: サルモネラ・ブローラム、サルモネラ・ガリナルL

(Q 3)届出伝染病には、何が追加される(J)

ですか。

(A) 

法律改lじ前の届出伝染病（省令て規定）：；

16種類ありましたが、改止後は人湘品に病気v,

種類が増えて、以ドに示す70種類が指定され

ます。

家畜伝染病の種類 家 畜 の 種 類

I. プルータング 牛、水牛、しか、めん羊、山主

2. アカパネ病 牛、水牛、めん羊、山羊

3. 悪性カタル熱 牛、水牛、しか、めん羊

4. チュウザン病 牛、水牛、山羊

5. ランピースキン病 牛、水牛

6. 牛ウイルス性下痢・粘牛、水牛

膜病

7. 牛伝染性鼻気管炎 牛、水牛

8. 牛白血病 牛、水牛

9. アイノウイルス感染症牛、水牛

10. イパラキ病 牛、水牛

11. 牛丘拮性口炎 牛、水牛

12. 牛流行熱 牛、水牛

13. 類鼻疸 牛、水牛、しか、馬、めん羊、

山羊、豚、いのしし

14. 破傷風 牛、水牛、しか、馬

15. 幻釉 牛、水牛、しか、めん羊、山立

豚、いのしし

16. レフトスピラ症（；主 I). 牛、水牛、しか豚、い(l)凶

犬



7. サルモネラ症（；主 2) 牛、水牛、しか、豚、いのしし

鶏、あひる、七面島、うずら

8. 牛カンヒロパクター症牛、水牛

9. トリバノソーマ病 牛、水牛、馬

10. トリコモナス病 牛、水牛

11. ネオスボラ症 ．牛、水牛

12. 牛パエ幼虫症 牛、水牛

13. 馬インフルエンザ 馬

14. 馬ウイルス性動脈炎 馬

15. 馬鼻肺炎 馬

26. 馬モルピリウイルス肺馬

炎

27. 馬痘 馬

28, 野兎病 馬、めん羊、豚、いのしし、兎

29. 馬伝染性子宮炎 馬

30. 馬パラチフス 馬

31. 仮性皮疸 馬

32. 小反械獣疫 しか、めん羊、山羊
，，"・ 33. 伝染性膿疱性皮膚炎 しか、めん羊、山羊

34, ナイロピ羊病 めん羊、山羊

35, 羊痘 めん羊

36, マエディ ・ピスナ めん羊

37, 伝染性無乳症 めん羊、山羊

38, 流行性羊流産 めん羊

39, トキソプラズマ病 めん羊、山羊、豚、いのしし

40, 祖蘊 めん羊

41, 山羊痘 山羊

42, 山羊間節炎・脳閤位炎 山羊

43, 山羊伝染性胸膜肺炎 山羊

44, オーエスキー病 豚、いのしし

45, 伝染性胃腸炎 豚、いのしし

46, 豚エンテロウイルス性豚、いのしし

雌髄炎

47. 豚繁殖・呼吸障害症候豚、いのしし

群

48, 豚水抱疼 豚、いのしし

49, 豚流行性下痢 豚、いのしし

50, 萎縮性鼻炎 豚、いのしし

51, 豚丹毒 豚、いのしし

52, 豚赤痢 豚、いのしし

53, 鳥インフルエンザ 鶏、七面鳥

54, 鶏痘 鶏、うずら

55, マレック病 鶏、うずら

56, 伝染性気管支炎 1鶏

57, 伝染性喉頭気管炎 鶏

58, 伝染性ファプリキウス鶏

伽
59, 鶏白血病 鵠

60, 鶏結核病 魏、あひる、七面鳥、うずら

6し籟マイコプラズマ病 鶉、七面鳥

62, ロイ コチトゾーン病 請

63, あひる肝炎 ぁひる

64, あひるウイルス性腸炎 あひる

65, 兎ウイルス性出血病 兎

66, 枯液恥

67, バロア病 ：つばち

68, チョーク病 みつばち

69. アカリンダニ症 みつばち

170. ノゼマ病

注 I: レフトスピラ・ポモナ、レフトスピラ・カニコー

ラ、レプトスピラ・イクテロヘモリジア、レプトス

ピラ・クリポティフォーザ、レフトスピラ・ハージ

ョ、レプトスピラ・オータムナーリス及ひレフトス

ピラ・オーストラーリスによるものに限る

注 2: サルモネラ・ダプリン、サルモネラ・エンテリティ

ディス、サルモネラ・ティフィムリウム及びサルモ

ネラ・コレラエスイスによるものに限る

Iみつばち

(Q 4)サーベイランスとはとのようなもの

ですか。

(A) 

1. サーベイランスとは、全国的な伝染性疾

病の発生状況、病原体の保有状況、媒介動

物の関与状況、ワクチンの接種 ・抗体保有

サーペイランスと防疫措置の関係

サーペイ ランス

都道府県

,------------------—’’—-----------------—, 
''''  ''''  ＇ 受動的データ ＇ ， 能動的データ ， 
''''  

情報の処理

収

情報の還元

I 情報 ・措置

置

都道府県

協力

生産現場
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状況~-<;; を体系的、総合的に調介、解析し、

各都その結果にJtづき防疫対策を策定し、

逍府県を通じて徹底することにより家畜の

伝染性疾病の発生予防を図ることて‘す。

2' サーベイランスには、受動的なものと能

勁的に行う 2種類が介・ります。 （図削J.'0

(Q 5)受動的サーベイランスとはとのよう

なものですか。

(A) 

1. 受動的サーベイランス (Passivesurveil--

lance)とは、届出内の受動的な手段て‘、デー

タを収集し、処理することにより、特定の

疾病の発生状況を把据し、その1甘報を行政

及び生産現場方の関係者へ遠元していく 1本

制てす。

2. 受動的サーベイランスて得られた梢報は、

一般的に適切な防疫1酎互の決定に衰するた

めに使われますが、能動的サーベイランス

の必要の検討のためにも使われます。

(Q 6)能動的サーベイランスとはとのよう

なものですか。

1. 

(A) 

能動的サーベイランス (Activesurveil-

lance)とは、特定の疾病について、その発

生状況を予防することを H的とした定期的

な検査穿（抗体保有状況の検杏、発生状況

の把据筈）を実施することて、そこて‘得ら

れた情報をもとに特定の疾病の没潤度を把

握し、清浄化を図り又は沿浄度を維持する

ために必要な情報を提供していくことて‘｀す。

2. また、得られた梢報は、国が統一的に把

捏し、常時都逍府県を通じて生産現場へ還

Jじを行っていく体制てす。

(Q7)動物検疫所における輸入検疫手続の

電子化の概要を教えて下さい。

(A) 

1. 輸入検疫手続きについては、迅速化と輸

人者のflオll軽滅を図るために「動物検疫

杏 f続',屈双環システム (ANIPAS)」を I

人して検杏:·J~ 務をコンピューターを利肌

A
 

た＇［じ r-的処則によって行うとともに、

「通関情報処理システムIPASと

(KACCS)」とのインタフェース化にい

愉人検疫と通1関手続の屯 r-的処理を行訊

ことにしました。

［現在］ ： 
I、4X-5を電子的に処理。ただし，輸入検疫証明書は別途書面で慇日

り直i〗さロ
通関情報処理システム

(NACCS) 

4通関申請
（検疫証明書を
別途提出）

3輪入検疫
証明書の交付

＆輪入靱

•—• 輪出国政府櫃閲一

w 
輪出国政府機関発行の検査証明書（輪入品に添付）

申1青者

ミ

l輪入届出及び
通関申請

吏
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2 Hf本的には、 ANIPASにより車前出1印］政府

機関発行の検介証lりj性の',じ[-的受け人れ及

び綸人者から屯[-的に行われたlf!i出に枯づ

、て検介を行い、 また、輸人辿伐l手続きに

心嬰な検査粘呆の税 1父lへの直知は、

'.¥ACCSとのインタフェース化により屯[-

的に行われます

(Q 8)今回の法改正により、病原体につい

て輸入許可制のほかに輸入届出制が

導入されましたが、とのような病原

体が対象となるのですか。

(A} 

1 今[ulの法改 1Fにおいて、家畜の伝染性疾

術の病原体てあって既に知られているもの

のうち、監視伝染病以外のものについては、

輸入の許口［制の対象からはずし、裳林水I祖

大臣に}J!jけ,'I',ることによって輸人てきるこ

とになります。

2現在、次の約530種（含む屈）の病｝原体

が、 4~1Jij に lai 出が必要なものとして公示さ

れています。

ウイルス

,t• アデノウイルス、馬アデノウイルス、めんやアテ‘‘

／ウイルス、山羊アテ,・ ノウイルス、豚アデノウイル

ス、為アデノウイルス、あひるアデノウイルス、し血

1',7デ／ウィルス、がちょうアテ‘‘ノウイルス、犬アテ‘‘

／ウイルス、犬カリシウイルス、 'Iコロナウイルス、

Kコロナウイ
せき

ルス、豚血球凝集性脳介髄炎ウイルス

トロウイルス、ウェッセルスプロンウイルス、跳躍糾

ウイルス、ボーダー訥ウイルス、イスラエル L1f!i島髄

犀ウイルス、牛乳叫炎ウイルス、，馬iぷ拉ゥィル

ス、 1l1t-ヘルペスウイルス、犬ヘルペスウイルス、ワ

クオウサギヘルベスウイルス、 インフルエンザウイ

ルス（監視伝染術の病1瓜体てあるものを除く）、牛乳

購ウイルス、しカ・乳如肺ウイルス、馬乳叫輝ウイル

ス、めん Y浮lv暉ウイルス、犬 11蛉印暉ウイルス

りタオ／ウサギ乳叫種ウイルス、 イエウサギII腔乳、

刻ウィ ルス、兎府空11包形成ウイルス、人ジステンパ

ーウイルス、パラインフルエンザウイルス 3ウイル

ス、 '!'-RSウイルス、 l.: 1fli秘凡気管炎ウイルス、牛パ

ルボウイルス、豚バルボウイルス、がちょうバルボウ

イルス、犬パルボウイルス、兎バルボウイルス、牛ア

デノ髄伴ウイルス、馬アデノ髄伴ウイルス、めん平ア

デノ髄伴ウイルス、島アテ‘‘ノ髄伴ウイルス、）く・アデノ

髄件ウイルス、 'Iエンテロウイルス、脳心筋炎ウイル

ス、＇トライノウイルス、馬ライノウイルス、珀脳脊髄

炎ウイルス、痢脅炎ウイルス、ワクチニアウイルス、

牛痘ウイルス、偽牛痘ウイルス、水'1'・1立ウイルス、オ

ルフウイルス、豚痘ウイルス、兎紅ウイルス、兎線維

腫ウイルス、ノウサギ線緋腫ウイルス、 int11性出血熱

ウイルス、恥レオウイルス、ロタウイルス、牛免疫小

全ウイルス、細網内皮症ウイルス、、r.~ 肉腫ウイルス、

ゲタウイルス

〇 細l府

アクチノバシラス・カフスラタス、アクチノバシラ

ス・エクイ、アクチノバシラス・リニエレシ、アクチ

ノバシラス・プルロニューモニエ、アクチノバシラス

・セミニス、アクチ ノバシラス ・スイス、アクチノマ

イセス・ボビス、アクチノマイセス・ビオゲネス、バ

クテロイデス・ノドスス、ボルデテラ・アビウム、ボ

レリア・アンセリーナ、ボレリア・タイレリー、プラ

ンハメラ ・オビス、プルセラ・カニス、カンヒロバク

ター・ハイオインテスティナリス、カンビロバクター

・ジェ ジュニ、カンヒロバクター ・ムコサリス、 クロ

ストリジウム・ボッリスム、 クロストリジウム・ヘモ

リティクム、クロストリジウム・ノービ、クロストリ

ジウム・ハーフリンゲンス、 クロストリジウム・セプ

ティクム、コリォ、バクテリウム・システィティディ

ス、コリオ、バクテリウム・ヒロスム、コリオバクテリ

ウム・シュードッベルクローシス、コリネバクテリウ

ム・レナーレ、デルマトフィルス・コンゴレンシス、

工シェリキア・コリ、フソバクテリウム・オ、クロフォ

ーラム、ヘモフィルス・オビス、ヘモフィルス・パラ

ガリナルム、ヘモフィルス・ソムナス、ヒストフィル

ス・オビス、 クレプシエラ・ニューモニエ、 レフトス

ビラ屈（監視伝染病の病）J;(f本てあるものを除く）、 リ

ステリア・イバノビイ、 リステリア・モノサイトゲネ

ス、モラクセラ・ボビス、マイコバクテリウム・イン

トラセルラーエ、マイコバクテリウム・カンサシ、マ

イコバクテリウム・スクロフラセウム、マイコバクテ

リウム・ゼノヒ、 ノカルジア・アステロイデス、パス
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ツレラ ・ヘモリティカ、パスツレラ・トレハロシ、 シ

ュードモナス ・アエルギノーサ、 ロドコッカス・エク

ィ、サルモネラ屈（監視伝染柄の1内l原体てあるものを

除く）、スタヒロコッカス・アウレウス、スタヒロコ

ッカス・エビデルミディス、スタヒロコッカス・ハイ

イカス、ストレプトコッカス ・アガラクティエ、スト

レプトコッカス・ディスガラクティエ、ストレプトコ

ッカス ・エクイ、ストレプトコッカス ・エクイシミリ

ス、ストレプトコッカス ・ニューモニエ、ストレフト

コッカス ・ポルシナス、ストレプトコッカス ・スイ

ス、ストレプトコッカス ・ウベリス、ストレプトコッ

カス ・ズーエビデミクス、 トレポネーマ ・パラルイス

クニクリ、エルシニア ・エンテロコリテイカ、エルシ

ニア ・シュードッベルクローシス

C マイコプラズマ、 リケッチア及びクラミジア

マイコプラズマ・ボビゼニタリウム、マイコフラス，.

マ・ボビス、マイコプラズマ ・カナデンス、マイコプ

ラズマ ・カニス、マイコフラズマ ・コンジャクティバ

工、マイコプラズマ・サイノス、マイコプラズマ ・デ

ィスバー、マイコプラス、｀マ・フロキュラ ーレ、マイコ

プラズマ・ハイオニューモニエ、マイコフラズマ ・ハ

イオライニス、マイコプラズマ ・ハイオシノビエ、マ

イコプラズマ ・オビニューモニエ、ウレアプラズマ・

ダイバーサム、エジプチアネラ ・プロ ーラム、アナプ

ラズマ ・カンダウム、アナフラズマ ・セントラーレ、

アナプラズマ ・メザエテルム、アナプラズマ・オビ

ス、コクシエラ ・バーネッティ、カウドリア ・ルミナ

ンティウム、エールリキア・ボビス、エールリキア ・

カニス、エールリキア・オビナ、エールリキア・ファ

ゴサイトフィラ、 エールリキア ・リスチシ、エペリス

ロゾーン・オビス、エベリスロゾーン ・スイス、エヘ

リスロゾーン・テガノデス、エベリスロゾーン ・テュ

オミ、 エペリスロゾーン ・ウェニョニ、ヘモバルトネ

ラ・カニス、クラミジア ・ベコルム、クラミジア ・シ

ッタシ

C 真柑

アプシジア・コリムビフェラ、アジェロマイセス ・

デルマティティディス、アスペルギルス ・フミガタ

ス、バシジオボラス ・ハプトスポラス、バシジオボラ

ス・ラナルム、プラストミセス ・デルマティティディ

ス、カンジダ・アルビカンス、コクシジオイデス ・イ

ミティス、コニジオボルス ・コロナタス、クリプトコ

ッカス ・ネオフォルマンス、フォンセカエ ・ペドロソ

14 

イ、ヒストプラスマ・カプスラタム、ヒストプぅ石

・ファシミノサム、マラセチア・ハチデルマテバ

ミクロスポルム・カニス、 ミクロスポルム・エクィ.

ム、 ミクロスホルム・ガリナエ、 ミクホスポルム-~

フセウム、 ミクロスポルム・ナヌム、 ビチュウム・1

ラシレ、 トリコフィトン・エクイナム、 トリコフィ

ン・メンタクロフィテス、 トリコフィトン・ベルコー

ム

C 寄'I:虫

① /J孔虫

バベシア・カニス、バベシア・ディパージエン1

バベシア・ギプソニ、バベシア・ヤキモビ、バベ戸

・マジョール、バベシア・オカルタンス、バベシ7,

オバタ、バランチジウム・コリ、クリプトスポリジり

ム・ベイレイ、 クリプトスポリジウム・メレアグ炉

ィス、クリプトスポリジウム・ムリス、クリプトスー

リジウム・パルバム、アイメリア・アセルプリナ、 9

イメリア・アデノイデス、アイメリア ・アーサーク

一、アイメリア ・アンセリス、アイメリア・ア/IIOJ 

ンギ、アイメリア・アウプルネンシス、アイメリ 7,

バタリ、アイメリア ・ボビス、アイメリア・クリが

ンセニイ、アイメリア ・ダナイローバ、アイメリア・

デプリエッキ、アイメリア ・ディスパーサ、アイメ

ア ・エリフソイダリス、アイメリア・ガロパポニ；；

アイメリア・イレシドゥア、アイメリア・コトが

アイメリア ・マグナ、アイメリア・マツバヤシ、 71

メリア ・マキシマ、アイメリア ・メディア、アイメ

ア・メレアグリミティス、アイメリア・ナグプレンシ

ス、アイメリア・ネカトリックス、アイメリア・が

レポリス、アイメリア ・ニナコリアヤキモバエ、 71

メリア・ノセンス、アイメリア・オヒワイダリス、 7

イメリア ・パーフォランス、アイメリア ・ビリフォ；

ミス、アイメリア・ボリータ、アイメリア ・サイク？

工、アイメリア・スカプラ、アイメリア ・スピた

サ、アイメリア ・スティダイ、アイメリア ・テ炉

アイメリア ・ツノダイ、アイメリア・トランカーク，

アイメリア ・ウズラ、アイメリア ・ワイオミングエン

シス、アイメリア ・ツェルニイ、エンセファリトた

ン・クニクリ、 ジアルジア ・カニス、ジアルジア占

ュオテ‘‘ナリス、ヘキサミタ ・メレアグリディス、い

トモナス ・メレアグリディス、 イソスポラ ・アう召

メンシス、イソスポラ ・スイス、 レイシュマニア.~

ラジリエンシス、レイシュマニア ・ドノバニ、レ l,

ュマニア ・トロヒカ、 ロイコチトゾーン ・ アント:·I)~

如産技術 !998年 SH~



ーシ、ロイコチトゾーン・ガリィ、ロイコチトゾーン

・ナプラゼシィ、ロイコチトゾーン・ショウテデニ

A、ロイコチトゾーン・シモンディ、 ロイコチトソニー

ン・スミシ、ベンタトリコモナス・ホミニス、フラス

モディウム・サーカムフレクサム、ブラスモディウム

・エロンガタム、フラスモディウム・ガリナセウム、

7うスモディウム・ジュクスクヌクレアエ、フラスモ

ディウム・ロフラエ、フラスモディウム・レリクタ

ム、ギルコシスティス・クルージ、ザルコシスティス

・クニクリ、ザルコシスティス・ミーシェリアーナ、

和コシスティス・ポリシフェリス、サルコシスティ

ス・スイホミニス、ザルコチスティス・テネラ、ザル

コシスティス・ミエスケリアナ、 タイレリア・ミュー

クンス、タイレリア・セルゲンティ、 トリコモナス・

がリナエ、 トリコモナス・ガリナルム、ティゼリア・

ペルニシオーサ、ウェニョネラ・フィリフレビネイ

！ 嬬虫

アンフィメルス・グアヤクイレンシス、アンフィメ

ルス・ノベルカ、クロノルキス・シネンシス、ディク

0コエリウム・キネンシス、ディクロコエリウム・デ

ンドリティクム、ディクロコエリウム・ホスペス、エ

l: /ストーマ・シネトルキス、エヒノストーマ・ホル

テンス、ユウリトレーマ・コエロマティクム、ユウリ

トレーマ・ハンクレアティクム、 ファスチオラ・ギガ

ンナイカ、ファスチオラ・ヘパテイカ、メタメトロキ

ス・マニトベンシス、 メトロキス・アルビダス、メト

0キス・コンジャンクタス、 メトロキス・オリエンタ

リス、ミクロトレーマ・トランカツム、オヒストルキ

ス・フェリキニウス、 オヒストルキス・トンカエ、 オ

l:，ストルキス・ビベリーニ、パラゴ｀ニムス・ミヤザキ

1、バラゴニムス・オヒライ、バラゴニムス・ウェス

fルマニー、パラメトロキス・ノベボラセンシス、パ

うビストロキス・カニナム、シュードアンフィストー

？ム・トランカツム、 ビギディオプシス・スンマ、 シ

ストソーマ・ジャボニクム、メ刈 l吸虫）屈、アメボタニ

ア・スフィノイデス、アノフロセファーラ・マグナ、

71プロセファーラ・ペルフォリアータ、アビテリナ

・セントリハンクタータ、チョワノテニア・インファ

ンディプルム、コエヌルス・セレプラリス、システィ

tルクス・ボビス、システイセルクス・セルローサ、

システイセルクス・テニュイコリス、ディフィリディ

ウム・カニナム、ディフィロボッリウム・ラツム、エ

キIコ・ノカス・グラニュローサス、エキノコッカス・

マルチロクラリス、メソセストイデス・コルティー、

メソセストイデス・リテラータス、メソセストイデス

・パカシテスティ、メトロリアステス・コトルニク

ス、モニティア・ベネデニィ、モニティア・エクスバ

ンサ、バラノプロセファーラ・マミラーナ、ライリエ

ティナ・セスティシルス、ライリエティナ・エヒノボ

トリダ、ライリエティナ・カシワレンシス、ライリエ

ティナ・テトラゴーナ、スビロメトラ・エリナセイ、

スティレシア・グロビハンクタータ、スティレシア・

ヘパティカ、テニア・アジアティカ、テニア・バラニ

セプス、テニア・プラキソーマ、テニア・セルビ、テ

ニア・クラシセプス、テニア・ガイゲリ、テニア・ハ

イダチジナ、テニア・マルチセプス、テニア・オヒゞ

ス、テニア・パキイ、テニア・ヒシフォルミス、テニ

ア・フニカ、テニア・シリアリス、テニア・テニフォ

Iレミス、ササニエジア・ジアルジ、ササノソーマ・ア

クチニオイデス、アンキロストーマ・プラジリエン

ス、アンキロストーマ・カニナム、アンキロストーマ

・デュオデナーレ、アンギオストロンギルス・バソー

ラム、アスカリジア・ガリ、アスカリス・スーム、ア

スカロプス・ストロンギリナ、プルギア・マレイ、プ

ルギア・ハハンギィ、プルギア・パティ、プノストー

ム・フレボトーマム、プノストーム・トリコ‘‘ノセファ

ラム、キャビラリア・アヌラタ、キャピラリア・コン

トラータ、キャヒ°ラリア・ヘバティカ、キャビラリア

・パーフォランス、キャヒラリア・フリカ、キャビラ

リア・スイス、シャベルティア・オビーナ、クレノソ

ーマ・アエロフィーラ、クレノソーマ・プルヒ° ス、シ

アトストーマ・プロンキアリス、ディクティオカウル

ス・フィラリア、ディクティオカウルス・ビビパル

ス、ディオクトフィーマ・レナーレ、ディヘタロネー

マ・リコンディトウム、ディロフィラリア・イミティ

ス、 ドラスキア・メガストーマ、フィラリア・オクリ

ィ、フィラロイデス・ヒルティ、フィラロイデス・オ

スレリ、グナトストーマ・ドロレシィ、グナトストー

マ・スヒ°ニゲルム、ゴンギロネーマ・パルクラム、ハ

プロネーマ・メイジャス、ハプロネーマ・ムスカエ、

へモンクス・コントルタス、ヘテラキス・ベラムポリ

ア、ヘテラキス・プレビスヒクルム、ヘテラキス・ガ

リナールム、ヘテラキス・フシーラ、ヘテラキス・プ

トオーストラリス、ヒオストロンギルス・ルビダス、

メチストチルス・ディギィタータス、メタストロンギ

ルス・アフリー、メタストロンギルス・アシムメトリ

クス、メタストロンギルス・フデンドテククス、メタ

ストロンギルス・サルミィ、ムスカ・オータムナリ
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ス、ムスカ・ルソリア、ムスカ・キサントメラス、ネ

マトジルス・フィリコリス、ネマトジルス・スパティ

ガー、オベリスコイデス・クニクリ、エソファゴスト

ーマム・プレビカウダツム、エソファゴストーマム・

コロンビアナム、エソファゴストーマム・デンタータ

ム、エソファゴストーマム・ジオルジアーナム、エソ

ファゴストーマム・マプレストネイ、エソファゴスト

ーマム・クオドリスヒネラクム、エソファゴストーマ

ム・ラディアタム、エソファゴストーマム・ペスロー

サム、エソファゴストーマム・ワタナベイ、オンコセ

ルカ・セルビカリス、オンコセルカ・ギプソニィ、オ

ンコセルカ・グットローサ、オステルタギア・オステ

ルタギー、オキシルス・エクイ、パラフィラリア・マ

ルチパビローサ、パラスカリア・エクオラム、ハサル

ルス・アンビグース、フィサロプテラ・カニス、フィ

サロプテラ・セスティシラータ、フィサロプテラ・エ

ルドシオーナ、フィサロフテラ・フェリテ‘‘ィス、フィ

サロプテラ・ゲミナ、フィサロフテラ・バビロラディ

ラータ、フィサロフテラ・プラフティアリス、フィサ

ロフテラ・シュードプラエルティアリス、フィサロフ

テラ・ラーラ、フィサロプテラ・シビリカ、フィサロ

フテラ・プルヒ゜ニウス、セタリア・ディギタータ、セ

タリア・エクイナ、セタリア・ラビアトバビローサ、

セタリア・マーシャリー、ステファノフィラリア・ア

ッサムエンシス、ステファノフィラリア・デドエシ

ー、ステファノフィラリア・カエリー、ステファノフ

ィラリア・オキナワエンシス、ステファノフィラリア

・ステイレシー、ステファヌラス・デンタータス、ス

トロンギロイデス・パヒローサス、ストロンギロイデ

ス・プラニセフス、ストロンギロイデス・ランソミ

一、ストロンギロイデス・ステルコラリス、ストロン

ギロイデス・テュメファシエンス、ストロンギルス・

アシニー、ストロンギルス・エデンタータス、ストロ

ンギルス・エクイナス、ストロンギルス・ウルガリ

ス、シンガムス・スクリジャビノモルファ、シンガム

ス・トレイキア、テラジア・カリヒ°ーダ、テラジア・

グローサ、テラジア・ラクリマリス、テラジア・ロデ

シー、テラジア ・スクリジャビニー、 トキソカーラ・

カニス、 トキソカーラ・レオニーナ、 トキソカーラ・

スーム、 トキソカーラ・ビッローラム、 トリキネラ・

スビラリス、 トリコストロンギルス・アクセイ、 トリ

コストロンギルス・コラプリフォルミス、トリキュリ

ス・プルビス、 トリキュリス・ディスカラー、 トリキ

ュリス・オビス、 トリキュリス・スクリジャヒ‘｀ニー、
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トリキュリス・スイス、ウンシナリア・ステノt7,

ーラ

(3) 節足動物

アンプリオマ・テスツディナリウム、プーフ~,__ 

・ミクロプルス、チェイレティエラ・パラシティポぅ

ックス、チェイレティエラ・ヤスグリ、コリオ7れ

・ボビス、テノセファロデス・カニス、テノセ 77c 

デス・フェリス、ククロトガスター・ヘテロク切

ア、ダマリニア・ボビス、デモデックス・カニス、;

ルマセルタ・タイワネンシス、デルマニスス・ガlJ;

工、ユートロンビクラ・ウイチマニィ、ガステロ7

ルス ・ヘモロ イダリス、ガステロフィルス・インナ

ティナリス、ガステロフィルス・ナザリス、コ•,ニオる

ス・ガリナエ、 ゴニオテ‘‘ス・ディスミリス、コゞ ニオナ

ス・ギガス、ヘマフィザリス・コンシナ、ヘマ 7戸

リス・フラバ、ヘマフィザリス・イアス、ヘマ 7i-

リス・ジャボニカ、ヘマフィザリス・キタオカイ、ヘ

マフィザリス・ロンギコルス、ヘマフィザリス・マケ

シマエンシス、ヘマフィザリス・メガスヒノーナ、ヘ

マフィザリス・カンバヌラータ、ヘマトビナス・ユー

リステルナス、ヘマトヒ°ナス・クォードリペルター;,.

ス、ヘマトヒ°ナス・ツベルクラータス、ヘマトヒナ1

・スイス、ヘレニクラ・ミヤガワイ、イクソデス・ニ

ポネンシス、イクソデス・オバータス、イクソデス・

ベルスルカータス、レプトトロンビディウム・スクみ

ラレ、 リノグナッス・セトーサス、 リノグナッス・ビ

ツリ、 リペウラス・カポニス、 メグニニア・クビタ

ス、 メナカンタス・コルヌタス、メナカンタス・ハ

ドゥルス、メナカンタス・ストラミネウス、メノポ、

・ガリナエ、 ノトエドレス・キャティ、オルニトニと

ス・バコティ、オルニトニサス・シルビアルム、オト

テ‘‘クテス・サイノティス、ニューモニサス・カゴ

ム、フソロプテス・コムニス、プソロプテス・クニ9

リ、プテロリクス・オプトウサス、 ヒューレックス・

イリタンス、リピセファルス・サンギネウス、ザル：：

フテス・スカビエイ、 ソレノプテス・キャビう卜9

ス、 トリコテ‘` クテス・カニス

畜産技術 !998年5月9
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9夜を通じて鶏体に常在的
1: 寄生するワクモ Der•
manyssus gallinaeの生

＇ 帽 均（なかまえ ひとし）

愛知県農業総合試験場 生物工学部

1 • はじめに

ワクモは昼間は鶉舎やケージ支持台などの

物陰や割れ目、生乾きの鶉糞、塵の中などに

隠れて生息し、夜間に鶏体に移動して吸血す

るのが一般的な生態てあり、昼夜を通じて鵠

体に寄生して繁殖することはないとされてい

る1,3,4)。

たまたま、愛知県高浜市の採卵養鶏場にお

いてトリサシダニ Ornithonyssussylviarum 

の分布に関する調査を実施している過程て‘‘、

昼夜間を通じて鶏体に寄生しているトリサシ

ダニよりやや大きく赤色ないし黒色の小動物

の存在が認められた。この小動物を同定した

ところ、ワクモてあることが判明した。

本報告は、鶏体に常在寄生する小動物の同

定の結果、ワクモの常在寄生を確認したこと、

さらにその発生状況と生態について記載した

ものてある。

も材料及び方法

養鶏場て‘‘飼育され、小動物の寄生を受けて

いる臼色レグホーン種の産卵鶏及びそれらか

ら採取した小動物を使用した。

また、寄生小動物の観察及び採取は、午前

10時から午後 3時まての昼間に行った。

l)寄生小動物の種の同定

小動物が寄生している224日齢の産卵鶉 3

羽の内側腹域（総排泄腔下部）の羽毛を根本

から小動物と共に刈り取り、採取瓶中に保存

した。必要に応じて70%エチルアルコール液

中にも保存した。小動物の封入標本の作成に

は、主としてガム・クロラール液を使用した。

採取した小動物を光学顕微鏡及び走査電子顕

徴鏡により形態的特徴を観察して、種を同定

した。

17 



？）養鶏場におけるワクモの常在寄生の発生

状況の調査

常在寄生小!Ii}]物がワクモてあることが[,i]定

され、 トリサシダニと共岱牛している場合の

あることも明らかになったのて、半径50km以

内にある 17-lf灼場て‘‘飼育されていた辿齢の児

なる54鶏群について岱牛の発生状況を調行し

た。調杏羽数は各灼群100羽てあっ fふ [,ij定の

場合と伺様に材tを採取後、‘岱牛動物の封人

標本を作製し、光学顕微鏡により形態の特徴

を観察した。

3 . 常在寄生ワクモの寄生数と

ワクモの繁殖

旋閲場の調介てワクモが単独て常在寄牛す

る場合が確認されたのて、ワクモが単独て寄

牛している46週齢の産卵灼 3羽を500倍のヨ

ードホール剤を人れた水盤中に設匹すること

により外界との経路を遮断したフラスチック

製飼育箱（横幅64cmX奥行44cmX1(:jさ62cm)

に個体別に収容して飼育した。約1本に＇奇生す

るワクモ数及び朗体から離脱するワクモのイi

無を 2時間間隔て'48時間観察した。史に、観

察終r直後に内側腹域のワクモが寄生した全

羽毛及び F腿域の令羽tをそれぞれ刈り取り、

寄生しているワクモの卵数、発有期にある幼

虫、名直及び成虫の数を湖査した。刈り取っ

た羽毛を70%エチルアルコールに没油後に、

0.04%界面活性剤液（アルキIレベンセ‘‘ンスル

ホン酸ナトリウムとアルキルアミノオキシド

を含む）に入れ、外科ftjメスとビンセットを

用いて羽毛とワクモの卵、幼虫、杓虫及び1戎

虫を分離して、採取したものの数を調べた。

また、必要に応じて20、50、100、200メッ

シュのステンレス網て没漬液を濾過し、央雑

物を除.t;した~ ，

次に、卵及び幼若虫をそれぞれ300ずつ採取

18 

して成虫となるまて飼有し、

察して1,;J定作業を行った。

4 . 結果

1)寄生小動物の同定

光学及びよ杏刑顕徽錢による検介て、窮

小動物は、成虫て・・muJliO. 70-1. 0mm、胴輻0ふ

-0.65mm の fl~I i本とそれよりやや小形て‘酌l~k

0. 50-0. 70mm、胴輻0.30-0.40mmの個1本にK

別され、体色は灰(l色、赤色ないし褐色、、開

色を早していた。前者は雌、後名は雄てある

と与えられた。屯[-顕微鏡による雌の写如

図 lに示す。

雌の背板は削1/5て‘角張って 伸長した五舟

形となり、雄に比べ胴と背は輻広く軟外皮が

残っていた。背板の紋理は網II状て'・tlrれ緑か

ら成り、 背板毛は14対て、板外に約25対の背

図 1 常在寄生性ワクモ（雌）の形態

上：背面、下 ：腹面
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毛があった。胸板は細く波形て..2対の毛が生

ん、生殖腹板は舌状てあった。肛板は丸みを

持った亜三角形て,.、前縁は概ね直線状て‘‘側後

緑ははば半円を描いていた。肛門は、肛板の

巾心部より後方に開目し、腹面体板外の毛は

約12対てあった。第 1脚膝節の背面毛は 5本

（あった。鋏角は、細長くて剛針状を呈し、

鋏角第 2節は細くて苫しく伸長し、指は微小

てあった。

雄の背板は広く、長さは約0.65mm、幅0.35

卿て、全腹板は、脚後部て‘‘僅かに膨らみ、 2 

砂腹毛が見られた。鋏角は鋏状になってお

り、鋏角第 2節は太く、長さは第 1節の1.4倍

程度てあった。担精指の長さは約0.11mmて‘‘鋏

角第 2節よりも長かった。

以上の所見は、従米知られていたワクモの

杉態の特徴2,5,6)と一致するものてあった。な

お、ワクモと共岱牛してし、た他の柾の動物は、

トリサシダニてあることも確認した。

el養鶏場におけるワクモの常在寄生の発生

状況

調査対象とした17養鶏場のうちワクモの常

在寄生が観察されたのは、 4養鶉場て‘あった。

ワクモ又はトリサ シダニが単独て寄生してい

環と両種のダニが共寄生している鶉があっ

た。寄生を受けていた鶉数を表 lに示す。

衷1養鶏場における常在寄生性ワクモと

トリサシダニの寄生の発生状況

目査鶏詳の調査 ワクモ トリサシダニ両ダニ(J)

養鶏場週齢羽数 単独寄生 単独寄生共寄生

55 I 00 

'c:,'c:, c:,•c:, 

”

。

-

c:, 
c:, 

0
 c:,
'
c:,'c:, 
c:,'c:, 

I

I
―
ー
'
-
|
＇
_
-
_

ー

0

-

~
』
、

『

5

--

*

｀

 

『

一

0

4
 

8

9

 =
・
6

7

 5
 

4
i
6
7
 

6

7

 
•• 

-

.

-

S

T

 

,= 
un 

9

3

 

4

6

 

3

9

 

3
 

8

3

 68 5 4 
----------------------------------------
32 54 4 

------------ -----------—• ● ● ------------

4
4
6
4
 

3

4

 

0

0

 8 13 15 

-!._ー竺ー328(46.9%) 121 (17.3%) 34(4.9%) 
調査養鵠場数： 17 

調査鶏群数： 54 

た。寄生を受けていた鶉数を表 lに示す。

S養鵠場の 2鶏群は異なる鶏舎に収容され

ていたが、 N養鶏場の 2鶏群は同一鶏舎に収

容されていた。寄生が認められた 7鶏群の700

羽のうち、ワクモが単独て‘‘寄生していた鶉の

羽数が328羽 (46.9%)と最も多く、次いて‘卜

リサシダニの単独寄生鶏が121羽 (17.3%)て‘‘

あり、ワクモとトリサシダニが共寄生してい

る鶉は34羽 (4.9%)と最も少なかった。調査

した鶉の51.7%がワクモの寄生を受けていた。

ワクモの常在寄生が観察された 4養鶏場て‘

は、いずれも鶏の育成は別の地域て行い、 17

-18週齢に当該産卵鶏用鶉舎に収容して飼育

している。なお、育成用鶉舎においてはワク

モ、 トリサシダニ等の外部寄生虫の寄生した

雛は、全く観察されなかった。

3)常在寄生ワクモの寄生部位と寄生数及び

繁殖

供試した 3羽の鵠から48時間の間に離脱し

たワクモ数は、 603、1425、1619てあった。

3番の鶉て゜離脱したものが多かったのは、

ワクモが多数寄生した内側腹域の羽毛の脱落

によるものと考えられた。しかし、鵠体には

昼夜を通じて膨大な数のワクモが常在寄生し

ていた。ワクモの寄生数が最も多いのは内側

腹域てゞ、この部分の羽毛は黒く汚れていた。

図 2に示すように重度寄生のものては、ワク

モの寄生て厚みを増した羽毛が数十本林立し、

その内の数本の羽毛が先端部て‘ワクモの排泄

物等て‘‘接合した状態て集塊を形成する傾向が

みられた。この集塊は、羽毛のほかワクモの

卵、幼虫、若虫及び成虫、ワクモの排泄物、

ワクモの死骸、卵殻、鶉糞等て‘‘形成されてい

た。内側腹域の羽毛の中、鶉体の正中線に沿

った左右の羽毛の列の羽毛が他の羽毛に比べ

て最もワクモの重度寄生となるものが多い傾

向がみられた（図 2)。
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次いて寄牛数が多かったのは、 ド腿域てあ

ったが、内側腹域と比べ奇生数は苫：しく少な

く、集塊の形成は観察されなかった。

表2に3羽の熱の内側腹域及びド腿域の羽

tから検出されたワクモの卵、幼虫、符虫及

び成虫の数をぷす。検出されたワクモの卵、

幼虫、杓虫及び成虫の数は、 3羽共に内側腹

域がド腿域に比べて苦しく多かった。内側腹

域ては身］から成虫にギるまての各発育段階の

ワクモが検出され、卵数は1戎虫数の1.2-1.7

倍に逹した。羽毛から採取した卵、幼虫及び

行虫を成虫となるまて飼育し、形態を観察し

た結果ては、成虫は総てワクモてあり、 トリ

サシダニは観察されなかった。

図2 常在性寄生ワクモが単独で重度に寄生した鶏

20 

の内側腹域に形成された集塊（上図）と集塊
の内部（下図）
集塊の表面及び内部には無数のワクモの卵、
幼虫、若虫及ぴ成虫が認められた。

5 . 考察

岱牛していた小動物が、ワクモてある ：
" ・I 

走された（図 1)。このワクモは、 4橿lに取

から離脱することなく、内側腹域の羽も：；

り児息空間を形成して（図 2)、産卵し It

2)、孵化したワクモの幼虫は災り1本に留L:

ワクモの成虫まて発育していた。これらの

尖は、ワクモが鶏体に仕夜を通して常A寄t

し、閉1本I・.て繁殖していることをポしては

また、独立した 4旋鶉場て祁；在岱牛が親釈

れたことは、ワクモの常在岱牛が希な特殊〖

例てないことをぷ唆している 。

ワクモの常在岱生が観察された 4養鶏揚，；

共に以前からトリサシダニによる被内を受＇

駆除に努めているが、完全に駆除てきな湘

態が続いている 。このボ態は、 一nトリif)

＇ 

が困難てあることをぷしている。また、 H

叉り場の管理者は、全員寄生しているのは卜 IJ

サシダニのみてあると誤った判断を持ち、 ＂

クモの常在岱牛には気付いていなかった。

ワクモが常在寄生の習性を殿得した理由！：

ついては、明らかてない。 トリサシダニtA

岱生している例があり（表 1)、通常のワクそ

てはみられない羽毛を利用した生息空1間をt

成する（図 2) ことから、 トリサシダニ睛

生と関係していることが考えられる。

表2 鶏から離脱したワクモ数と鶏から検出されt:

常在寄生ワクモ数

個体霞悦ワク 怜出 検出された常在寄生ワクそ§

番号モ成虫徴 羽域 ij~ 幼虫 第1若虫第1君虫紅_― 
603 内側腹域 26,922 7,096 11,388 14,308 19, 

5 4 10 
... . 

0,892 10,308 11,768戸

下艮域 51 ........ 
1425 内側腹域 24,528 

3 0 下腿域 21 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
16 9 内側腹域 13、882 6,749 7,518 

下昆域 7 2 3 

如所技術 1998年5月t



6. まとめ

贖を通じて度tH本から離脱せず~i本に常在

狂し、繁励しているワクモ Dermanyssus

gallinaeのイ陣を明らかにしたっ

調杏した17lt閃(;場のうち 4If灼場の 7鶏群

0爵卵鶏700羽のうち362羽に常在岱生するワ

クモが認められ、奇'IA・£は51.7%てあった。

ワクモが単独て硲生した約が多かったが、 ト

ナシダニ Ornithonyssussyfriammと共‘岱

tしている場合もあった。

雌懺域（総排泄腔 F部）に品も寄牛が多

（、重皮奇化の場合はワクモの奇牛て,.t1, しく沿

叫みを増した数 I・本の羽毛が林 'ヽ.r~ し、その

内の数本の羽毛が先端部て｀ワクモの排泄物笠

で接合した状態て‘集塊を形成した。この北塊

01帷部から多数の卵、発有段階にあるワクモ

邸ヮクモの成虫が検出された。採取した卵、

発f{段階にある個体を成1本になるまて‘` 飼育し、

聰を観察したところ令てがワクモてあった。

（平成 5年俊秀畜1崖技術名表彰：

苫者都合により発表遅延）
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毎）技術情親7
はじめに

従来、諏こおける成長辿度や産卵性、

牛における乳址や乳質といった経済形償

上を且指した家畜の育種改良は、統計i陶

法を用いた集団からの選抜によってhh訳

きている。いっほう、近年の追伝子工学ふ

逹により、新たな手法を家畜の育種改良凡

用することが 11J能となってきた。

l • 遺伝子とは

動植物などすべての生物の体は「細胞」，：

よって構成されている。それぞれの細胞哄

には核があり、核の中には「染色体」の知

りが存在している（図 1)。鶏の場合、染色隼

鶏遺伝子育種の取り組み

歌丸恵理 （うたまる えり）

農林水産省家畜改良センター

22 

は全部て39種類あり、 それぞれが対になっく

(2 n =78) おり、 これを相同染色体という

39種類の染色体 1セットを「ゲノム」とい

ゲノム

(!~ よぷ
Al.,,. 11 Ill: II日

Ill Xl M .. /(, 

細胞 ↓ 

ぶ✓ x
DNA二重らせん

染色体

図 1 個体から染色体、 DNAの関係

如 t技術 19984 5月9



（本細胞の 1つ1つには父親からのゲノムと併

親からのゲノムが 1セットずつ、合社 2セッ

トのゲノムがイ（在することになる。染色体は

細l、1本の糸が複雑に絡み合った状態のもの

て、この糸はDNA(デオキシリポ核酸）とい

う物質て••てきている。 DNA は 4 秤類の塩枯

(A: アデニン、 G:グアニン、 c:シトシ

ン、 r:チミン）から成り、それぞれの鎖に

ついている塩）店が対をなして（対をなす場合

は必ずAとT、GとCがつく） 2本鎮のらせ

ん状になっている。別のゲノムは1.2 X 10吐盆

甚対てある（ヒトやウシなどのゲノムは 3X

10嘔基対てある）

DNAの約95%はどのような役店IJを呆たし

ているのか分かってし、ない。残りの約 5°/o程

庇がたんはく質4謹の梢恨を担っている。こ

のたんはく 111-1ぅ党の1汀報を担う部分を「迫伝

f」としヽう。

e. QTLとは

QTL (Quantitative Trait Loci) とは械的

顔を必配する迫伝 f座のことてある。災りの

輝率や体重、卵殻強度、肉牛のお降りの程

疫など、群の中て連続的な値をぷすものを鼠

隕環といい、これらの形質は経済形質とし

→ 

図2 減数分裂における染色体の組み換え

てポ要てあることから、それらを支配する迅

伝子府をETL(Economical Trait Loci) と

いう場合もある

械的形質の発現には多くの凋節機能が働き、

それらは1本l村て作られる秤々の酵索が1関わっ

ている。これら種々の酵索はすべて追伝[-を

もとに作られてしヽることから、鼠的形質には

多くの追伝[-が1月りしていると思、われる。そ

の 1つ 1つの追伝 r-の場所がQTLてある。

体爪が大きい、小さし‘、あるし、は卵殻が強

し、、弱し、とし、った形質の違し、は飼料条件など

の環境要因に加え、それぞれの個体における

退伝 fの働き方、ひいては追伝[-そのものの

述いに起囚するのてはないかと考えることが

てきる。どの追伝 fに違いがあるのか、その

QTLがどこにあるのかを兄つけ、育種に応用

していくこと、それが「迫伝 [-ff種」てある。

3. QTLを求める（遺伝情報の

育種への利用）

(1) ONAマーカー

ゲノムには約95%の機能イ測明な部分がある。

こういった部分は、少々の追いがあっても個

体の牛{iに影評しないため、変哭がチ孫に伝

わって定lfしやすい。この中には特別な配列

→ 

父由来の染色体はマーカーの型AおよぴB、遺伝子の型x、母由来の染色体はそれぞれ a、b、 Xをもつ。BとXの間は

近いので組み換えが起こらず、マーカー Bは遺伝子Xと一緒に子に伝わる こととなる。
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をしているものがあり、中ても C(シトシン）

とA(アテ‘‘ニン）が単純に繰り返した配列て

染色体上の位置が分かっているものをマイク

ロサテライトマーカーという。ある染色体の

あるマーカーについて見た時、個体AはCA

の繰り返し数が 4回、個体Bは10回てあると

いうように繰り返し数の違いによって個体を

区別する事がてきる。

現在、鶏ては約500個のマイクロサテライト

マーカーが見つかっている。

(2) 染色体の組み換え

生殖細胞ては配偶子を形成する減数分裂の

際に染色体の組み換えが起こる。その結果、

父方からと母方からの染色体が混ざった染色

体が形成され、それが後代に伝わる。あるマ

ーカーがある追伝子と十分に離れている場合

はその間て‘組み換えが起こりやすいが、近い

場合は組み換えが起こりにくく、それらは一

緒に後代へ伝わることとなる（図 2)。

白色レグホー才重

街苔函 J

ペアレント

ロードアイランドレッ ド種

⑨到環類9

tt. " 1 丁― I 4羽

F ＇ 2羽

ハ、ム~,-., 
-:JI' 20: 羽

t-]
-ン

會

t>
4

>＂ 
紹
t

3
ち

A
恰ゴ會¢̀

F
 

250羽

図 3 産卵鶏のQTL解析のための

リソースファミリー
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(3) 実験家系（リソースファミリー）の迫

祖父および祖母の染色体のどの部分が,-~

代に伝わったか、 またどのような形質が発視

したかを調べるために特別な実験家系（リ

ースファミリー）を用いる。家畜改良センク

ーては鶏のリソースファミリーとして、産舟

鶏て｀は白色レグホーン種とロードアイうン~,

レッド種（図 3) を、肉用鶉ては軍鶏と随

プリマスロック種を用いて造成する予定び

る。

図 4に産卵鶉のファミリーを例とし、競

体の分離と形質退伝の関係の概念を記しt。

ペアレントとして用いている白色レグホーン

種は弱卵殻を有する系統、一方のロ ード7.J

白色レクホーン暢 岬累） ロートアイランドレ・ノトII'聾紅）

糟 卵子

ペアレ／卜 ＇： ご瓢 ①且土，
l ←丁― l

ヰぷ〔⑰ @::・; ふ

F, 冑子の ↓ ，．” 

~ ① COO)(]) 

鰤 N:11 ぬ.2 心 3 心.4 心 5 ぬ6 ぬ7

: の⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑳
□三二□2

 
＇ g
 

細

涵

“

図4 白色レグホーン種 (WL)Xロードアイランr
レッド種 (RIR)リソースファミリーにおける

卵殻強度と染色体分離の関係
巳世代でマーカー Aの繰り返し数が 2つの染色似

も6(RIRから伝わった）の個体 (No.5、No.6、No.l)

は卵殻が強く 、 2つの染色体とも 4 (WLから伝わっ

た） の個体 (No.1、No.3)は卵殻が弱い。 一方、で

カー Bの繰り返し数 (18か20)は卵殻強度に関係がな

い。 この場合、卵殻弦度に関与する遺伝子座はマーカ

-Aの近くにあると推定される。

畜産技術 !998年5月号



事-

ランドレッド種は強卵殻を布する系統てある。

雑種第 1et代 ff1) て‘マーカーAとマーカー

Bの間て‘組み換えが起きたとすると、 F,の配

偶子の染色1本は図のように 4種類{.f-在するこ

とになり、雑種第 2Ill: 代 (F2) にはそれらが

適当に組み合わさって伝わる。そうして造成

されたF2のマーカーの型と出現形質（この場

合は卵殻強度）を調べたところ、マーカーA

が2つの染色体ともロードアイランドレッド

稀から伝わった個体は卵殻が強く、白色レグ

ホーン耗から伝わった個体は卵殻が弱い。ま

た、マーカー Bについてはどちらが伝わって

も、卵殻強度に閲係はなかったとすると、こ

IJ)楊合、卵殻強度に関与する追伝子座はマー

カーAの近くにあると推定することがてきる。

実院には数百個体について数百のマーカーの

聾調べることになるのて、特別な統計フ°ロ

グうムを用いて形質に関係したマーカーを見

つけていく。

4. 遺伝子育種の現状

現在、世界各国において迫伝子育種の取り

船がなされている。米農務省のイーストラ

ンシング研究所と英国のコンプトン研究所て‘

はおもに鶏のゲノム地図の作成が進められて

いる。オランダやフィンランド、英国のロス

リン研究所などてもリソースファミリーを造

成し、 QTLの解析を行っている。中ても椛界

的に先進的なコンプトン研究所ては1992年か

らゲノム地図の作成とともにサルモネラ抵抗

砂 QTL解析を進めている。以下に11月に来

Hし、当センターにも来所されたコンプトン

研究所のBumstead博士からMった現状につ

いて紹介する。コンプトン研究所ては白色レ

グホーン種の近交系 2系統（サルモネラ抵抗

仲系統： 61、サルモネラ感受性系統： 15 I)を

用いてファミリーを造成し、450羽についてォ、

ズミチフス菌 (S.typhimurium) を感染さ

せ、感受性の最も強いものと品も弱いもの25

％ずつについてマーカーの型を調べた 用い

たマーカーはマイクロサテライト、増輻断片

長 (AFLP)など令部て・220個てある。その結

果、 2つのマーカーにサルモネラ抵抗性との

有慈な関係が兄出された。これら 2つのマー

カーtillの距離は 5cM(約250万塩甚対）で

今後さらにマーカーを配間し、迫伝fそのも

のを同定していく f定てある。

ウシやプタなど他の家畜についてみると、

いくつかの迫伝病についてはその追伝 fが「ri]

定され、さらに発症する追伝子型が判明して

おり、実際に群から迫伝病を排除て‘‘きるよう

になっている。単一の過伝 fが原因となる追

伝病と異なり、複数の追伝子が関係し合う経

済形質てはその追伝 f座を特定するのも難し

く、どれはどの時間を要するかわからないと

いう視状てはあるが、世界的にlf実に進みつ

つあり、いつの Hか実際の選抜に応用てきる

技術になることと思われる。

25 



⑮技術情親2 飼料しり川畑ては、多収て収穫後の調製が§

易なトウモロコシをt体とする作付けが多，

牒地を効率的に利fl!するためには、年間01'.

付1本系の中て主体とする作物の収他等に如

す影想を蔽小に抑え、 その前後の期間を有

に利用てきる作物を迎入することが効果的：

ある。この目的に対応するため、エンバクl'.

イタリアンライグラスの新111111種が近年育船

れている。本稿ては、これらの特性を紹介すt

l . 栽培期間と環境、育種

エンバクやイタリアンライグラスは、秋f

に播種し、翌#に出穂させて収穫するのが14

米の栽培法てあった。 しかし、 1970年代後早

に秋播性程度が低い極早牛エンバク品種を9

飼料作物作期幅拡大のための新しい品種
一極早生エンバク、イタリアンライグラスの新品種の特性一

上山 泰史（うえやま やすふみ）

茨城県畜産試験場
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月上旬に播種し、年内に出穂させて収穫祁

栽培法が紹介された。これは、反作物の収{

後に栽培てきて、次年度の反作に影響な（、

さらにこの時期に収穫てきる他の作物がなか

ったために、暖地・ 温暖地て‘、広まった。

近年まて各種伯会社から反播き用エンバク

として販売されてきたものの多くは、海外く

育種された品種てあった。我が国ての育種，；

北海逍裳試て継続的に実施され、夏播き輯

品種「ア キワセ」が1989年に育成されたが杵

及に至らなかった。 1994年に民間会社て「．郎」

が育成され、 1996年に 「はえいぶき 」が九州

裳試て育成されたことにいたって、我がl甘[ij

有の反播き栽培に対応した国内育成品種が音

及段階に入っ た。

イタリアンライグラスは「タチワ セ」「ワ七

・面粍技術 !998/f 5 月!



ュタカ」など兒生品秤が広く栽培されている 。

しかし、近年、暖地のトウモロコシの播種期

砂期化する中て＇、、よりり I_<収穫てきて後作

のトウモロコシの栽培に影押が少ない極吊牛

の多収品種が望まれている 。現在の流通品種

て最も用生のものは「サクラワセ」てあるが、

さらに極早生性について 1l」f.l震，式（牧が有種

指定試験地）て有種した「シワスアオバ」が

平成9年に震林登録された。

も夏播き年内とりエンバクの

生育爛境と育種目標

釘播き年内どりエンバクに必災な形質を只

体的に挙げると、夏の高温条件 Fて発芽性及

び幼苗段階て‘耐~-· 耐卜性がffれていること、

春化要求性が低く、短LI条件て‘、i'f',穂すること、

叫｝穂期以降の低温期に生長が停止せず f実が

充実すること、などてある 。 しかし、これら

表1 極早生エンパク品種の採種当年の発芽率（％）

（桂ら、九州農試）

年次 1994 1995 
品 種 ’’ー一 — ー・一'"● l一 ―-

発芽温度 20℃ 30℃ 20℃ 30℃ 

はえいぶき 98 100 95 94 

ハヤテ 88 62 84 21 

エンダックス 84 6 85 

゜隼 86 46 89 

゜サピッヨシ 89 60 97 78 

は、冬作の技 1J植物にとって牛{f.戦略に逆ら

う形質てもある。発芽及び牛育初期の高温・

乾煉条件は発牙諒＇占や初期の生育不良の要因

になり、秋に節間伸長期以後のステージに逹

すると耐寒性が低下して暖地てあっても越冬

が難しく、この期間に一定袖の秤子を生産す

ることが困難なためてある。

エンバクを含むAvena屈植物はその変哭の

中心が地中海地域てある”。この地域ては、秋

から作の期間が植物の 1:要な生育期になって

おり、多くの植物て低温・短日牛長性が発達

している叱反播きエンバクの育種は、この、•.\

に符uして進められている 。

3 . 夏播き用エンバク「はえいぶ

き」の特性

1)高温発芽性、秋の出穂性、収量及び関連

形質

桂ら I)は、反播き用の流通品種の間に高温

多芽性の変児があることを報告している。春

に1番利した種 f-の採秤当年の 8月末または 9

月上旬における 30℃ての発芽性は、「はえいぶ

き」が最も邸く（表 1)、反播きに適した発芽

特性を持っている。

各地における反1番き用エンバク品種の秋の

出穂1Jを表 2にボした。「はえいぶき」は従来

表2 極早生エンパク品種の夏播きでの秋の出穂日及ぴ年内どり収量

叩種
ロ 出穂始日（月／日） 乾

宮崎畜試九州農試山口農試

10/30 10/12 10/14 

10/16 

10/15 

10/16 

10/23 

10/30 

播種日 9 / 8 8 /29 8 /30 

刈取日 I I /28 12/ 12 12/ 2 12/ 9 

注）表に示した各場所のデータは、次の年次の平均値である。宮崎畜試及び山口農試： 1992、93、94、九

州農試： 1992、94、茨城畜試： 1996。

き・‘ヽー』ヽ

＇ 
えは

隼

アキワセ

サピツヨシ
ハヤテ

エンダックス--

11/ 5 

11/ 9 

10/18 

10/26 

茨城畜試宮崎畜試

10/10 70.2 

10/ 9 

70.6 

10/12 

63.1 

10/16 
• 呵

8 /26 

物収量 (kg/a) 

九州農試 山口農試茨城畜試

36.8 72.8 84.3 

39.5 67.2 

26.5 67.4 

38.6 66.3 

35.1 65.1 

30.0 59.8 
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の t要協種てある「ハヤテ」よりも 7-101-1

程度早く出穂する 。 年内に t:!½の穂が乳熟期

以降のステージに達するためには、暖地て10

月中旬、温暖地てはそれ以前に出穂始期に逹

することが必要て、「はえいぶき」と「化」は

はぱこの時期に出穂を開始する 。さらに、「は

えいぶき」の屹物収屈は「アキワセ」や「ハ

ヤテ」よりもやや高い。

普通、反1番きエンバクの収穫期は12JJ Uu 

以降になる。この時期は気温が低いため k.n 
ては乾燥速度が遅い卜に、 i:壌の水分が高い

ため反転作業等て.1-. の混入を招きやすい。そ

のため、刈取後の水分調整が難しい。「はえい

ぶき」の乾物率は供試品種の中て畝も高く(-≫.

3)、春のイタリアンライグラスの収穫期まて‘

保存することを前提にすると、ダイレクトカ

ットてロールベールラップサイレージの調製

が可能てある。また、「はえいぶき」は穂重割

合も邸い。

2)夏播きでの播種期の移動と収量関連形質

の変動

反1番きエンバクは、冬の低温によってなか

ば強制的に収穫期が決められている。そ呪

め、播種期をいめて栽培期Iillを延長するこし

が、乾物収屈を硲め、牛有ステージを辿飢

ための一つの方法てある 。「はえいぶき」&L

「ハヤテ」の播種期を変動させたときの翡

関jf形質を必 4にぷした。両品種とも、沢

播秤するほど出穂がり1_くなり、乾物率がl消

する しかし、早期に1番種すると栄養牛騎

期間が短縮して植物全体が小さくなって乾内

収絨が低下し、冠さび病方の被1隣咽し〈 1;

る。 また、遅く播種すると収穫まての期間が

短くなってやはり収はが低ドする したがっ

て、各品種に播種適期が{{在し、育成地て，；

「はえいぶき」は 8月25rlと9月2Rの間、

「ハヤテ」は 8月25H頃が播種適期と考え：，

れる 。「はえいぶき」はそれ以fiijに播秤するし

極端に収址が低下し、播秤が遅れたとき碑

批や屹物率の低ドは「ハヤテ」より少なじ

反播きエンバクの播種期は、暖地の作付1本系

の Lては、 8月中旬頃まて‘‘早めることがpf枇

てあると考えられるのて、より吊播きてき b

品秤の育成が今後の目標となる 。

表 3 極早生エンパク品種の夏播き年内どりでの乾物率及ぴ穂重割合

乾 物 率（％） 穂重割合（乾物％）
- - -・-■  - • ——-品 種

宮崎畜試九州農試山口農試茨城畜試宮崎畜試九州農試山口農試茨城畜試

はえいぶき 16.7 33.7 23.7 24.3 16.9 40.2 22.5 23.6 
隼 30.8 21 .8 35.7 18 .0 
アキワセ 14. I 28.0 22.3 16.6 34.4 32.4 
サピツヨシ 25.6 21. 7 23.2 1.8 
Iヽ ヤテ 13. 4 22. 5 19. 6 - I I . 5 16. 4 14. 7 
エンダックス ー 21.6 - 17.8 10 8 10.0 

注）表に示した各場所のデータは、次の年次の平均値である。宮崎畜試及び山口農試： 1992、93、94、九
州農試： 1992、94、茨城畜試： 1996。

表4 夏播きエンパク品種の播種期の移動による形質の変動

出穂 日（月／日） 乾物収量り (kg/a) 乾
一― ―品種播種日 8 / 17 8 /25 9 / 2 9 / 11 8 / 17 8 /25 9 / 2 9 / 11 8 / 17 8 /25 9 / 2 

はえ Lヽ ぷき 9/20 9/29 10/15 10/24 30.0 50.I 47.0 40.9 64.9 38.2 28.1 
ノヽ ヤテ 9/29 10/14 10/25 11/3 58.5 70.3 46.0 33.2 39.4 25.8 16.7 

I) kg/ a、全プロット一斉刈りによる 2) 刈取時の調査。 3)無微 I~甚 5、11月18日調査。
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3)南西諸島での利用の可能性

沖縄県においてエンバクは12-3月の粗飼

科が不足する時期に一部の地域て‘栽培されて

いるにすぎない。これは、他作物との輪作が

難しい、既存品種て‘‘は熟期が遅くて粗飼料の

ぷ足期に収穫てきない、春先に冠さび病が発

生する、等の問題があって栽培面稜が伸びて

いない6)。沖縄畜試て‘‘「はえいぶき」を秋に播

種すると、既存の極早生品種よりも早い 2月

上旬に乳熟期に逹し、収穫て‘‘きる 4) (表 5)。

栽培期間が他の品種よりも短くなるのて収盤

表5 極早生品種の収量特性I)

（親泊ら、沖縄畜試、 1995)

品 種 刈取日 熟度3) 乾物収量•>乾物率5)

はえいぷき 2 / 2 7. 0 53. 4 22. 5 

アキワセ 2 / 9 6.5 59.3 20.0 

ハヤテ 2 /21 7. D 66. I 23. 9 

サピッヨシ 2/26 6.5 73.3 23.0 

I) 1995年10月26日播種。 2)未出穂： I-完熟： 9。

3)単位はkg/a。 4)単位は％。 5)無微： I -甚： 9。

は闇くないが、粗飼料が不足する時期に収穫

てき、夏作が不作の時などにこれを補完する

ものとして効果的てある。冠さび病が発生す

る時期が 3月上旬以降なのて、 それ以前に収

穫て‘‘きる 11月中旬まてに播種する（表 6)。沖

縄県てはトウモロコシの播種適期が11-2月、

早生ソルガム品種が 2月播種て‘安定した栽培

がてきると報告されており 2,3)、「はえいぶき」

を輪作体系に組み込むことがてきると考えら

れる。

4. イタリアンライグラス「シワ

スアオバ」の特性と利用の可能性

普通、イタリアンライグラスは出穂期が収

盤及び品質が高いのて‘ヽ、出穂期に刈り取って

サイレージや乾草に調製する。「シワスアオ

バ」は、暖地て''10月上旬まて‘‘に播種すると年

内に出穂期に達し、年内収醤が高い品種てあ

る。ここては、山口農試から提供していただ

表 6 播種期の移動による各品種の播種後乳熟後期到達月日における冠さぴ病罹病程度

及ぴ倒伏程度の変動 （親泊ら、沖縄畜試、 1995)

品 種
乳熟後期到達日 I) 冠さび病罹病程度2) 倒伏程度2)

播種日 10/26 I 1/13 12/13 10/26 11/13 12/13 10/26 I 1/13 12/13 

はえいぷき 2/2 2 /26 4 /2 I .0 I. 0 9.0 I .4 1.0 9.0 

アキワセ 2/9 3 /18 4/2 I .0 4.4 8.9 1.0 3.0 1.5 

ハヤテ 2 /21 3 /26 4/8 I. D 7.7 8.5 1.1 2.0 4.5 

サピッヨシ 2 /26 4/2 4/8 1.0 2. I 2.4 1.1 5.0 2.0 

冠 4 /30 4 /30 3.6 3.2 1.5 7.5 

I) 月／日。 2) 無微： I-甚： 9。

表7 シワスアオバが安定して年内出穂する場合の播種期及ぴ出穂期及び出穂程度I)

場所播種日
出穂期2) 年内刈り時の出穂程度3)

調査年次
シワスアオバ シワスアオバ サクラワセ ミナミアオバ

長崎畜試 9 /14 11/14 7.5 I .5 1.0 1994、95
山口農試 9 /20 11/16 9.0 I .0 1.0 1993、94、95

鳥取畜試 10/ I 12/ I 7.0 I .5 1.0 1993、94

石川畜試 9 /26 11/23 7.0 I .0 1.0 1993、94、95
群馬畜試 9 /18 I 1/14 5.3 I .0 1.0 1993、94、95

茨城畜試 9 /20 11/25 4.3 I .0 1.0 1994、95

I)データは、各場所の調査年の平均値。

2)サクラワセ及びミナミアオパは、年内に未出穂か出穂期に達していない。
3)無微： I-多： 9。
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いた系統適応性検定試験筈の成績からその特

性を抜粋する 。

l)出穂性

イタリアンライグラスを早期に播種すると

いもち病が多発することが指摘されているの

て‘‘、「シワスアオバ」の播種期は 9月中旬とさ

れている 。「シワスアオバ」は、暖地及び温暖

地ては 9月中旬から 10月上旬に1番種すると 11

月中旬から 12月上旬に出穂期に達する（表

7)。現在の普及品種の中て最も早生の「サク

ラワセ」は、出穂期に達しなかった。「シワス

アオバ」は、年内に刈り取った後の二番草に

おいても中国・四国以西の低標高地て‘‘は 3月

末まて‘‘に出穂期に達する（表 8)。

e >収量性

「シワスアオバ」は、年内出穂に伴う乾物

重の増大に着目して選抜 ・育成したものて‘‘、

既存の極早生品種が収穫期となる 3月下旬以

前の収量性を育種のねらいとしている。「シワ

スアオバ」が 3月下旬まて‘‘に 2回以上出穂期

に達して収穫てきた試験場所は、全国13場所

のなかて沖縄及び西南暖地の計 5場所（表 8)

て‘‘、この中ても冬の気温が高い沖縄畜試と長

崎畜試ては 2月末まて‘‘に二番草の収穫がてき

""=" 

た。 これら 5場所における 一番草の乾物絹

は「サクラワセ」よりも平均て゜約20%多駅

あった。 しかし、 二番草以後の収最は概し:I 

低く、 3月まての合計収醤は「サクラワ灼

の93%にとどまった。「シワスアオバ」の合訃

収拭が「サクラワセ」を上回ったのは、 1991

及び94年の長崎畜試、 94年の鳥取畜試の3桝

て`、いずれも年内草収星の水準が高い点て澳

通している 。 このことは、年内にある一定水

準以上の生長をした時に二番草以後の収蘭t

兄込めることを示している。

本試験て‘‘は、九州から関東まての年内靱

乾物収量は30kg/a程度にとどまった例が多

い。これは 8月末に播種て｀きる エンバクば

べると半分程度て‘‘、その乾物率も低い。イタ

リアンライグラスはエンバクより初期生長が

劣る上に播種期が約 2週間遅く、一番草0)生

育期間が短くなっていることが要因てある。

したがって、早期播種法など「シワスアオバ」

の特性を発揮させることがてきる栽培 ・積

法の研究が急がれる。

3)残根・残株量、再生なと

「シワスアオバ」は、二番草収量が低咽

面、春の球根、残株量が少ない（表 9)。我が

＇ 

表 8 春 3月末日までに 2回以上収穫期（出穂期）に達した場所におけるシワスアオバの番草別の

収量

場 所 年次播種日
刈取 日（月／日） 乾物収量(kg/a、( )は対サクラワセ比）

1番草 2番草 3番草 1番草 2番草 3番草 計

沖縄畜試 1994 10/31 12/ 6 2/3 3/2 21.4(114) 12.8(72) 14.6(79) (94) 

1995 10/25 12/25 2/7 3/5 25.4(109) 21.0(74) 18.3(88) (90) 

長崎畜試 1993 9 /16 I 1/16 2 /ID 46. I (122) 36.8(107) (115) 

1994 9 /16 11/16 I /26 38.7(133) 50.0(106) (116) 

1995 9 /12 11/16 3 /22 34.2(120) 72. 2 (69) (80) 

香川畜試 1993 9 /20 11/25 3 /16 26.4(99) 20.4(65) (81) 

1994 9 /16 I 1/21 3 /13 28.3(114) 56.7(72) (82) 

1995 9 /12 11/14 3 /I 8 20. 8 (125) 54. I (85) (93) 

山口農試 1993 9 /20 11/12 3 /24 27. 0 (139) 13.1(59) (96) 

1994 9 /I 9 12/ 4 3 /22 29. 8 (128) 15.3(41) (74) 

鳥取畜試 1993 9 /28 11/26 3 /28 37. I (127) 17.5(60) (93) 

1994 10/ 3 12/ 5 3 /30 77.4(107) 47 .2(98) (I 03) 
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園のイタリアンライグラスの育種は、再牛）J

瑾れる）j向て進められてきた。しかし、

般には、極早生・用生品種ては反作の1番秤期

との1即係て春ご番卒以後は収穫されていない。

再生が良いことは残根・残株が多くなって後

作の生長に悪彩序限を残すのて、 再生が少なく

て一番鐸:,1が，':;jい「シワスアオバ」はこの

点てはh利てある。

5. おわりに

近年、裳家の品齢化とロールベーラー、ベ

ールラッバーなどの省）J的て調製が容易な機

械ヵ噂及し、また台風米襲が相次いて‘いるこ

となどから、反季の高温期に労働荷屯が大き

いトウモロコシサイレージ一辺倒の作付体系

から、イタリアンライグラスや麦類を兄直す

船がある。これに対して、イタリアンライ

グラスては「ニオウダチ（早牛）」、「ヒタチヒ

カリ（晩牛）」など機械化適性の高い耐倒伏性

品種が育種されている。イタリアンライグラ

スのラッフサイレージがトウモロコシサイレ

ージに代わる反収や品質はないが、冬作も含

めた年間の作付体系を兄直す条件が悠いつつ

ある。我が国の暖地及び温暖地ては、冬季の

温度や II照条件に恵まれているにもかかわら

ず、冬作物が作付けされない耕地が[i、［つ。

「はえいぶき」や「シワスアオバ」は、今ま

て作付けしていなかった晩反から早#まての

このような耕地を活用して、従米のトウモロ

旦の残根、残株量（乾物 g/ m•) (山口農試）

品種
1993年II 1994年,, 1995年Ji

-~ 残根量残株量残根量残株量残根量残株量

ンワスアオ11 24.7 30.9 80.6 136.3 43.6 36.9 

ミナミアオ11 70.9 64.4 146.3 181.3 200. 7 69.4 

I) 10月2日播種、 4月2日刈取り、 4月 7日調査。
目査は、 0
） 

.4X0.4X0.15m (深さ）について行った。
2 9月19日播種、 3 
3) 

月22日刈取り、 3月30日調査。
9月20日播種、 4月3日刈取り、 4月6日調査。

~ 

コシの栽培面積や期間をあまり変えずに、労

働の平準化と犬候心韻等による危険分散を行

うことがてきる。

今後、各裳家がイタリアンライグラスの中

晩生品種や暖地型牧草などにも Hを向けた、

より能率的な作付体系を構築するきっかけに

なれば幸いてある。

引用文献

1)桂 真昭ら；夏播き用えん麦の高温発芽

性の品種間差巽について， 日単九支報， 28,

33-35, 1998. 

2) 森山高広ら；トウモロコシの播種期試験，

沖縄畜試研報， 27,99-109, 1989. 

3) 森山高広ら；ソルガムの早播き栽培とト

ウモロコシを組み合わせた作付け体系，沖

縄畜試研報， 31, 101-108, 1993. 

4)親泊）C治ら；牧草及び飼料作物の適応性

試験，沖縄畜試研報， 33, 121-128, 1995. 

5) Roy, J.; Interspecific variation in the 

physiological characteristics of peren-

nial grasses of the Mediterranean 

region, Ecologia Mediterranea T -VIII, 

435-448, 1982. 

6) 庄—f-一成；沖縄県における極早牛えん父

の熟期と冠さび病害程度，九農研58, 147, 

1996. 

7) 館岡亜緒；超種的進化と種分化，植物の

種分化と分類， pp239-258,養腎堂， 1983.
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21世紀の畜産を守る

宮崎県畜産試験場川南支場
窪山博禰（＜ぱたひろみ）

宮崎県畜産試験場川南支場長

1 • はじめに

太賜と緑の国・宮崎の混業は、温暖多照な

気候や海抜 0mの沿海部から標高1000mにお

よぶ几州山地にまて農地が存在するなど恵ま

れた自然条件を最大限に活用しながら、わが

国の食料供給桔地としての碁礎を築いてきま

したが、 とりわけ、本県の畜産は義豚、旋鵠

の中小家tiや肉用牛を中心にめざましい発展

を遂げてきました。

平成 8年の農業粗牛産額3365億円のうち畜

産の粗生産頷は1704億円て塁業全体の50.6%

を占めております。その内訳は、 l~l 用牛462億

円、酪農133億円、旋豚444億円、養鶏661億

円、その他 4億円となっております。

本県畜産の位置付けをみますと平成 9年 2

月 111現在の飼淡頭羽数ては、豚およびプロ

イラーが全国第 2位、肉用牛第 3位、採卵鶏

第10位、乳用牛第16位となっており中小家畜

と肉用牛の割合が極めて高くなっております。

しかしながら、本県におきましても近年、

輸人畜産物との競争の強まりや煤業労働）Jの

滅少、高齢化や過疎化の進行などから、各畜

種において、 一戸当たりの飼姿規校の拡大は

兄られるものの農家戸数や飼袋頭数の減少傾

向にあります。今後は、さらに国際化の影郭、
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多様化する消四名ニーズ、地域間競争、生産

体制の弱体化、各種疾病の1必潤、畜産卯競

題の発生など多くの課題を抱えていることt

ら、試験研究機関に対する期待も大きく、'・

域が抱える課題解決が強く望まれているも

と考えられます。

も沿革

宮崎県の中央に位四する‘り支場は、昭棚

年11月に種畜場川南分場として開設され叫

家畜（豚、めん羊、山洋）の改良増殖に関t

る業務を開始しました。

その後、昭和40年に岩崎県総合農業試訊

の設匹に伴い、総合震業試験場畜産部肉釦

場として肉用牛部門が加わり、産肉能h検定

をはじめ、肉用牛牛産の甚礎となる研究を

多く手がけてきました。畜産の振典が追け

て` 昭和56年に宮崎県畜産試験場が設買されi

産試験場肉畜支場に改組されました。昭胎

年には1会］用牛部門ならびに飼料部門が高l屈r.

の酪混支場に統合され畜産試験場（本楊） 1: 

改組、肉畜支場は、環境衛生部門を吸収Li

産試験場川南支場に改糾されました。そ01,

佐t原町の従競支場を昭和61年に吸収し祖

旋鶏環境衛牛部門を基幹とする中小家ふ

試験研究機関として整備され現在にいtか

紐技術 1998和肘



おります。

ふ畜産試験場川南支場の概要

、り場は宮崎県の沿／ド部にそ った中央部に位

副し宮崎市から国道10号線に沿って北へ50km

地点の川南町に所在します。椋品は60mて‘束

叫](a]灘を西に）ピ鈴山を望む広大な平野部て、`

平均気温は16.2度と温暖な氣候に恵まれた.L

地柄てす。

支場の面積は22.6ha、施設面柏は、 l.6haを

砂、組織機構は、畜産試験楊の支場として

位置付けられ庶務係、旋豚科、環境衛生科、

養鶏科て構成され職員数は、研究職員 9名、

誼職員 2名、技術員12名の計23名て構成さ

れています。

平均的な家畜飼投頭羽数は豚550頭、鵠4100

羽の他、烏骨鶏、 ヒ面鳥をfi「飼投していま

す。

なお、中小家畜及び環境保全に関する試験

研究機能を強化するため、 'fLI成6年2月に「中

小家畜内に係る ril¥験研究機能のあり方に関す

る検ri寸委員会」を改；花し、施設整備のあり方

罪について検討を重ね整備の f・互確保を行い、

平成8年度から約42億円をかけた施設整備に

取りかかったところて‘‘す。ウインドウレスの

豚令 ・鶏舎をはじめとして、投豚及び環境衛

這設ならびに符理実験棟は全て新設される

とともに、森鶏施成を 4棟程増棟する計画て‘

平成11年度完成を 1」指しています。

4. 試験研究の概要

1 養豚に関する研究

これら水年の研究成呆が認められ宮

崎LI々新聞11:(科学~rt) を受rt しました 。

ギ成 8年度からは、先に造成した「ハマユ

ゥw」が、完成後10年を経過したことから後

継豚として、これまて以上に牛産性のr!:iい系

統豚を作出し、斉一性の高い良質豚肉の生産

技術を確tすることとしています。また、従

来の選抜形質に加えて、枝肉カット断面部分

の赤肉構成割合を取り入れたBLUP法アニマ

ルモデル、DNAマーカー診断を用いて効率的

選抜技術を確立することにしています。現在

2椛代Uの選抜を行っているところて‘す。

さらに新育種技術として農水省畜産試験場

や関係各臥との連携のもとに抗病性 ・産肉I生

及び禁殖性に連鎖するDNAマーカーを検出

し、これらマーカーを利用した止確かつ迅速

な淘汰技術を開発するための研究を行ってい

ますが、現在、当場てはヘルニア及び潜伏精

巣の先天性奇形に関与するDNAマーカーに

ついての検索に取り紺んています。なお、施

設整備とともにウインドウレス豚舎を利用し

た宮崎ハマユウボークの生産技術向上に関す

る試験に取り組む計画てす。

(2) 環境衛生に関する試験

環境衛生科ては、家畜衛生部門として施設

整備とともにSPF生産技術の確寸＾試験を行

う予定となっていますが、現在は、生理活性

物質を利用した清浄豚の生産技術の確立、ワ

クチネーションや早期離乳との組合せによる

清浄））尿生産技術の確寸＾試験を行っています。

また、ふん尿処理に係る環境部門ては、「環境

保令型良質堆きゅう肥の低コストリサイク）レ

システムの開発」と題した試験を平成 9年度

から取り糾んて‘、います。内容は短期完熟堆き

ゅう肥の生産システムの開発、生産した完熟

堆きゅう肥の敷料としてのリサイクルの検証、

悪臭 ・衛生害虫 ・雑位＾、和の発生防止、農作物

に対する効呆など幅広い研究を開始したとこ
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ろてす。

(3) 養鶏に関する研究

全IElいたるところて特廂銘柏痢の開発が行

われていますが、ヽ11女場におきましても火然

晶念物に指定された「地頭朗（じどっこ）」を

原種災りとして改良した「みやざき地鶏（じど

り）」を.,,_成 2年に作出し、 その定1咋化と将及

に努めているところて‘‘す＾このため、投別科

ては、みやざき地災りの'I謹性向 t・の確ヽ ，tを図

るため）点種災りや種別の改良妍舶に加え、現在

の丈Ill珀てある「みやざき地氾」［（地頭約x

優性ホワイトロック）入劣性ホワイトロック

の体｛及び羽色のバラッキの改良を行うため

地頭災りと交配する有色かつ人芍げて•',!糾卵能力の

高い雌系の系統造成を行っています。その他、

採卵HJ銘柄灼の性能湖森や安令なブロイラー

'! 謹技術の確立のため生理活1生物質利用によ

るプロイラー'-U祖に及ばす影秤についての検

討宵も行っています。 rn・伐者のニーズに伴い、

おいしくて安令なものへの嗜好から「みやざ

き地鶏」に対する布災が急、激に増加しており、

妍しい悲嗚をあげながら投痢視楊が活気づい

ており、種鶏の培産体制の確ヽtが急務となっ

ています。

5 . おわりに

近年の牒業技術の発展に伴いI:'::,家経党花

消骰行からのニーズが多様化しているこ“

ら、 これらに対応した先辿的な試験研究礎

進と関係研究機関との共い］研究体制の一層,,

強化が求められています。

このため本県としましては、① 「売れ糾

のを作る」ための女乱ツ1廿:r技術のllH発に努の

高品質て低コストの安全な畜産物生産枝郁

発を行います。また、②バイオテクノロシー

やゲノム解析笠を取り入れた新技術の開発，：

努め効；r的な家畜の改良と増殖技術の開発を

行います。さらに、③畜廂を取り巻く生産日

坑改苦技術の開発のため国際化への対応：訊

とより、国内産地間競争の激化に対処した

コスト生産技術のll旧］発、本県の ri然条件廷

用して 4・：産性を ,•,':j めるために飼投閲燒や雀含

環境改仰による生産性向卜.技術の開発、紺

環境保令を図るための家岳ふん尿の有効桐

と処理技術の開発に取り組み21Ill: 紀に向け

たな気持ちて試験研究に臨みたいと考えて、＇

るところてす。

-・ ー・—· —• 一.----• 一 •ー・------・ー • 一 •一・-----・-・-・---・-・-・-・-・-・ ー ・ー ・ ー ・ 一 • 一・—·- ---一ー・........

一
今月の表紙―卜—

血統のみが ❖-'せを述ぶのてはない。努）J し、低牛し、いつの [I カ・再びターフの I·.ておflにか

かりましょう。温泉環境ての泣新のトレーニングメニューの成果を御期待ください。

(JRA糸念研 常9匁女所）

I 

34 紅発技術 !998年5月



_., 
角外における核樹眉枝脩及び招樟難譴街与枝循の研究嗣
新納正之（しんのう まさゆき）、小林 修司（こばやし しゅうじ）家畜改良センター技術部

はじめに

このたび、米：I 11ボストンにおいて開催され

た[rl際胚移植‘芥会に出席し、さらにその後、

米[TJ及びカナダにおいて、胚移植技術開発を

'II fJ的に進めている大学・，凋杏研究機IY:1を訪

問する機会を得たのて‘‘、 その概要を報告する。

国際胚移植学会 (IETS)

1月18El -2111の4ll間、ボストン市にお

いてl*l催された国［祭胚移植学会に出席した

このボストンての学会は、 4つのセッション

卯頭発表 (13iji題）及び252のホスタ一発表

て構成されていた。1本外受枯胚伯祖に関わる

難Jfi(J検討、受枯、胚の代謝及び動物の追伝

学的応用と題したセッションては、招待され

t、‘講演者の発表の後、活発な議論が行われた。

この講演の中て、 Dr.Steven Sticeから新叫報

道に先駆けて、迫伝（女尊入を施した培捉細胞

をドナー細胞としたクロ ーン＇卜の牛沌成功に

ついて報・府がなされた。 また、ポスター発表

叫咋~f Iすべき浙題がいくつかあったのてゞヽ

ここに紹介する。Dr.G. Vajtaらは、 Open

Pulled Straw (OPS)を/IJL、た牛卵（のガラ

ス化i粋についてru内した。彼らの方法は、

耀の0.25mlのストローを加熱して細く仲ば

し、これを用いてガラス化保イ｛を行うもので

輯のストローを/tiいるよりも数段吊い冷却

訊が得られるという利点がある。これによ

つて、彼らは凍結1呆イ｛後の体外受栢により、

25%という高い胚盤胞発牛率を得ていた。ま

た、 Dr.G. A. Boらは、 CIDRと安息香酸エス

トラディオールを用いた過剰排卵処理につい

て報告した。この）j法については、ヽ''iセンタ

ーても検討しており、同様の内容を得ていた

ヵr_f皮らは、さらにプロジェステロンを筋肉

内投仔することによって、プロジェステロン

濃度を 1ガlさせ下乖体の抑制をさらに高め、

それによってエストラディオールの働きを増

強させ、より良い採卵）成績を得ていた。また、

lヽlセンターからも、性判別胚の耐凍性向上を

図る調査試験て‘‘得られた結果について報告す

る機会を得た。

A/F PROTEIN社

ボストン近郊のWalthumに位置するこの

会社ては、北極海の寒冷魚から得られる不凍

蛋(Iの枯製・販売を行っている。この蛋(3の

存在ドては氷晶の生成が妨げられるという特

性を利用して、ガラス化保存液へ添加して低

い耐凍剤泊度て‘ガラス化状態を保とうという

試験および融解（加温）時の脱ガラス化現象

を防こ‘‘うという試験が批界的に行われている。

現段階ては、この添加が保存後の胚の生存性

を高めるという報告はないが、今後の研究動

向にir-.lJしたし 'o

マサチューセッツ大学

本大学はマサチューセッツ州西部のAm-

herstrnに位閥する。この市には多くの大学が



集中して建っており、教介に熱心なところて｀

ある 。本大学の Dr. Rob! と米企業の

Advanced Cell Technology社のDr.Steven 

Sticeは、迫伝[-「＾学を糾み合わせた1本細胞111

米のクローン生産を進めている 。IETSては、

新rm報道に先駆けて、追伝 hf/,入クローン牛

牛産に成功したと報告した。現段階てバ:1¥.さ

れたのはテキサス州の牒場て・・itまれた 3頭

（雄子牛）て、迫伝 [-i!f人により合成された

蛍白質が乳汁中に含まれるためには、雌[-牛

を得ることが必要てあるが、現在数頭雌胎児

が受胎しているという 。これらの家畜を利用

することにより、薬などのイimな物質を大械

に生産する動物「ー場への道を開くものとして

注Hされる 。

タフツ大学

マサ チュ ーセ ッツ、fH中央部の North

Graftonに獣医教育の キャンバスが四かれて

いる。本大学のDr.Eric Overstromらは、胚

牛併性評価の新システム開発を進めている。

従米の形態学的評価ては、七観的要索が大き

く、ばらつきが問題となっており、特に体外

受精胚ては枯度が低いものとなっている。し

かし、本システムは個々の胚の酸索消 t~J1t を

非破壊的に短時間て淵lj定することにより、そ

の生付性を評価するものて、 1本外受精胚にお

いても受胎性と相関が高く、客観性の硲いも

のとなっている。このシステム開発は、本大

学と企業が共同て進めており、装匹も T作り

て、まだ公表されてはいないが、今後の成呆

が待たれる。

カナダゲルフ大学

胚の凍結保イ千の権威てあるDr.S. P. Leibo 

の研究室ては、卵子の凍結保存についても粕

)J的に研究を進めている。ガラス化保存法に

36 

注[1し、特に冷却辿度の、1ばからアプローチt

進めており、 4屯性も改仔只されてきている：

いう。また、凍結過程ての卵{の構造の変r(

等にも符Hしており、凍結に関わる全現船

把捏しようと努めている。凍結に 1対する蔚

以外ても、牛胚の 4分割や額徽受枯等の新札

術についても成果をおさめつつある。

GENCOR 

カナダのAI·J~菜体のひとつてあるが、本ヽ•

とゲルフ大学のDr.Leonard F. Kuehnert' 

共伺て‘・、新たな性判別キットのイi効性を検i

している。現在の性判別は）Kの一部を切り冊

して行わなければならず、切断によるダメー

ジやその後の耐凍性の低ドが問題となって＼｀

る。特に、 フィールドての応川を考えた地合

耐凍性の低卜は致命的て、新たな性·~1 洲 lj出

間発ヵ汚りまれていた。この新キットは、叡

色体由来の酵索に注目して性判別を行うし

て、胚を切断する必要がなく、その後のH氣

性も損なわない可能性がある Dr. Leonard 

に話を聞いたところ、 フィ ールドての移植屈

紐はまだ少なく、栢み重ねが必要てあっ妙

実験宅レベルての検証ては、 trの悪い胚やI,•

外受粘胚ては判定が曖昧なものが多くな翡

向があるが、 とても簡易てイi効な方法てあ；

と説いていた。今後、当センターにおいてし

新キットの打効性について調杏してい〈 fを

てある。

ABS (American Breede「S

Service)グローバル社

本社は、ウィスコンシン州に位四し、 7J

リカを代表する J{}j業的な核移植を行ってい；

本研究所のDr.Michael BishopとDr.~ick 

Strelchenkoらのグループは、 PGC(始屈I涌

細胞）からのク ローン (GENE)作出（：訊



している。 Dr.Strelchenkoは、 ES細胞を用い

t: 核移植にも成功しており、 その理論と技術

は我々にとって大いに参考となるものてある 。

おわりに

今圃このように学会参加と様々な研究機関

を訪問し、最新の胚移植関連技術について情

報収集することがてきた。最新の情報のみな

らず、新技術の開発に熱心に取り組んて‘、いる

多くの研究者とのパイプを得ることがてき、

たいへん有意義て、あった。 米国においては、

し、↓

体細胞クローン利用は有用な物質を生産する

ための動物工場にしっかりと向けられており、

日本においても、その利用目的をしっかりと

定めて慎重に進めていく必要があると思われ

た。 また、その技術を迅速にかつ着実に開発

していくためには、情報交換等関係機関の連

携も大切てあると思われる 。

最後になりましたが、今回の海外出張にお

いてお世話になった方々に、誌面をお借りし

て心より御礼申し上げます。

文献X情報 ー
泌乳牛第四胃に脂肪酸を注入したときの

炭素鎖数と不飽和度の影響

Effects of Chain Lengtl1 and Unsaturation of 
Fatty Acid Mixtures Infused into the Abomasum of 

Lactating Dairy Cows. 

D. R. BREMMER et al. 

J. Dairy Sci., 81, 176-188, 1998 

飼料に脂肪を添加することは、

訊初期に見られるエネルギーバ

うンス悪化の低減に有効てある 。

脂肪を下部消化管に直接注人した

蛉、乳牛にどのような影牌を及

ばすかを調査した。

注入した脂肪酸は 1) 飽禾U脂肪

椴2)バーム油由米 3) パーム油

輯（低リノール酸） 4) 大豆油

輯 5)大豆油由米（高パルミチ

像）の 5種てあった。なお、こ

れらの炭索鎖数は12から 18て、そ

のなかても 18のものが50から90%

を占めていた。

脂肪酸注入により乾物摂取星は

減少し、特に大豆油由米の脂肪酸

注人て減少の度合いは大きかった。

それに対し、乳祉は注入による影

郭は兄られなかった。乳成分のう

ち、乳脂率は 2種の大豆油由来脂

肪酸注入て‘｀高まったが、それ以外

は変化はないか逆にパーム油由米

て低ドした 。 乳タンバク率、カセ‘•

ィン率、ホエー率には差は認めら

れなかった。

Jレーメン液性状には影孵は兄ら

れなかったが、血液中のコレステ

ロールは脂肪酸添加によっていず

れも増加した。

脂肪酸注入による乾物摂取祉の

低下は注入した脂肪酸中Cl8:2 

（リノール酸）址と関係があり、

Cl8: 2注入最が増加するにつれ

て乾物摂取塁は低下した。

（畜産試験場西n靖彦）
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生研機構「新技術・新分野創出のため0甚、

礎研究推進ボ業」において私どもは「近枠

分光法を基軸とする乳牛生体梢報のオンぅ I

ンモニタリング手法の間発」（平成 8年~]_

年） というフロジェクト研究を尖施しており

研究令体のイメージは図にぷします。私い

というのは岳r祖試験場、食，111'1総合研究所、 t

海道大学、関西学踪大学及び神戸大学の間

研究者てあります。本稿てはその内容を尉

致します。

l . 乳牛の生体情報とは

この研究ては種々の乳牛生体情報を近料

分光法て‘‘簡易・迅速に測定して、その結屈

ら個1本あるいは牛群の栄投・飼住管理状應々

診断する手法をm-1発するのがH的てす。ここ

て言う牛1本梢恨の中にはJレーメン性状、麟

性状、乳tr、尿性状、森性状のはかに摂取す

る飼料の栄投価、化学組成の梢報も含ま囮

す。多くの牛体梢報シグナルを同時に;t糾，

一つ一つのシグナルが発信している問いかI'

に答えると同時に複数生体情報の総合化をi

ぃ、「今の管理状態が続いた場合、＇卜は今後：

うなるのか」の f測がてきればとも考えてお

ります。例えば、酢酸比率が減少するよう：；

Jレーメン性状の場合には乳脂率が低下する：

いう関係はよく知られておりますが、こ0月

究ては乳脂 '-l·~ と乳蛋白質率の解析に関して温

度変化をも含めたJレーメン1生状、血液成分、

血流鼠、乳中窄索の形態、飼料組成などを考

察材料として用い、強い因果関係を持つげ

を検索し、それを飼料給サ診断の武器としく

使うことを H的とします。また、 Jレーメ消

の酢酸比率とか、血中尿索窒索含祉といぶ：

ような「含祉 .i農度」を指標とするばかりく

~
 

ー
阿部亮（あべあきら）

日本大学生物資源科学部

（前農林水産省畜産試験場栄養部）
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はな〈、 'i-:1本液が持つ近，が外スペクトルの特

微そのものを利HIして乳'f-=-の個体梢報を把捉

しようともぢえております。

も近赤外分光法とは

光はその持つ波長が短い)l[iに紫外線、 nf視

輝、近赤外線、赤外線、マイクロ波と区分

されますが、近赤外は800-2 , 500nmの波k領

J却の範間にあり、 この領域の光の吸収や反射

を扱うのが近赤外分光法て‘す。近赤外の特徴

は透過性のきわめてよい光を用いる分光法て

あるということて‘‘す。てすから飼料分析、呆

実梢疫の簡易分析におけるように非破壊ての

分析を nJ能とします。近赤外分析の研究例・

心！廿例を紹介しますと以ドのようなものがあ

りよす。「エボキシ樹脂などのポリマーの分[-

仇、密度、結晶化度の測定」、「乳酸発酵，｀果程

のモニタリングヘの応川」、「モノクロ ーナル

抗体生位のための動物細胞培性における栄社

砂生産物濃度の和測」、「」：壌の水分、仮比

重、令炭索、全窄索の同時測定」、「 t~-呆物の

隷検介」、「ミネラルウォーターの判別」、「ジ

ュース・牌油 ・沿洒・飼料 ・畜廂物成分の定

仇分析」、「脳内酸索の無侵襲モニター」（尾崎

罰：麟外分光法、ぶんせき、 1997年第 6

り）と多様て‘‘す。

3. 研究の内容

次に私どもの研究の内容とその桜情J}j向を

紹介致します 研究の柱は以ドの 3本てす。

1)飼料 ・栄投管理法と生体フロセス変動

磯係解明、 2) 近赤外分光法による牛体梢

報のモニタリング手法の開発、 そして、 3) 

近赤外分光法によって得られる梢報の解析と

'玲化手法の間発および生体梢報の乳牛飼投

詞へのフィ ー ドバックシステムの開発て‘す。

まず 1) の「飼料 ・栄養管理法と生体フ ロ

セス変動の関係解lり1」に関して畜沌試験場て・

は今まてに__:. つの飼投試験を＇火施しておりま

す。 ・つはJレーメン内ての分解率を児にする

4秤類の蛍(l質を搾乳牛に給りする試験て‘‘ぁ

り、もうつは/.'i'J廂期の乳牛にトウモロコシ

サイレージを枯幹とする TMRを給りする試

験て‘す。いずれの試験においても飼料摂取:,;-

や乳凪が批I]定され、 1,;J時に Jレーメン内容液、

血液、牛乳、 1永、糞が採取されます＾採取さ

れた分析材料は従米法による成分分析がなさ

れると詞時に近赤外スペクトルが測~i されま

す。この時には畜陥試験場の研究者ばかりて‘‘

はなく、非破壊評価を寺11'1とする食品総合研

究所の研究行、関西学院大学の分光学の研究

者そして神） i大学のシステム工学の研究名が

ともに牛に取り付きます。北海道大学ては放

牧あるいは相飼料 H本の飼投のドにl,iJ様な試

験が実施されております。'Ef本梢報のテ‘‘ータ

ベース作りをヘテロな研究者集団によって行

っているとお考えドさい。

次に 2) の「近赤外分光法による生体梢報

のモニタリング手法の開発」は次の 三つの段

階よりなります。畝初が「種々の牛体液の秤

々の成分を近赤外分光法て｀栢度良く測定する

手法の間発」てあり、次が「生体液成分をア

ットライン ・オンラインて‘‘連続的に測定する

手法の間発」て‘‘す。このなかには搾乳装附中

にセンサーを改潰して連続的な乳成分の分析

を行う課題も含まれております。そしてもう

一つが「無餃製、つまり乳牛の体に偏をつけ

ることなく生体情報を隔測する手法のllll発」

てす。そして最後の柱 「近赤外分光法によっ

て得られる情報の解析と総合化了法の間発及

び牛1本梢報の乳牛飼投管理へのフィ ー ドバッ

クシステムの開発」ては近赤外スペクトルの

持つ牛物学的な心義の解明とその'U本情報シ

グナル解析への1』し）JIがtに検討されます。
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4 . 成果の紹介

9
'・
 

このプロジェクト研究は平成 8年の夏に開

始され、今まてに各研究チームから種々の成

果が提出されております。本稿ては平成 9年

度の成果の一部を紹介します。

1) /レーメン内容液の近赤外分光法による簡

易測定：カテーテルて採取したルーメン液

をビーカー内て短時間静四した後、近赤外

分析機にかけることにより pH、アンモニア

態窒索、酢酸およびフロピオン酸を高粘度

て測定することがてきる。

2) 血漿成分含拭の近赤外分光法による簡易

測定：牛血漿の総コレステロール、 リン脂

研究のイメージ

□回
I乳牛生体からのアプローチ

• 高泌乳生薩 (8,000kr゚5日
最高日乳 40-SOkg) 

・乳賃（乳●訪．乳蛋白質．織詣数）が
不安定：季節・嗣養讐還の影●）

ば芯昇悶害）の多発 ・♦

・舅一胃発醜の遍観的モニクリングと
安定発騎纏持への制●

．塵液・乳賣性状のモニタリングと
鼻常への即時対応

・糞尿成分のモニクリングと宣棄の
椿灌量低減

．値別瀾定テ’ークの総合化・フィート”パック
システムの開発

＇ 

＊国
〇乳質の安定・向上（恒常性）

0代謝異常の旱期発見

（環墳負清物賣の低減

_
 

,1
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質について近；が外スペクトルから位心期

てその沿度を f測することがてきる

3) アットライン ・オンライン計測のた飢

スペクトル測定装置の試作

4) 乳梢の近赤外分光法による測定梢度か＇

上したと同時に乳糖の生1本情報解析へO)fi

標としての布効性がぷ唆された。

5)一定の飼料給サ条件ドての乳牛飼養試位

における広範冊な生体情報が近赤外スペク k

ルをも含めてデータベースとして蓄積されt

6) 二次元相関分光法のためのソフトウェ7

ー開発に成功し、このソフトウェアーを肋

ることによって従米の 2次微分スペクトJ准

析によっては得られない情報を入手し叡

1
_鴫

_1
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中国内蒙古乳製品プロジェクトの

進捗状況
JICA専門家（ブロジェクトリーダー）

内蒙古乳製品加[技術向上計画の概要につ

いては、本誌1995年3月号に新規フロジェク

トとして紹介されたところてある 。また、 1997

年2月号には「中川の酪牒・乳業」が、同年

9月号には「内蒙古屯原畜牧業の現状と発展

の方伯l」が掲載されているのて‘、関連記れとし

て参考にされたい。今[111は、誌面の都合もあ

るのて、出米るだけ内容の咽複を避けつつ、

伺単に最近のプロジェクトの現状と課題を紹

介したし 'o

1. 内蒙古乳製品プロジェクトの

現状

iヽiプロジェクトては、 1994年6月から 5年

勘計画て、①内蒙古地域に伝わる伝統的民

族乳製品の中から乳酸菌官のイi川な微生物の

耀・同定と1呆イ'.f-、及び② lー場規模て‘‘牛産さ

れる牛乳、アイスクリーム、バター、練乳邪

韓本的乳製111',)]11[技術等の移転を行ってい

る 1997年5月にはプロジェクト期間が 3年

を経過したのて・n本から現地へ巡[11]指消調杏

団が派造されてプロジェクト計画実施状況の

中間評価が行われ、おおむね計画通り順調に

辿捗している旨の評価を受けた。

ポイントを絞って近況を述べると、次の通

りてある。

(!)休］蒙古地域における伝統的民族乳製品に

関する有用微生物の収集、分離及び「ri]定に

ついては、中国人カウンターパートヘの技

術移転ははば終了し、乳酸菌守の収集はJt

画的に作業が進んて‘‘いる。設備が悪く新設

の要叩が出されていた微生物実験棟につい

ては1997年3月に「1本側から調介＿「;t]が派造

され、モデルインフラとして II本側の骰川

負担により建設することが 7月に決定した。

この「フロジェクト碁盤整備 •j{.業」は、 10

月から I―:-'J.\-が開始され、冬季 5 カ） l の T.·J·~

休止期間を挟んて1998年 9月に竣[の予定

となっている。

(2) 基本的乳製品の加T.笠の技術移転のうち

原料乳関係について、 1997年5月私の符任

時に IJ本国内メーカーから寄附されたバケ

ット式搾乳装四を内蒙古まて携行機材とし

て持ち込み、中国の現地賽材を「）犬し、加

[して内蒙占農牧学院の牧場に設閥したと

ころ、安定的に細菌数50万以ド（従前に比

較して平滅）を実現するとともに、乳房炎

の抑制、舎内騒i沼の滅少、岳舎内屯）Eの安

定竹の効果がみられ関係者から大変に岳ば

れている。

(3) 乳製品加_r設備関係については、 1996年

7月に竣工した乳製品加［場において1996

年11月から巾乳、アイスクリームについて

中国人カウンターパート逹の機械操作て‘、生

産しており、さらに1997年 7月からは既イf

設備を応用して独自に開発したドリンクヨ
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ーグルト（酸性乳飲料）を製辿販売してい

る。しかし、農牧学院内から供給される良

質の原料乳の供給が絶対鼠として小足して

いることと、アイスクリームの製品,m発が

遅れているため、工場令体としての牛廂数

訊は‘り初兄込みを臼lる結呆となっている。

また、基本的乳製品のうち残る品LIのバタ

ー、練乳の製造設備に関しては、 1997年9

~10月には平成 8年度供与機材として機械

が到杵し、 11月木に設四と謁格を終 rした。

もプロジェクトの課題

(1) '½ フロジェクトては引き続き民族乳製品

に係る有川微生物の収集芯を行うとともに、

今のところ未だ f祁的な裏付けは出米てい

ないが、伝統的民族乳製品の製造方法咋に

閾する記録をとりまとめてこれらの成果を

論文や出版物として残す構愁を持っている。

また、カウンターパートがこれまて‘｀に収集

した乳酸歯の特性等についてさらに一歩進

んだ研究を行えるよう設備や薬品笠の甚礎

的研究哀境を幣備したいと考えている。

(2) また、原料乳の供給凩がイ湘足し、乳製品

_[場の効率的な稼働や製造コストの上昇、

安定的な販売Jレートの確保内に影郭を与え

ており、生乳供給他の増加が盾要な諜題と

なっている。外部からの原料乳購人につい

ても検討しているが、 品定のロットて‘` 安定

して牛乳を供給出来る牧場の数は開辺に少

なく、 しかも反のサンフル調杏ては細菌数

が非常に多い (1億/ml)"!I; のたくさんの

問題がある。内蒙占農牧学院は将米的には

学校の牧場の移転拡大構想を持っているら

しいが、全く財源はなく説明に耐える計画

も皆無とのことて、プロジェクト推進卜て‘

はあてにてきない状況にある。

(3) 将来、中国側はこのプロジェクトの成呆
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を活用して、乳製品製追技術の研條訓籍を

実施する f-~l となっていも従って、こ i.

を見据えて乳製品研究訓紬センターの管恒

調整部門を強化するとともに、 しり任カウン

ターバートの妍且官を図り、フロジェク＼

期間終了後も円滑な活動を行えるよう削

側の糾織体制を整備する必要がある。

(4) A本人叩＂ぽチームとしては 1998年9月

から展牧学院が実施を f定している加］丸

ての乳製品加T技術研修訓紬計画の実現I:

向けて、研修コースの設定、カリキュ和

の作成、研修教材の作成芥について可能t:

限り協）Jする f定てある。

(5) さらに、 ll本側から供与された品性能な

機材の中国人（」らの手による保守管理を僅

底するとともに、フロジェクト実施期間且

後も安定的に加1:場等が稼働てきるよう1:

するため、交換部品人手）レートの確保や且

検保守要員の訓練についても早急に対応セ

ねばならないと考えている。

(6) 加えて、乳製品加 r:り場の運裳と研修~II'

に必要な経野に充,,,するため、加工場か；；

牛産した乳製品による収益の向 1-.(財様v)

確保）が足非とも必要てある。このため、

経常販売に枯通した中国人スタッフの人り

育成が軍要な諜題となっている。

J
ー

ー

T
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鹿児島県

日本一の
柑牛種雄牛
造成への
協カ・努力

誼良和（たけさこ よしかず）

員児島県肉用牛改良研究所

グラビアB頁

l . はじめに

鹿児島県は全1月・の和’卜の飼促如数をイiし

ています。本県が、禾II'卜の1祖肉性の改良に本

格的に取り糾んだのは、昭和43りに始まった

{t. 肉能力検定 ·J~業からてあり、肉'、llJ!j種とし

ての利I牛改良を進めるために、このt業を柏

極的に推進してきました。

本限て、平成 9 年度まて｀に尚肉能力検定 ·J~

業により直接検~i を受けた種雄'I―·候補は、約

900頭、間接検定を受けた種雄_,トは約200頭に

もなります。

その過程の中て、‘り初、肉用牛改良は体型

的選抜が中心て｀外貌が市視されており、発ii

．培体を改良の fl標とし、 しに島取県の氣硲

系種雄'I"・カ遠｝人されました。

昭和50年代に人って沢質の改良が求められ

はじめ、名牛「忠福」けなど但馬牛が森入さ

れ、衰質の改良が図られました。

昭和58年からは、選抜雌牛利川種雄牛造成

•Ji業により、種雄牛造成のための雌牛の選抜

方針を1本型選抜から産肉性煎祝に切り替えて

きました。本県て‘、現在ても大きく直献してい

る「神硲福」りはこの与えに枯づき造成され

た秤雄牛てす。

これらの考え方は、これから紹介する「金

炉」~}の父て｀胚移植技術による種雄牛造成の

第 1号となった「金徳」号の選抜に生かされ、

返伝的に産肉能力の高いと思われる雌牛をド

ナーとして用いた胚移植I巫fが秤雄牛として

間接検定において優秀な成紐を収めるように

なりました。

しかし‘引時は、現場段階における産肉性に

対する、な識はまだまだ低く、これらの考え }j

が固迩されたのは「神高福」号の肥育成紐が

明らかになり、 f牛の市場性が高まってきた

平成元年秋頃からてした。
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このように胚移植技術による秤雄＇卜が 1硲れ

た1栢肉性を示したことから、種雄牛候補の選

抜にあたり、きょうだいの産 ,~1成紐をより所．． 

視するようになりました。

平成 2 年になると、現場• 閲係機1共J-f本と

なり迫伝的産肉能力の品い雌牛と雄牛から種

雄牛を造成しようとする機運が一段と高まっ

てきました。

1)砂］優良雌牛を発掘するための産肉テ‘‘ータ

は、肉用牛群改良甚地育成,ii業による耳椋装

杵ボ業のフィードバックデータが品大限に活

用され、また各地の枝肉共励会てのテ‘‘ータ収

集も rR要てした。これらが現在の種雄牛造成

に大いに活かされました。

このような過程を経て、産肉能力の高いと

思われる種雄牛候補が選抜され始めました。

産肉能力間接検定において、平成 8年度に

は脂肪交雑3.0以 I-.の秤雄牛が 3頭造成され

るなど、この取り糾みは徐々に成果として視

れ始め、「金年号」のような脂肪交雑日本ーの

質蘭煉備の種雄'I:.が追成されました。

産肉能力検定ホ業に取り組んてから実に30

年llのことて‘した。

も日本一の種雄牛造成の過程

今rul、脂肪交雑て,,f J本ーとなった「金幸（か

ねゆき）」号は、'¥成 5年5月5Rに郡単位と

しては H本一のfll牛牛産地帯てある杓於郡て‘‘

生まれました。プロフィールは表 1のとおり

てす。

料哺令郡ては、 平成 2年から先に述べた過去

の産肉テ‘‘ータを元に、産肉能力の優秀と思わ

れる俊艮雌牛に種雄牛造成を u的とした計l曲

交酋じが行われてきました。

「金年」号のl吐牛「かよこ」号は、前述し

たように「金徳」号の交配により牛まれた息

牛て、全兄弟が脂肪交雑 4 (特選） と言う産
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肉成紐を出していました。

そこて、臥と関係機関の話し合いの t、箕

紐牛の「金徳」号を出両交配し本牛をf訟

とがてきました。

そして、杓於郡以外の各地区においても；

のような秤雄牛造成の体制が整備され、叶

交配が行われてきました。

「金幸」',}の直接検定成紐は表 2のとおり

てす。また、間接検定成紐は !.~3 のとおりて

す。

参考まて｀に、平成 9年度の令1月の間接検定

成紐（年度途中66セット）の平均は； 1 fl平

均増体重0.88kg、枝肉屯閑339kg、ロース芯面

柏46cm¥脂肪交雑2.3てあり「金幸」号の産肉

能力の俊秀性がわかると思います。

血統 (4代祖） 金徳一神高福一宝勝一金水9
- • • — 
備考 母牛「かよこ」号が、「金徳」号の交配によ

り特選牛を出したので、「金徳」号を計画交

配し種雄牛造成した。

表 2 直接検定成績

検定期間 1平成 5年12月2日～平成 6年3月24日

1日平均心体三上旦2kg 体型得点 83.1 #. ーしニエロニ
飼料要玉率t【TON]3.67 【DCP】0.52

終了時体重 397k~~ 属回「~盃盃 11t~三

表 3 間接検定成績

脂肪交雑内訳 5 (2頭）

3 -(I頭）

船 t技術 !998q 5月9
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3'選抜にあたって

これまて述べたように、 ,m1~1·性の俊秀な雌

↑ け饂＇卜を出威配した秤凱 1・-辿成を進め

ていますが、詞じ糾 'I~II I米の精[-・卵[-てあ

っても個々の迅伝（•は徽妙に児なり、 このこ

とが後代に大なり小なり追伝的変児を'I・：じさ

せます。

'ヽi然、 1虹］の）l巴ft牛の1屯肉データて‘、その1サ

衿能力を確定することは難しい。

現にlrilじ令兄弟の肥有’卜をf,i]じ肥育牒家が

雌しても肉質が'J,Jなることがあります。追

仕＇`計1りには、メンデリアンサンフリングに liJ

いする遥伝的ばらつきがあるからこそこのよ

うな視集が牛じます。本県のような近交係数

噸い地域においては、メンデリアンサンフ

リングによる迅伝的変児が牛じやすいため、

甘推'l造成においても迎が良ければスーハー

召ヤーが品生するてあろうし、述が悪けれ

訊念な結果になります。

このような迫伝的変児はあるものの、いず

（しにしろこの効果を期待するにも、極めて俊

秀な種雄牛と優れた雌＇卜の交配が)}; 本て‘‘す。

ところて、古研究所ては年間に県内て選抜

訊 U6頭の直桜検・,.いをi袢入し、そのなか

砂征年10頭の種雄’卜が1111接検巫のために,,!¥

咄付けされます。 10頭の種雄牛を選抜する

：あたっては、 11'(接検定成紐ばかりてなく、

l:}1ーの産肉性、 lfll統、雄牛としての種牛性な

浅春的に検討がなされます。

4'最後に

l即）f籾雄牛が辿成されるまて..に、 これま

で述べたように廂肉テ‘` ータ収集、 ，i「画交配に

出って、枇l桜検定、現場検定が終［するま

ズ、少なくても実に 6年の,:&JJを要します。

鴻！に係わる）j々 の協カ ・努）Jなしにはそ

の成紐は出し得ないものと思、います。廂肉テ‘‘

ータが誤りてあるととんてもないことになる

し、，n圃交配に生）祖貶．家の方の賛[ri]を得られ

ないと、 1仕代の進んだ種雄牛候補[• I卜も牛ま

れません。試験種付への協力、 'I:まれた[-牛

の育成、 !HJ接検定、現場検定の際の関係者の

肥育符岬など、どれが欠けても歯巾は狂って

きます。

今[ujの「金杞号も、その索睛らしい、群

を抜いた追伝的能力と、この能力を引き出し

てIjiいた方々の努力の成米だと思、います。誰

が造成したと ,_l・うわけてもなく、鹿児仙県令

体の取り糾みの成果て‘｀しょう。

本lしlては、これからも種雄牛造成に係わる

あらゆる「法を駆使し、スーパーサイヤーの

造成に取り糸llんていきます。

鹿児島県は f牛価格てみると、他の地域に

比べ改良が遅れているかのように兄られがち

てすが、本県産索牛の肥育枝肉市場評価から

すると決してそんなことはありません。

また、本県1祖の繁殖雌牛が他県て硲能力雌

牛として評価されている ことも 1り実てすし、

このような鹿児島県の取り組みが成果と して

兄直されることも間近てしょう。

⑨’ 
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米国は2000年に1i,1けてli:J内政策

を変 吏する こ となく~~叉の1,1内丈

持 (DomesticSupport : {'ぼ梨補助

金）を削減するとしたUR合応を

満たす ことがてきるとみられてい

る。 UR合慈ては、各Ir.Iはn易を歪

1111させるようなIE]内支持を2000年

まてに）よ準期間 (1986-1988年）

より 20%削減する こととされてい

る。その削減には、国内支持の程

Tiをぷす指椋としてAMS(JJ)J1成合

，汁総拭） とし、うものが）11いられ、

農某セクタ ー令体て定められる

A:MSを6年間て20°'6削滅するこ

ととなっている。米fr.IのAMSは、

国内支持に関するWT□の上限を

十分に下回る米国の農業政策

1995-2000年にかけて I.限栢の20

％て推移するものとみられている。

1995年まてに、米ILiのトータル

A:¥-ISはすて` に）よ1期間のちょう

ど1,4に‘りたる62億ドルに減少し

ており、 ,-.限都の231位、ドルを相‘り

ド1111る水準にあった 米[Fl農務省

の経済研究所によると、 2000年ま

て`に [rl,,、JJi持は!'.似顛が19lf、店ド

ルに対し、たった12億ドルになる

とf想している。A:¥-lSの水/4{をそ

れほどまてに低ドさせる要[klには、

ィ、足払いの削減のほか、 'l:,t前の

5%以ドの品IIに辿Jllされるデミ

ニミス条項（削滅対象から除外さ

トータルAMSの上限額と比較して

米国の国内支持はかなり低い水準。

10億ドル

30 

20 

れる）がある。酪店のA.¥!Sa1

年時、9ばてトータルAMSの75°0,

Lを占めて L、たが、加 I.IJ;!f枕

価格丈持のため、酪{1品を買い

げる制度が1999年木に廃l卜さ屈

ことから、 2000年にはゼロと；；

酪展品買 I'.ー制度のIiiti・ により、*

[[]のトータルA¥1Sは、 1995-95年

まては限皮前の約27%てあった‘

1999イトには12°10、2000年には6

まて低卜する。

出典： USDA (Agricultural O;』

look October 1977) 

10 

゜1986-88 95 96 97 98 99 2000 

注）基準期間と上限のAMSには、不足払いが含まれている。

10億ドル

6
 

4
 

2
 

゜

酪農品買上制度の廃止で顕著に減少する

米国のトータルAMS

1995 96 

トータルAMS

品

生

農

菖

花

酪

砂

落

口
皿■

97 98 99 2000 
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一
平成9年生乳生産費調査結果について

1、全国 ③労働骰は単位,.i,Iたり労働時間は 主要投目月1]てみると

訊 100kg'片たり伐用合計は 滅少したものの、労賃単価がL ①飼料flは飼料価格の卜．昇により

i,593PIて前年に比べ1.3%の増。 昇したため、 2,34911]て0.5%の 流通飼料校が増加したため、4.9

且、全邸入生産骰は7,45311]てゞ 増。 ％増の2,761円。

餅に比べ0.9%の増。 なお、 1頭'''1たり所得は6.7%減 ②乳牛償却野は 1頭当たり評価額

揖要代目てみると 少し、 23ガ8,029円。 1頭当たり実 の低下と償却済乳牛が増加した

国積は3,239円てゞ、前年に比 搾乳紐は、前年に比べ、 0.7%増の こと等により、 2.8%減少の828

べ、 4.8%の地。これは、飼料価 7,479kgとなった。 円。

格の上昇により、流通飼料杓が 2 . 北海道 ③労働内は、 1.6%増の1,926円。

7.5%櫓加したことによる。 生乳100kg'片たり費用合計は なお、 1頭当たり所得は前年に

詞嘩却伐は廃牛価格の!・.昇に 6,593円と前年に比べ2.4%の増。 比べ、 6.5%滅少し21万6,914円。

より、処分差損失が滅少したた また、全邸入牛産野は6,625円て,. 1頭当たり実搾乳祉は0.1%増の

め、 843円て‘‘、 6.6%の滅。 1.9%の増。 7,347kgとなった。

物財費

飼料費 乳牛 労働費 費用合計 全算入

流通 牧草・放牧・ 償却費 生産費

飼料費 採草費

全国 8年 5,244 3,239 2,564 675 843 2,349 7,593 7、453
.. -. --. ー・・--← -- ---・ーー・.---・・.-・・ ....... -... -.. -............ 

幽―------- --- . -・ー--← ← 幽暑. --』 ・-+ +← ------- --- ---------

9年 5,154 3,092 2,385 707 903 2、338 7,492 7,384 

北海道 8年 4,667 2,761 I, 724 I ,037 828 I ,926 6、593 6,625 
・------- 響囀~ ・・・・------ -- ----- --- --- ← ~" "" ---- -------------—• -----------. . ..... --.. ------------—響•

9年 4,543 2,632 1,561 I, 071 852 I ,896 6、439 6,499 

〇 搾乳牛 1頭当たり労働時間等

労動時間 所得 実搾乳量 乳脂率

(hr) 直接労働 間接労働 （千円） (kg) (%) 

全国 8年 124.24 112. 72 11 .52 238,029 7,479 3.86 
----- ---~ ------ ＿← ー→-鳴．．雫心------- ---・・ 幽- --. -----. 尋一—- ------------------
9年 126.55 114.49 12.06 255、158 7,429 3.84 

北海道 8年 104.63 93.62 11 .0 I 216,914 7,347 3.89 
--------呵...-. ---. --- —------------ ー------- -—デー

.. -. . ........ -囀-------------
~~ -――---------

9年 107.80 96.42 11 .38 232,035 7,339 3.89 
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徳島県畜産技術協会

協会の概況

本協会は、伽崖技術名笠飴祖関係者相 lI~ の

辿絡を図り、もって畜,;~:の1板興に岱与するこ

とを H的として、平成 2年に発足しました。

会貝数は、平成 9年9H時点て77名てあり、

その構成は県職員をはじめとする公務員が大

半を占めていますが、畜廂閲係団体職且、民

間企業~t;;の畜咲技術者も加人しています。

その活動は、 tに「岳産技術」口もの配布笠

の情報提供と、地域畜尚技術活性化特別対策

・Ji業による研究会の開催てあります。

活動内容

地域畜産技術活性化特別対策事業において、

畜産技術研究会の開催をメインに畜産閲係者

の自己研鑽に努めております。内容は畜産業

界においての先端情報等を中心に輻広く取り

入れております。

平成 9年度においては、「家畜の汚水処理に

ついて」と題して畜産環撓の保全及び環境保

令型屈業の現況と将米の現場ての実践方法に

ついて研條を行いました。

今後も-ft}新の畜産技術官の研修会を通じて、

畜産技術者の連携を深め、本協会活動の強化

允実を図っていく考えて｀す。

徳島県の畜産概況

本県の畜産は、平成 8年度の粗生産額が

1,416億円て、畜産は333億円て全粗生産額の

23.5%を占め、野菜に次ぐ農業の甚幹部門と

位岡づけられています。畜種別にみると、養

競164億円 (49.4%)、乳用牛70億円 (21%)、
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肉）11'l・64i応1り (19.4%)、社豚33億円 (9.9

％）、 その他仙壻物 6T-Jj円 (0.1%) とな9

ています。このように、成阪神地域の人葡9

地を背娯に発）炎してきました。

畜産の振興方向

徳島県の缶産は、「飴祖物供給の安定化と窃

品質化」をテーマとして、 1辰躾施策を進めて

ましヽ りました。

しかしながら、畜性を取り巻く状況は1閾

輸入 (I由化、 WTO協定怜による 一府の暉

化の進展と本県においては、明石海峡大柏>/)

完成（平成10年 4月）によるぶ阪神地区直

• 四国縦貫自動{i..道整備など大消費地への°

速広域道路網の実現等による新たな状況変化

が想定されます。こうした状況変化に的崖：

対応した「豊かな岳産と安令・高品質畜産h

の供給」をテーマに平成18年度を目標としt

「煤林水産業・裳山漁村板奥基本構想・紺

部門構想」を平成 8年度に策定し、畜産の柑

興を推進しております。

徳島県畜産物のブランド化への

取り組み

本県畜産の安定的発展とイメージアップを

図るために、品質的な優位性を確保し、消9

者の本物志向を満足させる岳産物の生産揺員

とプランド確11を推進することが緊要てある

との方針のもと「阿波尾賠」、「阿波牛」、「H

波ポーク」 3銘柄の確立を図っておりぃす。

＜阿波尾鶏〉

高級蔑肉志向の高まりを踏まえ、本県狐

産試験場において地鶏をもとに作出されt翡

のてあります。牛産見の増人:!: PRにより泊9

者の評価も年を追うごとに高まり、平成8年

度の出荷羽数ては全国第 3位となっておりi

研暉 !998り濁



す．

今後、全国のトッフを rI指して4沙汎欣の増

虹、なおー附の泊伐拡大に取り組んて‘‘いき

iす。

〈阿波牛〉

諜の面ては、高い評価を得ておりますが

生産位が相対的に少ないこともあり、全国的

舷というまてには至っていないのが現状て‘

hります。

このため、平成10年度から本県繁殖和牛の

選抜改良や索牛の査質向上に取り組みますと

ともに、明石海峡大橋の間通を機に販必指定

店の設苫や各種PRイベントに取り組んてい

ざよす。

〈例波ポーク〉

本県の肉俗試験場において作出され、平成

8年度から生産が開始されておりますが、現

在は販売指定店を通じて県内中心に販売され

ております。

いずれにいたしましても、畜産物の産地間

城争は激化しており、様々な手法により銘

柄化を推進し、商品力の向 1-.に努めておりま
... 

畜産トピックス：「阿波ポーク」

利用料理コンテスト開催される。

徳島県ては、プランド豚肉を ti指して、平

成8年10月から徳島市内の販売指定店 3店舗

を皮切りに県特産プランド豚肉「阿波ポーク」

嗚 tを開始しております。販売開始,1,1初よ

惰費者からは「安価てある」「やわらかく舌

倍りが良い」等、好評を博しています。

認 1月24El徳島市内の姐，7少年センタ ー

：おいてPR活動の一哀行事として、「阿波ボ

ーク」を使った料理コンテスト （阿波ポーク

7'うンド確立対策協議会じ催）がはじめて開

俯されました。当日のコンテストに、応募総

数119 名のうち ~1::類審介を通過した，•;:j校牛や

l: 婦ら 10名が参加し、ロース、バラ、スペア

リプなどの色々な部位を使い、県産の野菜や

ユズ、そぱ米て味をまとめるなど「^夫をこら

したオリジナル料理が作られました。

出米上がった料理は、郷 l:料理＇求の鈴木研

菜さんら 7名の衛杏員が試食の 1-.、索材の牛

かし方や食味などを審森し、優秀者を表彰し

ました。

プランド確t対策協議会及び県は、今後と

も専用指定飼料の利用による一府の肉質アッ

プや県内ての年間約11ガ頭の豚生産頭数のう

ち、「阿波ボーク」の生産比率の向卜化（平成

9年度 1万頭）等を大きな H標に掲げ徳島生

まれ徳島育ちの品品質、安全て‘、安心てきる

豚肉としてプランド確吃に向け推進していま

す。 （畜産諜大西範幸）
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全国農業協同組合連合会

全農の現況

本会は昭和47年3月30Flに令購連と全販連

が合併し設寸され、今年て満26年を迎えまし

た。 JAグ）レープてある本会は、第191111(平成

3年）および第20[川（平成 6年）の全国JA大

会の決議をふまえ、現在、経済れ業の組織整

備 ・合理的ボ業方式の推進に取組んています。

今年、 10月には第 1段の組織整備として、宮

城県、鳥取県および島根県の 3経済連との合

併（統合連合組成）を予定しています。平成

12年度には半数程度の経済連との統合をめざ

しています。

畜産事業本部の概要

全農の畜I崖ボ業については市業本部制を敷

いて統一的なれ業展開を行っています。畜産

ギ業本部の本所機構および業務分担内容は以

ドのとおりとなっています。

畜産事業本部千 畜産総合対策部

畜産生産部［ 飼料畜産中央研究所

家畜衛生研究所

飼料部

畜産販売部［ 畜産センター（中央、
中京、近畿、九州）
中央鶏卵センター

酪農部

この他、札幌、東京、名古吊、大阪および

福岡市に支所を配置し、右記の業務を行って

います。
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畜産事業の概要

輸入畜産物の増大によって、国内畜産生産

碁盤が縮小してきています。中小規模農家層

を多く抱える系統震協においては、特に生産

碁盤の縮小が大きくなっています。このり、

系統生産甚盤の維持・確保をはかるために、

①生産査材価格の低減化、②低コスト生産枝

術の開発・普及、 ③消抒者ニーズに対応しt:

安全な国産畜産物生産と供給を甚本に、船産

にとって避けてとおれない課題てある「ふん

尿処理対策」を含めた環境保全型農業の推追

等に取組んて い`るところてす。

皆様方のこ‘‘指尊、ご協力を賜りますよう 1:

お願い申しあげます。

部名 業務内容

畜産総合対策部 1畜産事業本部の総合・講整業務、

1農政対策等

畜産生産面 畜産資材（配合飼料、素畜等）の

供給推進、畜産技術の開発・贅及

，・指導等

飼料部 ピ戸、配合飼料原料のい

畜産販売部 食肉、鶉卵、副産物、加工品の爾

売等

酪農部 生乳・乳製品等の集荷・販売、爵

給調整等

（畜産総合対策部統轄課審査役 平井秀位）

“技術 1998年5月り



技術協力 ヽ
議先祁）jがこ:・'邸になる本”‘し：て途 1-.[[jの経験 いうのが 1じ直なところてあろう。

をもたない名・が技術協）」をム々するのは、い また、 JICAや外務省は、従米から協力を行

ささか気が引けるが、杓造の戯占としてJillい ってきたアセアンからアフリカヘのシフトを

ていただきたい。 鋭慈進めており、 r・ 克削滅の圧）Jを逆に利用

昨年、 ODAf-党の10%削減は人＾いに新聞を してこのシフトを推し進めようとする動きが

馳したので知らない人は少ないと、也、うが、ある。畜産の場合、アフリカヘの派迫はこれ

こと俗産に llを向けると、途 I・.国の仰屯に対 まて‘協力隊がほとんどてあり、アセアンと比

するニーズを反映して案件の採択が進んてき 較するとその梢報位は匹泥の差がある。

ている。昭和60年まては数件てあった伽屯プ 今後における我が国の缶産協力は、ますま

ロジェクト数は、昭和61年に 11件となり、地 す拡大していく可能性があるが、そのために

近ては、 15件にまてなっている。単純に叶党 は解決しなければならない問題がいくつかあ

すると、通常 1つのプロジェクトは 5年間の ろう。その一つは、人材の集積の問題て、そ

訊て策定されるため、 15件のフロジェクト れぞれの協力を支える根幹とも呂うべき人材

改を維持していくためには、 1rj年 3プロジェ を積極的に開発していく必要がある。泄の中

クトの新規安件を採択していかなければなら には優秀な技術者は結構いるが、途.l・.[EIて‘即

ない。正直にパって、これは相‘り骨が折れる。活躍てきる人材は非常に限られている。言莱

R林水産分野ては後発て‘｀ある f.iI屯が‘屎件数 の問題、幅広い技術）J、児文化への順応性な

が増やすためには、先発て‘、ある水産、林野、 ど全てを兼ね備えた人材はそういるものては

ばなどの枠を喰って仲びていかなければな ないため、こうした人材を開発していくこと

うない。こうした先発組は、 ＇社くから海外に が屯要てあり、国の職員ては対応てきない分

廿を向け途 I・.国の大イ史館や政府部内に職且を 野も増えてきていることから、特に用要な諜

送り込んており、国内の人·~ ローテーション 題てあろう。二つ [Iは、情報の集梢てある。

這結させている。案件の採択ては、そうし 要泊されている＇呆件を見極めるためには、あ

たパイプを I・ こ分に活用して相手国政府に働 らゆる国について背報の収集に努める必要が

さかけJICAや外務省との協議をイi利に連ん ある。三つ［］は、こうした梢報を活JI]した協

ている。俗産て‘｀も、近年になって、こうした ）］方針というものを作り、そういった方針に

ボストの if(要性に鑑み、帝,if間発アドバイザ 入しづいて最も効率的効米的な畜1危協力とは何

ーを途 I・国政府に送り込むことに齢大限の努 かを見極め、途 J-.国政府や外務省 ・JICAをそ

)Jをしてきた。ただ、品近ては、 ODAf・ti削 の気にさせる努）Jというものが今後必要にな

減の影響は f想外に大きく、そのアドバイザ っていくとみられる。

ーについてもなかなか採択にならないような 先人の努）Jによって、 f.i産協力は尖に様々

翻にある。海外経験とある）jからお分かり な地域や分野に及ぶようになっており、人と

這うが、海外ては；；ど業に占める f,注tのウェ 人のつながりは tU:界中に及んて｀いる。私たち

イトは非常に，：●：jい。このため、甘注店アドバイ に課せられた使命は、こうしたつながりやこ

ザーについての要聞は絶えることはないが、 れまて培ったノウハウを絶やさないように海

これまて [I本の協力があまり人っていないよ 外の岳廂技術協力を推辿し、途」．．国に本‘りに

I うなIf」からの要訥が多い。そういったJflに関 忍ばれる協力を効米的に実施て‘｀きるような体

しては、 ti';-報屈がかなりイ涅しており、人を 制づくりを進めていくことが大切てあろう。

i譴する側としてはなかなか了を 出せないと (NON) 

---------- -
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地方だより

[ii,11m 
畜産研究所総合研究棟の完成

本県では、国際化に対応した畜

産経営の体質強化を図るため、平

成 5年度から畜産研究所の施設整

備を進めてきたが、念願であった

総合研究棟が 3月末完成した。

総合研究棟は、 4つの実験室（細

胞操作・微生物・品質評価• 生体

機能）と情報管理室を備えている。

これによりこれまで整備してき

た各種実験棟と一体的な活用を図

り、より高度な研究を推進するた

めの基盤が整ったことになる。

今後は、これら施設の活用によ

り、パイオテクノロジーやメカト

ロニクス等の先端技術を駆使し、

優良家畜の造成や自動環境制御・

省力管理システムの開発による生

産コストの低減を目指した家畜生

産管理技術の確立を図って行く。

特に、環境対策に重点を置き、

都市と共存する都市型畜産を推進

している本県にとって、総合研究

棟と環境保全実験棟（人工気象室）

等を使っての都市型畜舎の確立に

は、大きな期待が寄せられている。

（畜産課小島信男）

虹
つ 「奥美濃古地鶏」の取り組みに

ついて

「奥美濃古地鵠」は、特色ある

鶏卵や鶏肉を生産する地域特産賤

として、平成 4 年 3 月に命名• 発

表以来早くも 6年が経過しました。

発表後、同年 7月には、養鶏関係

団体等を会員とする「奥美濃古地

鶏普及推進協議会」が発足し、そ
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の普及宣伝活動を積極的に展開す

るとともに、肉用魏では、肉質の

良さが認められたこともあり、生

産羽数は年々伸び、平成 9年度に

約14万羽の生産が見込まれ、平成

10年度に約23万羽の生産計画とな

っています。

この中で、武芸川町では、「奥美

濃古地鶉」を活用して町の活性化

に取り組むこととなりました。同

町の商工会が中心になり、「奥美濃

古地鶏」の飼育場の建設を行い、

昨年の 10月に完成しました。

同飼育場は、370m'の平飼い鶏舎

に990m'の運動場を備えたもので、

1回に3000羽を年 4回飼育の予定

となっています。当分の間は、 45

日令のひなを導入して90日まで飼

育します。

商工会では、この自前の「奥美

濃古地鶉」を活用した町の特産品

づくりに荒手しており、県内外へ

の販売を目指しています。

岐阜県養鶏試験場では、「奥美濃

古地鵠」の改良を育種研究の大き

な柱と位置づけ、今後も、積極的

に取り組む方針です。

（養鶏試験場山田義武）

び分巫〕
つ畜産試験場「ふれあい牧場」の

オーブン

大分県畜産試験場では、平成 9

年 4月に創立90周年記念事業とし

て「ふれあい牧場」をオープンし

ました。これは、家畜や自然（．．

れあうことを通じて、多〈 IJ)-g

県民の方々に、畜産や試験場を与

解していただくため、帥日荏

し協会の助成を得て創設され臣

のです

「ふれあい牧場」の中心叫

I. 5haの広々とした公園があり、て

の中には、やぎ、ウサギ等の小§

畜とのふれあいの場や、アスレ；

ック遊具、展望台のあるレス ト

ウスがあって、人気をよんでけ

す。 また、公園から森林を抜It,

神秘的な「彦太郎池」に通じるI.:

kmの遊歩道もあります。

オープン後は、土日を中心I:棗

族連れで賑わい、多くの方か月

を満喫しています 特に、当恥

I 

久住連山のふところに抱かれt注

好のロケーションの中にあり、； ； 〖
I. 

ッコウの鳴き声や、思いがけなし

ところで山烏やキツネの敬歩［：

くわすこともあって、都市部の云 IH

場者の評判も上々です。行楽シー

ズンに行ったアンケート日査で1i

「自然のすばらしさ」、「広々と v

た緑の公園」がよい、という~~

が多数を占めました。

また、「ふれあい牧場」には、：

ミ箱を置いていません。美しいE

然を守り、ゴミは持ち帰ってい~:

だくためです。来場者には、こり

ことを理解していただき、行知

ーズンでも清掃の必要がないilt

でした。当場の職員もこれを見t
い、「たばこのポイ捨て禁止1

動」、「月 1回の環境美化運位」；；

に取り組んでいます

日本一の種雄牛「糸福号」の[

学もできますので、大分へお且“

の際は、ぜひお立ち寄り〈ださl

（畜産試験場安部郎

&, 名技術
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畜 産 局

” 

畜

局長

審議官（兼）

参事官（兼）

政 課

課長

調査官

課長補佐（総括・総務）

（［叫際）

（庶務）

（人事）

（管理）

（予算経理）

畜産総合対策室長

課長補佐（企画）

畜産振興推進室長

課長補佐（計画指導）

（事業団管理）

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 

II 

中
＇
竹

須男

中美

（欠）

監査官

企画官

（家畜生産課畜産専門指導官）（兼）

（自給飼料課種苗検査官）（兼）

（自給飼料課計両官）（兼）

畜 産 経 営 課

課長

課長補佐（総括・総務）

（庶務）

（経常指導）

（経常資金）

（畜産振興資金）

” 
＂ 
＂ 
＂ 

木

池

部

山

本

籠

田

本

谷

梅

大

金

米

武

加

浅

占

新

北

長

西

山

堂

山

瀧

林

金

句

伊

刹

ー

、

i

津

原

丸

田

井

藤

見

山

子

村

田

谷

井

佐

上

準

知

康

勝

克

忠

大

雅

言＇ー

秀

拓

昌

政

秀

永

姫

三

武

清

雄

晴

じ

犬

犬

紀

安

史

猛

助

之

陸

勇

雄

実

志

史

彦

彦

大

美

尚

猛

孝

食

課長補佐（研究研修）

（地域振輿）

畜産環境対策室長

課長補佐（環境企両）

（環境保全）

研修指袢官 石

穴

（兼畜政課） 本

畜産専門指導官 冨

（牛乳乳製品課畜産専門指導官）（兼）馬

牛乳乳製品課

課長

乳製品調整官

課長補佐（総括・総務）

（価格調査）

（需給）

（貿易）

（生乳）

（乳業）

II 

＂ 
II 

II 

＂ 
企画官

（自給飼料諜種苗検査官）（兼）

（競馬監脅課競馬監粁官）（兼）

吉

菊

木

川

小

肉

課長

食肉調整官

課長補佐（総括・総務）

（価格調杏）

（食肉需給）

（食肉流通）

（素畜価格流通）

澤卵食島）

畜産専門指導官

II 

II 

II 

” 
＂ 

II 

＂ 

鶏 卵 課

井

田

渡

小

津

地

下

島

森

井

澤

多

澤

場

出

原

沿

林

井

林

嶋

田

苗
曰

辻

島

釘

酒

小

中

木

山

森

田

藤

島

矢
鼓

町

清

植

富

鈴

沖

伊

梶

太

田

家

村

田

木

榮

艮

俊

栄

法

博

令

智

郎

作

子

英

子

高

久

ロヒ

宗

普

道

高

洋

博

弥

宏

博

勝

英

悌

育

浩

剛

達

條

雄

文

行

生

夫

文

豊

誠

茂

薫

弘

貴

明

稔

稔

幸

繭

也

稚裕

喜美雄
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家 畜 生 産 課

課長

課長補佐（総括・総務）

（牧場整備）

（乳牛）

（肉畜振興）

（馬事振典）

（養鶉）

（衛生課家畜衛生指導官）（兼）

（動物検疫所成田支所主任検疫官）（兼）

生産技術室長

課長補佐（技術企画） 野

（技術振興） 高

首席畜産専門指辺官 伊地知

畜産専門指導官 加

（兼畜政課）瀧

＂ 
” 
” 
II 

＂ 

西

梅

横

礎

原

菅

大

本

谷

島

田

＂ 
橋

” 
流 通

＂ 
＂ 

飼 料 課

課長

課長補佐（総括 ・総務）

（庶務）

（業務）

（需給） 小

（価格） 立

（品質改善） 露

畜産専門指導官 亀

飼料衛生指導官（兼衛生諜）

安全性評価専門官（兼衛生課）中

男

廣

保

男

夫

三

幸

明

杉

藤

斐

矢

倉

元

遠

甲

上

” 
” 
＂ 

自 給

＂ 
＂ 
” 
II 

＂ 
” 

飼

” 
” 

料 課

課長

課長補佐（総括 ・総務）

（庶務） 大

（草地開発事業第 1)金

(II 第2)廣

（環境整備） 松

（自給飼料計画） 布

（自給飼料振興） 鈴

草地開発計画推進室長 坂

課長補佐（草地開発計画調整）岩

草地改良指＃官 山

溝

藤

門

山

尾

坪

山

貝

田

野

島

田

n
 田

藤

本

石 稚

英

鴫忠

（欠）

村充

我

谷

崎

内

谷

濱

本

野

木

本

波

中

上

原

吉

文

政

英

幸

照

光

康

英

富

博

俊

和

昌

昭

順

誠

雅

弘

廣

秀

芳

清

博

秀

壽

道

直

誓

金

昭

明

広

子

幸

雄

人

地 弘

政

彦

彦

男

也

裕

敏

裔

男

茂

保

夫

勉

秀

紀

隆

徹

文

生

幸

次

英

衛

芍地改良指lll,'白 奥

種苗検森官（兼畜政課） 林

（兼牛乳乳製品諜）中

計画官（兼楕造改善局） 武

（兼畜政課） 金

競

II 

＂ 

馬

＂ 
II 

＂ 
＂ 

” 
＂ 
” 
II 

” 
” 

生

課長

国際衛生調整官

課長補佐（総括・総務）

（庶務）

（国際防疫）

課長補佐（保健衛生）

（獣医：•J)

（国内防疫）

薬市室長

課長補佐（薬事第 1)

課長補佐（薬事第 2)

（監視指導）

家畜衛生指導官

矢ヶ崎

吉村

境

桑

筒

伏

小

大

大

高

桶

濱

石

渕

（兼家畜生産謀）本

家畜防疫専門官 大

（流通飼科課安全性評価専門官）（兼）中

（動物医薬品検査所主任検査官）（兼）石

（動物検疫所主任検疫官）（兼） 角

（動物検疫所主任検疫官）（兼） 根

（動物検疫所主任検疫官）（兼） 増

＂ 
＂ 

＂ 
＂ 

＂ 

” 
” 

監 査

課

課

課長

課長補佐（総括 ・総務）

（庶務）

（公正）

（中央）

（地方）（兼）

首席競馬監督官

競馬監督官

山

引

野

西

大

引

塩

筍

田

子

原

片

兄

野

塚

森

橋

谷

本

Jil 

上

田

友

村

原

田

城

田

田

地

間

塚

野

地

田

+] 
田

長

古

松

古

佐

岡

天

瀬

林

本

田

津

雄

秀

忠

史

政

菊

隆

明

彦

戊

八

夫

夫

朗

人

智

之

康

子

広
和

俊

啓

哲

誠

伸

美

良

修

清

佐

光

浩

充

好

隆

博

真

條

和

義

修

高

和

士

也

男

幸

毛

幸

男

仁

則

人

路

明

也

悟

志

藤

和

博

明

忠

夫

博

志

孝

剛

久
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競馬監1'1-n・('「乳乳製品諜）木杓Ill

家畜改良センター

＂ 
所長

企画調整宅長

総務部長

技術部長

統括牛産技術調整ff

新冠牧場長

次k

十勝牧場k

次li

奥材牧場l<

次長

岩手牧場lと

次K

沃城牧場比

反野牧場長

岡崎牧場長

次長

兵庫牧場長

島取牧場K

熊本牧場長

宮崎牧場k

次長

＂ 

＂ 

＂ 

II 

納
L

・'

.~I 

＂ 

＂ 
動 物 検

所長

総務部長

検疫部長

成田支所k

名古屋支所此

関西空港支所長

神戸支所k

門司支所長

沖縄支所k

動物医薬品検査所

所長

検査第一部長

検査第二部技

農 産 園

疫

芸

所

局

札9見肥飼料検介所長

信

栗

山

新

ド

佐

，

＂

鵜

t
紐

f
松

品

板

武

山

岡

梶

藤

宕

大

樺

藤

西

田

占

川

須

藤

赤

品

大

福

平

田

固

本

1

山

ヤ

藤

木

飼

田

川

田

原

＾

い

原

岡

本

本

並

岡
．
JC

橋

山

井

野

日

田

崎

水

本

瓶

松

前

所

UI 

中

,M

共

束

正

乙

忠

昭

武

佑

停

敏

宏

晩

義

逹

芳

翌

周

勝

洋

大

公

和

洋

逹

逹

市

"ヽ'ヽ

秋

紀

史

明

亜

隆

火

昭

9
r

宗

犬

芙

範

＃

輔

犬

武

雄

”

弘

肱

二

彦

吉

博

樹

明

正

裕

男

彦

蔵

雄

犬

次

仙台肥創料検和祈長

束）;,;i把伽l序+中灸1.trfr長

次長

名古吊肥飼料検介所長

人阪肥飼料検介所長

札枷l肥飼料検*'所長

農林水産技術会議

会長

・h務閲長

研究総務'(,;

II 

総務ぶ長

企画調杏、渫K

連絡調整諜此

閑境研究推進室長

研究開発課長

先端産業技術研究諜此

民間研究推進室長

地域研究飯興課長

国際研究諜長

粒備諜長

竹席研究管理官

研究管理宜

畜 産

II 

II 

＂ 
研究開発宜

＂ 
” 

竹席研究調杏官

研究調査宜

＂ 
筑波 'I~務所此

次長II 

試 験

場長

企画調柊部長

総務部長

行種部長

繁殖部北

生理部長

栄投部長

場

： 

小

武,,, 
ィ，

設

松

六

人

伊

門

拓

小

内

保

毛

藤

巻

村

野

井

木

田

溝

田

多

々

丸

熊

t
染

南

森

横

新

伍

佐

八

忍

古

宮

佑

窪

高

山

Ul 

山
1

1

―

大

大

瑕

小

田

約

川

“

村

川

邊

本

佑

中

森

藤

脇

植

林

山

本

吊

波

田

u 

F

L

池

石

吊

堤

辺

ff 

i't 

栢 !'.!Ii

文火

條 て

洋・・!'.!Ii 

禾II

昭

作衛

容人郎

守

彦

）じ

泰

兄

邦

没

憧

清

利

英

利

健

閑

光

保

啓

秀

俊

昭

宜

紘

良

L
榮

孝

兆

恭

明

滅

成

昭

昭

生

博

雄

隆

lE
介

雄

一

悼

之

JE

進

弘

志

雄

由

平

忍
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加上部長

飼養環境部長

家畜衛生試験場

場長

企画連絡室長

総務部長

競病研究官

放牧病研究官

細菌 • 寄生虫病研究部長

ウイルス病研究部長

病態研究部長

生体防御研究部長

総合診断研究部長

海外病研究部長

飼料安全性研究部長

製剤研究部長

北海道支場長

九州支場長

草 地 試 験 場

場長

企画連絡室長

総務部長

飼料資源研究官

草地生産基盤部長

生態部長

育種部長

環境部長

飼料生産利用部長

放牧利用部長

山地支場長

農巣生物資源研究所

遺伝資源第二部長

農叢研究センター

プロジェクト研究第 6チーム長生

農 槃 試 場

北海道展業試験場長

次長

畜産部長

草地部長

＂ 
II 

＂ 

験

中

伊

柏

寺

大

湯

徳

山

H

石

関

南

難

元

片

藤

崎

門

野

浅
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原

野
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波

井
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村
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小
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佐
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島
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井

川

水

嶋

原

藤

川

川

畑

雲

田

田

下

上

博

誠

圭

修

孝

清

賢

哲

功

殴

康

太

晴

利

英

康

康

稔

守

致

造

襄
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之
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子

男
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畜産部長
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九州塁業試験場長
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畜産部長

草地部長

地

東北煤政局生産流通部次長

畜産課長

聞東農政局企画調整室長

畜産課長

東海農政局次長

生産流通部次長

畜産課長

北陸農政局畜産課長

近畿農政局畜産課長

中国四国農政局畜産課長

九州裳政局長

生産流通部長

畜産課長

総

北

方

＂ 
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II 
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農

理
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沖縄開発庁畜産課長

海

政

酪農畜産課長

参事

課長補佐

” 

局

府

【都道府県】

道

新得斎産試験場長

滝川

石狩家畜保健衛生所長
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r

'

．．
 
，ヽ

山

宮

鈴

津

木

重

大

鈴

菱

木

白

雄

介

雄

允

雄

宏

春

皐

時

孝

棟

矩

紘

岡

吉

竹

井

滝

小

オ

佐

吉

竹

大

清

小

横

島

谷

谷

岩

村

田

野

尾

上

田

田

味

本

島

木

曲

村

部

松

林

木

沼

村

岩

沢

林

川

藤

川

林

西

水

川

田

征

政

正

邦

正

陽

紘

洋

成

元

俊

喜

英

夫

修

忠

道

進

機

治

孝

義

淮

質

郎

郎

夫

生公

和

喜久男

仁士
旦、c.,

弘

男

毅

治

英

造

典

畠 房

留

厘

良

宏

蔵

孝

個

彦

之

武
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渡島家畜保健衛,,~所長

桧l」l

後志

空知

」・.JII 

留萌

宗谷

紺走

胆飯

「）高

I・ 勝

釧路

根室

青 森

畜産諜長

畜産指遵監

諜長補佐

＂ 

＂ 

II 

II 

＂ 
＂ 
II 

II 

II 

＂ 
” 
II 

＂ 
＂ 

県

畜長試験場長

畜産試験場森田支場長

五戸

存森家畜保健衛生所長

弘前

八戸

I・ 和田

＂ 

•“, 
・白・

むつ

木造

＂ 
II 

＂ 
＂ 
＂ 

松

浜

浪

iJI 

深

宇

、・-
呂

畠

, ;';j 

細

三 t

高橋

米内山

石

山

野

小山田

柴

久

藤

岩 手 県

斎産課長

諜長補佐（畜政）

諜長補佐（振興）

諜長補佐（畜産）

t手県，，業研究センター占産研究所及
t手県t烹研究センクー外山省産妍究産K

種山牧野れ務所長

盛岡家岳保健衛生所長

水沢

久慈

二戸

＂ 
II 

II 

ド
佐
谷
沼
•

c
I
 

#tlfi
帷

｛呂 城

岳産課長

県

大

田

崎

赳

FL 

沢

Jr 
谷

山

橋

Jil 

井

n
呂

田

保

沼

仙北

島川

馬場

新柑敷

小剛

中,t

田

菊

樋澤

新渡戸

行原

地

藤

地

尻

橋

盛

f

野

敬

姑

1.
,．
 

↓' 

方

捷

良

1

祐

秀

之

仔

史

久

犬

健

雄

男

郎

郎

樹

男

久

志

一

八

喜

｛

品

英

俊

信

秀

幸

昌

真

尚

8/j 
● "ヽ

消

正

友

好

弘

彰

洋

賢

剛

d

裕

政

明

繁

灯

彦

ャ

昭

健

昭

明

彦

志

治

秋

明

芳

仁

一

罪

籾

沢

興

山

店政部技術MIJ 参 •Ji

品I]参・Ji兼技術補佐

副参：l~ 兼諜反補佐

技術副参：lり兼技術補佐

技術補佐

秋

＂ 

II 

技術参ボ兼岳/it試験場此

大河原家岳保健衛生所長

仙台

,1iJII 

迫

畜産諜長 加買辰

キ＿席諜長補佐（総務） 加藤次

（企画・経常） fJI i I 苦

諜長補佐( II ) 菅原まり

( II ) 石 塚条

{: 席諜長補佐（経済） 利 部

諜k補佑 (II) 佐藤

(//)佐

主席諜長補佐（家畜改良） IUF 

諜長補佐( II ) 進

七席諜長補佐（衛生） 佐

諜長補佐 (II)

(/I) 

主席諜長補佐（飼料開発）

諜長補佐 ( II ) 

岳産試験場長

北部家畜保健衛生所長

中央家畜保健衛生所長

南部家畜保健衛生所及

＂ 

II 

＂ 

形

畜産諜長

諜長補佐

＂ 

＂ 

田

＂ 

技術補佐

＂ 
＂ 
＂ 

II 

＂ 

県

県

農業研究研i1多センター副総長

吼豚試験場K

中央＇求畜保健衛生所長

11:C: I・. 

置賜

荘

秀

1/J',j 

浅

西田

氏家

佐々木

人橋

沖

中寸

橋

谷

大

, (:j 

ー

，

0

介

P

、
’
ぃ
由

野

藤

藤

峨

木

藤

＊

々

嵯

鈴

佐

佐

金

伊

牧

太

斎

名

結

小

須

佐

西

小

蘇

大

藤

西

藤

田

藤

和

城

田

藤

藤

坂

松

武

場

兜

俊

安

泊

良

義

邦

勝

征

勇

孝

直

林

公

忠

義

格

富

太

宏

信

進

公

文

秀

正

尚

明

雄

大

＂

戊

明

悦

佑

郎

似

火

男

f
次

犬

喜

樹

健

治

裕

篤

q

火

郎

郎

男

牌

彰

進

平

也

嗣

名

昭
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庄内家畜保健衛生所長

福 島 県

参事兼畜産課長

主幹兼課長補佐（総務）

主幹兼課長補佐（業務）

主幹兼課長補佐（業務）

畜産試験場長

畜産試験場沼尻支場長

蓑鵠試験場長

県北家畜保健衛生所長

県中

県南

会津

相双

いわき

茨 城

＂ 
II 

＂ 
＂ 
＂ 

県

風

佐

菅

水

島

坂

阿

高

早

藤

高

渡

加

佐

間

藤

野

谷

崎

本

部

宮

川

原

橋

辺

藤

藤

畜産課長 栗

技佐（試験研究体制整備） 石

技佐（経営草地） 吉

課長補佐（事務総括） 綿

（技術総括） 小

（中小家畜・環境）吉

（経営草地） 市

（大家畜飼料） 大

主査（家畜衛生） 篠

畜産試験場長 黒

山間地支場長 大

養豚試験場長 満岡

養鶉 /I 岩下

県北家畜保健衛生所長 児矢野

鹿行 /I 川上

県南 II 久池井

県西 /I 桔梗

県北総合事務所畜産振興課長矢

鹿行 /I 広

県南 /I 花

県西 /I 飯

原

坂

田

＂ 
＂ 
” 

弓I

JII 

沢

村

II 田

崎

岩

” 沢

栃 木 県

畜産課長

主幹

課長補佐（事務）

植

加

佐

ロ
木

枝

田

木

藤

藤

洋

繁

孝

消

洋

三

三

犬

房

輝

雄

平

郎

八

昌

爬

恒

忠

秀

敏

捷

喜

善

弘

博

邦

之

雄

徹

暉

＾
ょ
只
ぬ
量
，
贔
＇
り
＂
い
り
員

h"f.H
月
下
1
』‘’》

•

―

ー

•
d

』
、

’
.
l
i

、•. 
i

,

．‘,． 

野

三

矢

男

敏

也

憲

吾

康

夫

三

美

松

博

友
保

光

彰

勝

佳

慎

武

卓

霙

奈

繁

清

省

栄

宏

哲

保

洋

長

政

勝

照

保

智

徳

史

則

右

彦

昭

良

彦

夫

久

睦

課長補佐（技術）

畜産試験場長

酪煤試験場長

技幹兼南那須育成牧場長

家畜衛生研究所長

宇都宮家畜保健衛生所長

栃木

氏家

西那須

群 馬

畜産課長

次長 ('Ii)

(II) 

II (技）

経営流通係長

酪農肉牛係長

養豚袋憩係長

家畜衛生係長

畜産環境係長

飼料牧野係長

基盤整備係長

畜試整備係長

中部家畜保健衛生所長

西部

吾妻

利根

東部

家畜衛生研究所長

畜産試験場長

浅間家畜育成牧場長

埼

II 

玉

II 

JI 

” 
” 
＂ 
＂ 

” 
県

県

展芸畜産課長

主席主幹

副参事

主幹（技術）

大宮家斎保健衛生所長

川越

龍谷

杉戸

畜産センター所長

秩父高原牧場長

家畜衛生対策室長

” 
” 
＂ 

山

藤

部

上

沼

良

郷

横

藤

叶

奈

井

鯉

反

清

本

小

矢

水

木

林

端

地

米苫

山

岸

鈴

山

小

長

細

多

有

羽

椎

相

悴

広

山

小

n
田

間

塚

田

田

町

田

木

田

野

坂

野

胡

本

島

名

川

田

田

本

間

友

島

峯

藤

矢

野

近

大

佐

大

原

逸

藤

高

見

幸

和

好

光

紀

輝

功

隆

健

道

武

達

吉

利

重

好

輝

長

和

勇

浩

滋

清

浩

卓

秦

俊

義

明

志

繁

夫

男

夫

一

次

幸

蒋

生

久

男

雄

明

実

義

盛

史

道

夫

久

也

寿

忠

親

正

千

文

男

久

勇

史

二

夫

則

策

健

博

臣
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主幹 漆 畑 憑

千 葉 県

、求畜病性鑑定所長

大野111乳牛育成牧場長

畜産渫長

主幹・企両調整班

t幹兼伯兄哀境整備奎長

主幹・流通経済班

主幹•生産販典班

主幹（家岳衛生）

諜長補佐 (·i~務）

諜長補佐（技術）

副主幹・ (j給飼料班

副主幹・流通経済班

畜産センター技

技監

次k

酪農試験場技

淡豚試験場長

養痢,ii¥験場長

主幹

嶺岡乳牛試験場長

乳牛育成牧場長

家畜衛牛研究所長

中央家畜保健衛生所長

東部

南部

北部

東 京

II 

神 奈 JI I 

II 

II 

＂ 
＂ 
＂ 

II 

II 

II 

岡

橋

邊

田

村

岡

＾

れ

田

本

原

徳

渡

伊

池

吉

本

F
山

内

鶴

米

筍

山

宮

松

斉

品

佐

藤

三

松

古

岩

桐

布

岡

施

都

農芸畜廂；，屎長

畜産試験場長

三宅分場長

家畜保健衛生所長

県

裕産諜長

諜長代岬 <'l~務）

（技術）

(//) 

畜産研究所此

東部家岳衛生所長

湘南

県央

足柄

秋

斉

合

川

部

藤

田

田

藤

山

藤

城

上

添

吊

田

元

藤

田

西

石

榎

成

小

太

古

吉

小山田

林

患

井

島

田

田

田

兌

純

n 

昭

fu
則

義

勝

悦

強

延儀

浦二郎

耕 E..

公

沿

英

美

頴

党

紘

篤

李

之

昭

政

淑

信

凱

成

健

洋

洋

義

一

．

瑞

隆

郎

静

也

犬

視

利

丸

明

d

亮

俊

人

司

司

彦

久

喜

幸

條

昭

男

久

犬

志

滋

山

俗産諜li

技術指荘監

諜K補佐($務）

（技術）＂ 
(II)  

畜産試験場長

酪煤試験場長

八ヶ岳牧場長

東部家斎保健衛'1--Ji紆参'11・所長

西部家畜保健衛生所長

長

II 

岳産諜長

技術専門幹兼衛生係反

諜北補佐

＂ 
＂ 
＂ 
” 

伊那

飯Ill

松本

長野

静

梨

野

畜産試験場長

佐久家畜保健衛生所長

上田 ＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 

県

県

沖

Ji 

Ill 

塚

岡 県

煤林水産部次長（畜産担-~)

畜産振興室長

家畜衛生室長

畜産試験場長

中小＇求畜試験場長

家畜衛生研究所長

束部家畜保健衛佃縁

麻上

中部

中述

西部

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 

,{j 

河

岱

田

i't 

本田

小宮山

小

品

UI 

有

小

根

白

川

命

萩

三

荻

西

宮

吉

井

松

片

野

藤

中

志

院 ..,・J 

忠

J 11 

橋

田

元

山

岸

石

手

井

原

井

原

村

脇

沢

n
尾

ITI
田

山

元

尼

内

岡

保

之

久

内

望

中

奥

溝

相

秋

樫

竹

辻

寸

月

木

日

稚

炎

昭

滅

和

年

年

忠

勝

達

武

誠

芳

角

義

正

正

輝

直

又

恒

博

義

輝

彦

俊

男

也

男

和

恒

定

峻

広

政

知

彦

司

久

夫

宏

明

平

義

雄

晃

樹

雄

久

二

昭

譲

郎

徹

明

紘

英

進

明

孝
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新 潟 県

畜産課長 五郎谷

課長補佐 加藤

課長補佐 権平

農業総合研究所畜産研究センター所長 ,Jヽ 直り

種豚改良センター所長 帷子

妙法育成牧場長 五十嵐

中央家畜保健衛生所長 遠藤

中央家畜保健衛生所佐渡支所長若 林

ド越家畜保健衛生所長 熊倉

中越家畜保健衛生所長 遠藤

上越 II 五十嵐

富 山

畜産課長

主幹

課長代理

” 
畜産試験場長

東部家畜保健衛生所長

西部

川

太

車

久

佐

大

澤

石 JI I 

＂ 

県

県

次長兼畜産諜長

畜産課担当課長

課参事

” 
斎産総合センター所長

能登畜産センタ ー所長

南部家畜保健衛生所長

北部

福 井

” 
” 

” 

高

竹

舟

県

大

角

宮

吉

立

畜産課長

部課長（食肉流通施設）

課参事（畜産企画）

課長補佐

主任（経営支援グループ）

（生産振興グループ）

（衛生 ・草地グループ）山

畜産試験場長 多

家畜保健衛生所長 人

奥越高原牧場長

新

吉

松

松

高

坂

加 藤 武
q

ーrl 

岡

渕

田

保

伯

野

藪

田

田

浦

井

内

木

谷

野

宮

尾

岸

井

崎

田

嶋

崎

克

博

昭

慎

恭

光

紘

勝昭

喜久次

嘉

晏

博

嘉

芳

清

渥

政

幸

凱

久

圭

郁

昭

憲

二

祥

弘

雄

功

哉

介

伸

久

昇

司

文

彦

昭

勝

範

之

人

雄

治

平

理

男

夫

郎

二

実

雄

治

市

務

勉

則

仁

浩

岐

畜産課長 三 徳

競馬管理監 日下部

管理監兼総括諜長補佐 吉村

総括技術諜長補佐 辻

畜産試験場長 水

知事公室技術参県兼肉用牛試験場長中

餐競試験場長 大

晨政部技術参哨兼岐阜家畜保健衛生所長 り艮

西濃家畜保健衛生所長 富

中i農 II 栗

束濃

飛騨

愛

徹南牧場艮

阜

畜産課長 木

主幹（環境整備） 皆

（企画 ・調整） 水

課長補佐（庶務 ・調整） 森

（畜政 ・草地飼料）河

（家斎衛生 ・養鶏）鹿

（肉畜 ・酪煤） 廣

農業総合試験場

畜産研究所長

養競研究所長

畜産総合センタ ー所長

種鶉場長

段戸山牧場長

尾張家畜保健衛生所長

知多

西三河

加茂

設楽

東三河

＂ 

II 

” 
” 

＂ 

知

重

＂ 
” 

＂ 
” 
＂ 
＂ 
＂ 

県

県

県

牒芸畜産振典課長

家畜衛生対策室長

副参事

主幹

農業技術センタ ー畜産部長

園

北

片

糸

神

渡

長

鈴

小

岡

吉

松

加

加

野

丸

坪

部

松

本

部

村

口

戸

月

合

田

瀬

輝

四十四

義雄

信広

和信

拓

彦

治

止

n．．
 

｛
 

J
 

J
c
 r
 

洋

f
修

篤

倉

村

田

本

藤

藤

正

訓

廣

義

洋

講

薙

暉

匡

司

男

史

甚

男 耐
h

、.t.
9
T
,．．
 
‘' 

高橋昭彦

村山 雅

橋端堅次郎

梅澤吉孝

中義昭

岡宏

崎晴

昌

田

谷

邊

内

木 金

治

光

稚

雄

宏

浩

光

犬

喜

満

元

普

幸

譲

久

年

信
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北勢家畜保健衛生所長 石

中央 II 野

南勢 II 林

中央家畜保健衛牛所伊買支所長中

紀州家畜保健衛生所長 渡

滋 賀 県

農政水光部t監（食肉流通機
構整備推進室長 ti務取扱）

II 枝監（畜産課長事務取扱）

課長補佐

技術補佐

室長補佐

畜産技術振興センター所長

次長” 
家畜保健衛生所長

京 都

畜産課長

II 主幹

課長補佐兼畜産係長

兼経営係長

兼家畜衛生係長

畜産研究所長

碇高原総合牧場長

中央家畜保健衛生所長

南丹

中丹

丹後

＂ 
II 

長谷川

加

原

池

大 阪 府

II 

” 
” 
” 

府

農の振興整備室長

課長（経営指導担当）

参事

室長代理

主幹

農林技術センター畜産部長

能勢種畜場長

北部家畜保健衛生所長

南部

病性鑑定室長

兵 庫

畜産課長

副課長

県

田

正

奥

但

占

森

冨

向

溝

地

岡

中

石

藤

吉

藤

本

南

濱

中

松

藤

小

楠

河

山

前

田

田

井

辺

家

田

村

馬

田

岡

塚

井

川

脇

田

西

川

原

岡

舎

野

田

田

島

永

井

野

合

本

田

克

兵

信

弘

金

忠

降

甚

征

武

義

準

紘

洋

敏

陸

英

利

和

実

郎

嗣

勤

明

豊

夫

男

陥

ム
口‘、‘̀

実

健

彰

美

雄

俊

勝

武

修

幸七郎

哲男

博敏

次

志

夫

寛

朗

誠

郎

定

統

利

範

男

奈

和

副課長

諜長補佐兼畜政係長

兼酪煤係長

肉畜係長

課長補佐兼養賠係長

兼草地飼料係長

兼衛牛係長 晶

課参事（但馬牧場公園長） 蓬

課長補佐（但馬牧場公園課長）岸

中央煤業技術センター所長

畜産試験場長

家斎部長

北部農業技術センター所長

畜産部長

淡路震業技術センター所長

畜産部長

姫路家畜保健衛生所長

和田山

洲本

良

畜産課長

主幹

” 
課長補佐

副主幹

” 
” 
＂ 

II 

II 

” 

畜産試験場長

家畜保健衛生所長

副主幹

歌

” 

山

II 

” 

II 

県

県

畜産課長（参事）

副課長（技術）

主幹 (II)  

経営班長

振興班長

衛生班長

畜産試験場長

養競

紀北家畜保健衛生所長

紀中

森

佐々木

枡田

渡邊

中原

上江

谷

山

山

太

谷

倉

澤

i,'f' 

小

小

入

渡

小

原

峯

山

井

西

山

中

森

笠

鈴

米

尾

神

中

西

谷

石

松

飼

莱

谷

本

下

田

本

橋

圏

林

畑

谷

木

城

田

瀬

田

上

浦

村

口

島

井

野

木

田

石

田

西

本

口

井

本

修

降

大

良

啓

善

英

正

雄

暁

昭

進

登久雄

準典

正樹

克

弘

垣

正

鋼

昭

晋

俊

憲

平

正

源

敏

耕

孝

一

直

崇

文

郎

造

司

雄

市

昌

雄

武

郎

清
清

悦

周

生 利

好

司

勝

男

和

勝

彦

二

夫

武

次

朗

代

尚

喜

鉄

広

司
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紀南家畜保健衛'l:ri斤K

鳥 取 県

畜産諜長

課長補佐(•~務）

（技術）

畜産試験場長

中小’求畜よ験場長

島取＇求畜保健衛生所長

＾士
方に3

米子

＂ 

島 根 県

畜産板興；果長 古

主査（畜産開発ギ業1ヽり金城牧場）栗

諜長補佐（総括・畜政） 永

（衛生只境・酪R中小家雀） 岡

（平地飼料・肉fl!牛）石

(-iii産開発,)-'業団） 小

松江家畜保健衛生所長

出~

江津

益田

家畜保健衛生所長

畜産試験場長

次長（斐川分場長）堀

種畜センター所長 森

肥飼料検介．所長

＂ 
＂ 
II 

II 

＂ 
＂ 

春
ぃ
nfnJ

三
＂
圧
加

田

＂ 

岡 山 県

畜産品長

諜長代理 ('i務）

（技術）

参'~(経営対策）

（畜産物流通対策）

（全共対策班）

諜長補佐（酪農草地）

(f~] 畜養鶏）

（衛生哀境）

総合面産センター所長

次長

＂ 

II 

＂ 

＂ 
＂ 

＂ 
＂ 

＂ 
＂ 

＂ 
家畜病性鑑定所長

食肉地方卸売市場長

I. 片

植

伊

片

幅

瀬

片野手

竹本

河本

/II 

有

姻

樋

佐

山

井

難

金

柴

古

服

溝

小

荒

川

藤

田

[II 

垣

和

原

瀬

田

野

西

日

瀬

代

光

藤

形

江

脇

f

“

持

口

藤

形

卜

波

山

田

好

部

口

澤

木

，．ー
t
L
 

.‘‘`
 

幸

文

穂

成

條

嗣

宏

•,I;· 

滝

守

英

店

義

満

増

稔

敬

必

典

火

男

郎

夫

吏-―
 

正

義

祥

幹

博

範

秀

清

光

孫

明

積

翌

浩

紀

巌

治

男

治

成

男

慎

人

稔

史

俊

文

雄

樹

幸

実

聖

彦

男

賢

翌

部

治

広

山

中国四国酪哀大学校長

次1-<

岡山家命保健衛牛所l之

井笠

高梁

真庭

津tll

畜産諜長

課長補佐

＂ 
＂ 

兼畜政係長

兼碁盤整備係長

兼肉畜投賠係長

主査兼酪農係長

諜長補佐兼衛生係長

県立畜産技術センター所長

II 広島牛改良センター所長

可部家畜保健衛生所長

束広島

上下

庄原

＂ 
＂ 
II 

II 

山u

翌田

萩

島

ロ

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 

II 

＂ 

県

II 

県

II 

＂ 

畜産諜長

七幹（農林政策諜兼務）

神原

小似IH

実 成

古

片

Ill 

戸

長

洒

北

坂

中

黒

関

西村

吊野）し

部

浦

西

/II 

J
 

）
 

明

二

積

奥

松

藤

金

，

呂

沖

前

内

山

橋

ill 

田

山

田

剛

本

IJI 

参Iii(畜産企画湖整担'¼)

畜産諜長 篠

技監（生産振興計画担‘り） 直

既令（牛産•特定品種対策担''',) 前

II (斎名経営総，合対簗・紺科柑 •Ii) 、ド

品長補佐（総括） 森

技術補佐（衛生担''',) 中

主杏（飼料担当） 平

面産試験場長 案野

育成牧場長 神宮μj

田布施農林ャ務所畜1登部長 巫村

野

本

田

出

村

野

井

近

村

田

岡

JCJC

.. ‘ー

康

利

＂央

一

男

正

鷹

稚

豊

辰

浩

泰

守

堅

義

稔

正

啓

郎

張

旭

夫

久

博

d
治

芙

博

司

彦

通

稔

春

三

國

人

l

u
"
 

-μ
H
"
 

孝

彦

憲

犬

弘三伊

慎 治

敏

郎

犬

暁

治

浩

右

洋

＂ 上 lll 正

英

士

徳 島 県

木

竹

藤

内
正

博

彦
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既↑

＂ 

稲

安
俊

文 揖 岡 県

諜長補佐

技術，，果長補佐（衛'I:係此兼） 三

畜産p)'.し験場長

肉畜試験場此

徳島’求畜保健衛牛1祈長

阿南

鴨島

三加茂

t-J 

神

野

人・

長

1t 

香 JII 

＂ 
＂ 
＂ 

県

農林水産部参-'!~

裕産課長

,,, 務tり今 (;Ji務）

品長補佐（技術）

畜産試験場k

東部求畜保健衛生所長

西部

愛 媛

II 

高 知

畜産；，果K

諜長補佐

＂ 

＂ 

漆

馬

猪

松

川

藤

高

県

畜産諜長

諜長補佐

技術；，果長補佐

畜産試験場長

妥賠

西条‘求畜保健衛生所長

A'ム
-1 lw 

中央

八幡浜

宇和島

II 

＂ 
＂ 
II 

＂ 

＂ 
＂ 

県

f.i産試験場K

東部家俗保健衛牛1祈長

中央

田虞酎：所!l~ik長葦研臣定宕長
,:;j幡

西部

家

新

山

西

大

小

岡

菊

小

上

片

小

細

廣

朝

上

小

西

木

芸

宮

船

田

田

崎

串

尾

吉

原

淵

谷

家

原

田

原

久

宮

内

田

森

野

田

池

西

宮

島

添

松

木

f
I
J
r
l
n
l

川

野

節

建

同

正

碩

和

隆

芳

徳

稜

秀

信

逍

仁

幅

輝

文

仁

和

昌

浦

秀

戚

康

建

昭

雄

消

逸

生

故

郎

男

改

功

勝

文

條

弘

田

崎

野

田

邊

田

房

久

稚

政

忠

直

光

律

占

釘

真

中

千

梶

雄

武

敬

実

彦

孝

夫

辰

哲

将

稲

洋

正

海

幸

雄

司

三

男

雄

占
3'‘'“ 

d
孝

秀

f
祐

彦

必

火

作

之

雄

佐

長

熊

畜産諜長 1・

参it~n

諜長補佐 原

諜長技術補佐 江

店業総合ぶ験場畜産研究所長長

副理I~兼中央家岳保健衛生所長山

北几州 II 渡

筑豊

両筑

筑後

畜産諜長

副諜長

＂ 
畜産試験場長

副場長

中部家畜保健衛生所長

副所長

北部家畜保健衛生所長

西部

＂ 

＂ 

＂ 
＂ 

＂ 

賀

謀長補佐

＂ 

崎

＂ 
＂ 
” 

＂ 

県

県

畜産諜長（参単監）

総括諜長補佐(~務）

（技術）

諜長補佐（参事）

＇，果K補佐

雀産よ験場長

肉用牛改良センター所長

中央家畜保健衛牛所長

県北

県南

必岐

本

” 
＂ 
II 

県

畜産，，果長

煤政審議且（兼諜長補佐）

(II)  

(II)  

羽

河

西

山

徳

打

山

宮

野

山

中

山

村

迫

開

島

上
＃

秀

孝

馳

皓

長

野

田

武

本

子

山

綿

原

日

氷

越

原

出

池

,;;j 

関

大保

人→ 平

早稲田

村

口

尾

瀬

下

本

n
下

終

弥

逹

舒

治

正

之

之

諦

生

彰

晴

郎

男

義

棋

信

彰

七

伸

男

陥 之

資

馬

司

弘

貢

勝

治

謙

治

市

犬

島

隈

上

田

宣好

憲二郎

忠勝

潔

彦俊
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店業研究センタ一次l~

紅登研究所K

大家畜部長

中小＇求畜部長

'E産技術開発部l乏

飼料'l:産利用部K

農業人学校長

店又人学校/,¥I]校長（浪裳史研究
センター 1;,:地和布研究所lU

中央＇求畜保健衛生所

城北

阿蘇

城南

天草

大 分

＂ 
II 

＂ 
II 

県

畜産諜長

参ギ

II (九前町駐在）

課長補佐（総括）

＂ 
兼企画調査係長

洋地飼科係長

経営指尊係長

主幹兼生産括興係長

衛生只境保全係長

畜産試験場長

大分求畜保健衛生所長

三直

玖珠

宇佐

＂ 
＂ 
＂ 

＂ 

宮 崎

＂ 

II 

＂ 
II 

県

岱産諜長

課長補佐（総括）

（経岱；流通）

渫長補佐（生産改良）

畜産試験場長

優良家畜受柑卵総合センター

畜産試験場川南支場長

宮崎求栢保健衛叩紐

都城

延岡

秘

松

森

洒

rll
宜
HI

磯

出

後

宮

市

案

坂

平

内
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向他方競馬全眉協会
随 馬の収益金は、畜産の振興や馬に関する伝統行事

油、街づくり、学校・病院の整備などに役立っています。

・新品
r 
●三条



Multi Purpose Electrophoresis System 

SCP-800c実用新案申請中）

SCP-BOO冷却型電気泳動装置は、温度管理の厳しいSSCP電気泳動をはじめ、様々な電気泳動法に適応

します。安全で場所を取りません。直接冷却による正確な温度コントロールと、全域でリップル率1%以下の高性

能電源により精密な電気泳動を可能にしました。品質管理や検査なと厳しい再現性を要求される方に最適の装

置です。

謂ヽ■·~ 
●大容団のペルチェ素子使用

●ゲルプレートを直接冷却

• 高性能パワーサプライ内蔵

●完全密閉で極めて安全

• 2枚のゲルを別々に温度管理

●専用プリキャストゲル各種用意

鰤細鵬1三~
• SSCP 
• SOS PAGE 

• NATIVE PAGE 

• DNA PAGE 

• ポリペプチド分離

• ウエスタンプロッティング（アダプター発売予定）

fJt界最晶の品質をご試用Fさい

電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 
リセップ ゲル

薗『

一

" , -----

¥18,500/10枚

発売以来こ好評をいただいておりますRESEPGEL 

を、 94年6月にマイナーチェンジし、さらにグレート

ァップしました。最高の品質と安定性を評価していた

だくため、サンプルを提供させていただいております。

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をお持

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではソフ

トサービスも提供しております。泳動を実行する際、

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さい。

またカタログモデルでは対応できないサンプルには特別

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

速和科盛株式会社
〒113-0034此j(都知i\ lメ場1~4 「 116 番 12 り i・サ 1~ハイクウンB棟IF

TEL. (03)3815-4041(/り FAX.(03)3815-4048 

〒063-0870札位Ii西lメ八 f.f10条束 3r u 1番地28サ

TEL. (011)756-1821(代） FAX. (011)756-1763 

〒227-0054神奈川県横浜 rli,'j・ 鉗I,{しらとり台 55-21

TEL. (045)981-0379 FAX. (045)982-0752 

〒305-0075沃城県つくぱ ,Ii大字ド横場字塚肱 227-93

TEL. (0298)37-2181 FAX. (0298)37-2234 
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